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　この帝てい国こくにおいて、皇こう帝ていには何の権限もない。







　帝てい都との中心部にある森の中に建てられた壮そう麗れいな宮きゆ殿うでんに住み、国民のために祈いのることのみが仕事である。

　それでも歴代皇帝は国の人々から愛され、現在の女じよ帝てい、加か寿ず子こは特に人々から慕したわれていた。特とく殊しゆな処置を施ほどこされて年若い無む垢くな少女の美び麗れいな外見を保ちながら、その上品な振ふる舞まいは円熟の域に達しており、口を開けば英知を感じさせる言葉が常にほほえみをたたえた口からあふれ出だすという具合だった。

　故ゆえに、加寿子には政治的な権限こそないものの、何の影えい響きよう力りよくもないとは決していえなかった。彼かの女じよが口を開けば国民が動いてしまう。そのため彼女の公的な場での発言は当あたり障さわりのないものに限られてきた。そして、彼女の私生活は人々の目につかぬよう十分な配はい慮りよが行われてきたのである。

　結果、加寿子には、いくつもの秘密があった。それは些さ細さいなことから重大なことまで様々にあったが、中でも最大のものは、一いつ般ぱんの国民はもちろんのこと、歴代の大司祭にすら報しらされていなかった。今、その秘密を知っているものは、近衛このえ師団の最上層部と、ただ一人の少女のみである。

　その秘密とは、加寿子に双ふた子ごの姉が存在すること。そして、それを知る少女とは、もちろんその姉本人のことだった。

　皇家には、不思議な慣習がいくつもある。そのうちのひとつが、双子が産まれたならば、その姉から継けい承しよう権けんを奪うばい、妹の身代わりとして誰だれにも知られぬように育てるべし、というものだ。皇帝に仕える人々は、そのしきたりを忠実に守り、宮殿の隠かくされた場所で加寿子の姉を育てたのだった。

　彼女に名前は与あたえられなかった。彼女も加寿子であるからだ。

「私は加寿子なの？　でも、あの子は？」

　玩具おもちやに与えられた人形を抱だきながら、少女は宮殿の明るい部屋を眺ながめていた。そこには自分と同じ顔の少女がいて、玩具みたいな机の前に座すわり、教師から読み書きを教えられていた。

「あのお方も加寿子様です」

　少女の世話係の人造人間はそう答えた。

「でも、どうして私はあの子に話しかけちゃいけないの？」

「そういうことになっているからです」

「でも、どうして私はあの子みたいに勉強をしちゃいけないの？」

「あのお方の勉強したことは、すぐにあなたにも覚えていただきます。ただし、それは機械によって簡単にできますので、苦労して覚える必要はありません」

「ふうん。それじゃあ、私は楽をできるんだ。あの子は大変だね」

　そう言って少女は笑ったが、その後、成長して様々なことが理解できるようになってくると、自分の置かれた状じよう況きようがいかに不自然なものかを自覚させられてしまうことになった。

　少女は定期的に皇女としての加寿子の記き憶おくを頭に流し込まれ、自分が加寿子であることを寸分も疑わずに過ごしていたが、それでも、本当の加寿子は眺めることしかできない皇女として自分とは別に存在していた。それは、誰も体験したことのない奇き妙みような感覚だった。

　自分が誰なのか、少女にはまったくわからなくなっていた。

　さらに、彼女はごく少数の人造人間以外との交流を持つことを禁じられていた。彼女が自分の空間である、誰からも隠された秘密の部屋から抜ぬけ出そうとすると、どんなときでも人造人間が見つけて連つれ戻もどすのだった。

　少女は人間と話したことはなかったが、皇帝の加寿子は宮殿で様々な人々と交流を持った。そして、その記憶だけが少女に植え付けられた。世界の指導者たちや大司祭たちのことを少女はよく知っていたが、彼かれらは誰だれ一人として少女のことを知らないのだった。

　少女は、自分が誰なのかを証明してくれる相手を持てなかった。人造人間たちはその点ではまるで慰なぐさめにはならなかった。彼らはその質問に本質的な意味で答えることはできなかったからだ。

　それでも、少女は狂くるうことも、自殺することもできなかった。最高の医い療りようが強制的に与えられていたからだ。精神安定は薬物によって行われ、肉体はそのほとんどを加寿子と同じように、かなりの長命に改造されてしまっていた。

　そんな生活があきれるほどに長く続き、やがて、少女は自分が誰なのかを考えるのをやめてしまった。

　誰からも注目されない陰かげの存在。

　光の存在としての加寿子の対極。

　そんなことを理り屈くつで考えるのではなく、意識として身体の一部に取り込んでしまうことを選せん択たくしたのだ。そうすると彼女は自らを人間とは思わなくなった。自身を幽ゆう霊れいのようなものだと感じるようになっていったのである。

　誰にも知られず、世界を空から眺めている幽霊として、ただ実感のない観察のみを行い、データのみをその頭に詰つめ込んで生活することが少女の日常になりつつあった。
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　しかし、そんな生活に転機が訪おとずれたのは、魔ま術じゆつの修しゆ行ぎようをするようになってからだった。加寿子が成長に伴ともない、魔術の修行をするようになると、幽霊としての彼女も魔術を修行することになったのだが、その性格の違ちがいは習得できる魔術には明確な違いとして表れていた。加寿子はほとんどの魔術をいとも簡単に習得していったが、彼女はそれほどの才能を発揮することはなかった。ただし、この国のほぼ誰も習得できなかった皇家秘伝いわくつきの魔術である『複数の対象への意識の憑ひよう依い』だけには奇妙なほどの上達ぶりを見せた。それは幽霊としての自覚があったせいなのかもしれなかった。

　その特異な魔術の能力を磨みがくことに彼女は熱中し、やがてその特異さ故にそれが凄すさまじい力を持つことを悟さとっていった。意識のない道具を遠えん隔かく操作することが可能であり、対象が一人ならば、意識があるはずの人造人間ですらコントロールできることに気づいたのだ。

　彼女の監かん視しをしている者は人造人間しかいない。つまり、彼女はもはや自由に外に出ることが可能になったのだった。

　そのことに気づいた彼女は驚きよう喜きし、この生活にどのように終しゆう止し符ふを打つのがふさわしいか考え始めたのだが、ものの数分で、その喜びは嘘うそのようにさめてしまった。

　少女には何もするべきことがなかったからだ。

　誰でもない者、人間ですらない者には、役割を与えられることはない。そして、人形や人造人間にに憑依することによって誰にでもなれる彼女は、本人そのものの人格を表に出して他人に向かい合うことはすでに不可能だった。

　そんな彼女の心理に変化が訪れたのは、外界を人形の身体で観察していた彼女が、奇妙な男を見つけたからだった。その男には過去のデータがなかった。彼も何者でもなかったのだ。それでも彼は奇妙なほど情報に精通しており、いかなる手段を使ったのか内閣魔術情報調査室のトップに座っていた。

　少女は彼に接せつ触しよくを図はかった。その仕事内容に興味を持ったからでなく、彼に興味を持ったからだ。

　男は大和やまと望ぼう一いち郎ろうと名乗った。

　少女は自らの境きよう遇ぐうを素す直なおに語った。望一郎はそれに真しん摯しに応こたえてくれた。

　少女は、その日から外に出ることに決めた。内閣魔術情報調査室に所属することにし、隠れ場ば所しよを宮殿からマンションへと移した。

　その時から、彼女は自分の名前を持った。

　それは２Ｖツー・ブイと言った。







１　新しい神様？







　仮装異空間から生徒たちが帰った直後の『コンスタン魔術学院』は混乱のただ中にあった。紗さ伊い阿あ九く斗との監かん視し員いんとして派は遣けんされていたはずの人造人間であるころねが、いきなり阿九斗に発はつ砲ぽうしたからである。

　彼女が常時携けい帯たいしているポシェットから出した光線兵器から発せられる細いレーザーは、触ふれれば人間の身体を切断できるほどのものだ。つまり、そこには明確な殺意があった。

　まして、阿九斗の身体は傷ついていた。彼の肉体修復能力が使用できない仮装異空間内でゼロによって攻こう撃げきされたことで瀕ひん死しの状態にあったのだ。そこを攻撃したのだから、これは、ころねのよくやる悪い冗じよう談だんの類たぐいではありえなかった。

　その場にいた生徒たちは、突とつ然ぜんのことに呆ぼう然ぜんとしていた。誰もがころねの異常には気づいていたが、その異常がころねだけにとどまらないことも明らかだった。遠くに見える街のところどころから黒こく煙えんが上がっている。

「街ではすべての人造人間がコントロールを失ったらしいぞ……」

　生徒の一人が手帳に表示されたニュース速報を見てつぶやいた。

「それじゃあ……」

　全員の目がころねに注がれる。皆みな、そろそろところねから離はなれ始めた。

　ころねは光線兵器を構えたまま、生徒たちが左右に分かれて作った道をゆっくりと歩き出した。その先には、横たわる阿九斗がおり、その身体に寄より添そっている曽そ我がけーなと江え藤とう不ふ二じ子この二人が驚おどろきの表情を浮うかべていた。

「な、なんですの……？」

「や、やめてよ、ころねちゃん……」

　しかし、その言葉がころねに届いた様子はなかった。ころねは光線兵器の銃じゆう口こうを阿九斗に据すえたまま前進し続ける。

「人間を殺すことはできません。おどきください」

　けーなが阿九斗の身体に覆おおい被かぶさるようにしていたことが、ころねの発砲を抑よく止ししていたものらしい。

　その言葉を聞いて不二子が表情を硬かたくした。

「……どうやら彼女、コントロールを失っておかしくなったわけではありませんわね」

「じゃあ、もしかして誰かがころねちゃんを操あやつって……？」

　けーながつぶやいた。

　しかし、誰もそれに答える者はいなかった。

　ころねは無言で不二子たちに歩み寄り、二人を見下ろすと足を止めた。

「ね、ねぇ、もし話ができるのなら、どうしてこんなことをするのか教えてよ……」

　けーなが声を震ふるわせながら言った。

　すると、ころねは光線兵器をポシェットにしまい込んだ。

　一いつ瞬しゆん、けーなは顔をほころばせる。

「よ、よかった……」

　が、次の瞬しゆん間かん、ころねは言った。

「現在の魔ま王おうを排はい除じよするためにこのようなことをしています」

　けーなは絶句した。

　そして、ころねはポシェットから細長い棒状のものを取り出す。

　不二子がそれを見て恐きよう怖ふに顔を強こわばらせた。それは近接戦せん闘とう用の武器であることはすぐにわかった。剣けんの刃はの部分が棒になったような形状をしている。

「スタンスティックです。抵てい抗こう者をこれによって殺すことなく排除できます。抵抗は得策ではありません」

　ころねがスタンスティックを手でなでると、そこに電流がはしった。

「どちらにせよやるしかない……というわけですわね」

　不二子の額に汗あせが流れる。先ほど仮装異空間内で、遊びとはいえ手合わせをしてきた不二子である。ころねが本気になったなら、人間ではとてもかなわない動きをすることは身にしみてわかっていた。

「これは、さすがに危ないかもしれませんわね……」

　まさしく絶体絶命ともいえる状況だった。この状況でころねに抵抗しようと考える生徒は、不二子たちの他はいないだろう。この場で近接戦闘で一番あてになりそうなのは服はつ部とり絢じゆん子こだったが、不二子が視界の端はしに見つけた彼女は、ひどく衝しよう撃げきを受けた様子で呆然と立たち尽つくしていた。

「少しでも隙すきがあれば、なんとかなるかもしれませんが……」

　不二子は、ころねの挙動に隙を見つけようとしたが、さすがにころねの歩みにはまったく油断はない。

「そこをどかないのなら、排除します」

　ころねがスタンスティックを振り上あげた。

「だめぇ！」

　けーなが阿九斗の身体にしがみついた。不二子はここまでか、と目を閉じた。

　その瞬間、激しい空気の振しん動どうが周囲を襲おそった。

「……なんですの？」

　異常に気づいた不二子が顔をあげた。

　ころねが動きを止め、小刻みに身体を振動させていた。

「ああああああああああああ……」

　壊こわれたレコーダーのような声を発し、その動きを完全に止めている。

　何が原因かはわからないが、隙ができたことは間ま違ちがいない。

「ケルベロス！」

　不二子は呼ばわった。

　その声に応こたえて、校舎の方から一匹ぴきの魔ま獣じゆうが駆かけてくる。みっつの頭を持つ巨きよ大だいな犬の化け物である。以前、不二子が自分の言うことを聞くように調整して以来、不二子は好んで使し役えきしている。

　その獣けものが走ってきて、阿九斗の身体をひとつめの口で自らの背中に放ほうり上げた。阿九斗にしがみついて離れなかったけーなも一いつ緒しよに背中に乗せられている。

　不二子もケルベロスの背中に飛び乗り、生徒たちが立ち尽くす校庭を離れるべく走り出すと、まだ正気に戻っていない絢子に近づき、これもケルベロスに命じて背中に乗せる。

「ひゃ！」

　巨大な犬の口によって背中に投げ上げられたことでようやく気を取り直したか、絢子は不二子の顔を見返して問いかけた。

「……先せん輩ぱい、これから、どうするつもりなんです？」

「逃にげるしかありませんわね。まだ事態が把は握あくできませんもの。少なくとも仮装異空間で襲ってきた例の〝最初の魔王〟とやらのせいで、ころねがおかしくなったのだろう、としか言えませんものね」

　不二子はケルベロスをころねから遠ざかるように走らせはじめた。

「ね、ねぇ、どこへ逃げるの？　あーちゃんがいくら身体が丈じよう夫ぶでも、しばらくは治るまでにかかっちゃうんじゃあ……」

　けーなが心配そうな声をあげた。

「仕方ありませんわ。こうなっては黒魔ま術じゆつ師しの隠れ里ざとに行くしかありませんわね」

　こうなっては、というわりには、最初からそうするつもりだったように不二子は言った。

「隠れ里？」

　けーなが驚きの声をあげた。

「ええ。わたくしが密ひそかに交流していた黒魔術師たちの住む地です。多少は田舎いなかですが、それでも隠れ住すむには都合がいい場所ですわ」

　と、それを聞いた絢子が、抗こう議ぎするような声をあげる。

「先輩、それでは、まるで彼が魔王になることを認めているような……」

「そうに決まっているでしょう」

　何を馬ば鹿かなことを、とでもいうように不二子は即そく答とうした。

　絢子は戸と惑まどいを顔に浮かべた。

「いや、それが彼のために良いとは……」

「そんなことを言っていられる状況ではありませんわよ。もし、この国の人造人間がすべて操られているような状態だとしたら、国が乗っ取られたということ」

　そう言われて絢子は返す言葉が見つからないようだった。

「それに対処できるのは、国家に反逆する黒魔術師だけということになりますもの」

　にやりとして不二子は付け加えた。そして、ケルベロスの背後を見やった。

「それに、議論をしている時間はありませんわ」

　ころねが復帰し、滑すべるように後を追ってくるのが見える。

「く……しかし、いずれにせよ、私が黒魔術師の里などという場所に行くわけには……」

　絢子が苦しげに言い、気を失っている阿九斗の顔と、背後を交こう互ごに見る。が、何度目かに阿九斗の顔を見た後、悲しげな顔をすると、意を決したようにケルベロスの背中から飛び降りた。

「私がころねを足止めします！」

「……っ、ここではぐれたら隠れ場所を教えられませんわよ!?」

　不二子が遠ざかっていく絢子に呼びかけた。

　しかし、絢子は振り返かえらなかった。

「早く行ってください！」

　絢子は刀をかざした。

　そこに、するり、ところねが近づく。

「やっ！」

　短い気合いと共に、絢子が打ってかかる。

　が、次の瞬間、ころねのスタンスティックが、あっという間に絢子の腹部に食い込んでいた。電流が奔はしる音が鋭するどく響ひびく。

「ぐっ！」

　絢子が短い声をあげ、気絶して倒たおれた。

　そのころねの容よう赦しやなさに、ケルベロスの背中から見ていたけーなが驚きの声をあげる。

「たとえ本気でも、いつものころねちゃんならここで冗談を入れるはずなのに……！」

　絢子を瞬しゆん殺さつしておきながら嫌いや味みのひとつも言わず、ころねはケルベロスを追って走ってくる。

　その速度はケルベロスの走行速度を上回っており、ころねはすぐに背後に迫せまってきた。

「それでも、今度はこちらも多少は抵抗できましてよ！」

　不二子は魔術を使おうと手を振ふるう。

　しかし、不二子は戸惑って手を止めた。

　その手の先にはマナは集中していない。

「な！　魔術が……」

「使えないの？」

　けーなも驚きの声をあげる。

「まさか、神々にまで異常が……」

　不二子が声をあげたとき、ころねが跳とび上がった。スタンスティックを突つき出だして上空から襲いかかってくる。

「それなら……！」

　不二子は神々に管理されていない魔術――黒魔術――のコードを使うことに決め、その発動に精神を集中させようとするが、ころねの攻撃速度には、一瞬、及およばぬようだった。

「間に合わない……！」

　恐怖に目を見開いた不二子だったが、そのとき、再び、あの現象がころねを襲った。

　ころねの身体が振動をはじめ、気絶したようになって空中から落ちる。

「またですの？　助かりましたけれども……いったい何が……」

　不二子が疑問を口にすると、ケルベロスが走るペースを突然にゆるめた。

「どうしましたの？」

　不二子が前を見ると、けーなが前方を指さした。

「あそこに人が……」

　けーなの言った通り、学園を離れて丘おかに向かったケルベロスの進路方向に、一人の少女が立っていた。手には箱状の何かを抱かかえている。

「誰だれですの？」

　思わず身構える不二子だったが、その彼かの女じよは、不二子たちを知っているかのように手を振っていた。

「江藤不二子さんだね？　もし逃げるんだったら乗せてくれない？　事情は後で話すからさぁ」

　少女は気さくな調子で言った。

　当然、不二子は怪け訝げんな顔になったが、彼女――木き多た淑よし恵えが次の言葉を発すると、驚きに軽く口を開けた。

「驚いただろうけど、初対面じゃないんだよ。仮装異空間では、私が淑よし彦ひこだったんだ」

「……そういうことでしたのね」

　不二子は納なつ得とくしてうなずき、淑恵をケルベロスに乗せると、彼女が持っていた箱状のものに目を向ける。淑恵はそこから伸のびたコードにつながっているアンテナ状のものをころねに向けていた。

「これは、私が使った仮装異空間発生装置の付属品。作動時に大気中のマナを振動させて障しよう壁へきを作るためのものなんだけど、ちょっと緊きん急きゆうで調整して指向性を持たせることにしたんだ」

　淑恵が解説する。

「つまり、そのアンテナを向けている先のマナが振動して、そこにいた人は動けなくなると言いたいわけですのね」

　不二子が言うと、淑恵はうなずいた。

「そゆこと。魔術を使う許可が神から下りてないみたいだけど、機械ならなんとかなるみたいだから、頼たよれるのはこいつだけってことになるね。でも、少しずつ使わないと機械が熱暴走してしまうから、時間稼かせぎしかできないんだよねぇ……」

　淑恵はぼやいたが、不二子が心配ない、とほほえんだ。

「それで隙が作れるのなら逃げだせますわ。機械でなくとも、神と関係ない魔術もありましてよ。わたくし、黒魔術を使えますの」

「ふぉお！　それはいいねぇ。頼たのむよ」

　淑恵が手をたたく。不二子はにやりとした。

「気楽に言ってくれますわね。けっこう大変ですのよ。……心の闇やみを世界に！」

　精神集中のための言葉を唱えた不二子の身体の周囲から、黒いオーラがあふれ出す。

　いや、オーラと見えたものは、黒いマナだった。周囲のマナが光を屈くつ折せつさせ、視界を遮さえぎるように作用しているのだ。

　そのマナの暗幕は一気に広がりをみせ、周囲百メートルほどを覆った。

「この間に学園の裏山に隠かくれてやり過ごしますわよ」

　不二子は満足げに言った。

「すっごいねぇ。感心しちゃうなぁ、お姉さんは」

　淑恵が歓かん声せいをあげた。

　不二子がそちらを見てあきれたように肩かたをすくめる。

「……あなた、仮装異空間にいたときとずいぶん性格違ちがいますのね」

「いやぁ、ロールプレイってやつ？　あのときは乙おと女めゲーに出てくる男子っぽくしてみただけなんだけどねぇ」

「乙女ゲー……って、あの美青年がプレイヤーを構ってくれるあれですの？」

「お？　おねいさん、いけるクチ？」

「……そうじゃありませんわよ。そうね、あのゲームの作者と考えれば、あなた、そっち系の人に決まってますわよねぇ……。って、そんなことはいいんですのよ。状じよう況きようを説明していただきましょうか」

　不二子は言った。




　　　　　○




　不二子たちが逃とう亡ぼうを開始した頃ころ、一台の地上車が帝てい都との都心部を走っていた。リリィ白しら石いしの襲しゆう撃げきから逃のがれた２Ｖツー・ブイが、ＣＩＭＯ８メンバーに手配してもらったものである。

　その車内で裏返った声をあげたのは、運転席に座すわった男である。

「双ふた子ご!?」

　落ち着いた印象のある中年の男だ。眼鏡をかけて研究者のような白衣を着ている。その外見からして、余よ程ほどのことがない限りはそのような声をあげる印象はないのだが、彼かれが聞かされたのは、その余程のことだった。

「そうだよ。私は加か寿ず子こと双子だ」

　２Ｖはにやにやしながら言った。血色の悪いやせこけた少女という外見であるが、その話が本当ならば、彼女は相当な年ねん齢れいであるはずだ。だが、どうやら嘘うそをついているわけでも彼女の頭がおかしくなってしまったわけでもないらしい。２Ｖの顔は血色を良くし、ふくよかにしさえすれば、女じよ帝ていである加寿子に生き写しなのだと、運転席の男――賢けん人とは気づいた。

　そういえば賢人すら２Ｖの本当の顔を見たのは初めてなのだった。

「それは誰も知らないことなのか？」

「当人たち以外はね。それと、近衛このえ隊長くらいは知っているかもなぁ。私が宮きゆう殿でんに帰ってこないようにね。ともかく、ほとんどの人は知らないはずさ。私をとりあげた医者たちは記き憶おくを消されたはずだよ。迷めい惑わくな話だな、まったく」

　他人事のように２Ｖは言った。

「双子で継けい承しよう争いが起きないように、か？」

「いや。どうやらそういう決まり事であるらしい。片方は影かげ武む者しやとして育てなければならない。皇家というのはそういうものなのだそうだよ。それで私は鍛きたえられ、このような能力を得たというわけさ。今はもういない、ＣＩＭＯ８のリーダーにスカウトされ、逃亡するまでは、お国のために暮らしていたのさ。あはは……」

　２Ｖは声を上げて笑った。

「最初の魔王……ゼロを甦よみがえらせた目的はそれか」

　賢人は苦々しげに言って窓の外を見た。窓の外に見える街並みは今、大災害のただ中にあった。ビルの間の所々から煙けむりが上がっている。飛行車が落ちた跡あとであろう。地上車も道の端で事故を起こしているのがいくつも確かく認にんできた。

　人造人間が一時的にすべてのコントロールを失うというのはこういうことなのだった。現在、車の運転にはじまり、肉体労働のかなりの部分は人造人間が担になっている。工場等での細かい事故などはどれほど起こっているか想像もつかなかった。

「ゼロは人造人間すべてをコントロールできるからね。私の能力にはぴったりのパートナーというわけさ。ま、混乱は一時的なもので、コントロールは取とり戻もどしたよ。ということは、災害はこれ以上広がらないということになる」

「俺おれが君の頼み通りにゼロの器うつわを用意してやったのは、混乱を収めるためだ。改めて聞くが、ゼロとは何なんだ？」

「最初の人造人間にして、最初の魔王ということなんだそうだ。人造人間というか、人工知能だな。人類の管理のために作られたものだ」

「……神よりも先に、か」

　賢人はつぶやいた。人類の管理をする人工知能という意味では、現在の神々も同じということになる。

「人類の幸福を最大にするという目的を持って活動を開始したゼロは、どういうわけか人類の絶ぜつ滅めつという結論に至ったのだそうだ」

「どうしてそんなことに？」

「本人にインタビューできるようになったんだから、今度聞いておくさ。今は忙いそがしいところだから、しばらく先になるけれどもね。ともあれ、ゼロの問題点を改善して急きゆう遽きよ神々が作られ、最初の魔王戦争が始まったわけさ」

「魔王と神々の最初の争いはそういうものだったのか」

「人造人間と人間の魔ま術じゆつの戦いになったわけだ。戦い自体はそれほどの規模でもなかっただろうけれど、ともかく、ゼロは封ふう印いんされた」

「封印されたのはいいが……なぜ、壊されなかった？」

「そいつがキモなんだな、これが。簡単に言うと、ゼロが彼らの思考の中ちゆう枢すうなんだ。ゼロを失うと、彼らはおそらく存在できなくなる」

「実は、すべての発ほつ端たんがゼロ、というわけか」

「人造人間の始祖でもある。つまり、ゼロが実はこの社会の基き礎そだったというわけさ。しかし、それでも道具は道具だよ。だから私がそれを操ることができる。つまり、私が現在、この世界において、最強の存在ということになるかな。いや、申し訳ないね、最強と言えばＣＩＭＯ８のコードネームＵＳＤというのが私たちの間での常識だったというのにね」

　２Ｖが顔をくしゃりとさせて笑う。

　賢人こそ、そのコードネームＵＳＤである。だが、賢人はその言葉には感情を動かされた様子もなく、眼鏡の位置を直すと言った。

「つまり、君は、反乱を起こすわけだ」

「いや。成り代わるんだよ。私がこれからは加寿子だ。皇こう帝ていがどんな政治をするか見ているといいんじゃないかな」

　ちら、と賢人は２Ｖを見やった。その眼鏡の後ろの目には殺意に似た光があった。

「君が野心に取り憑つかれているタイプじゃないのは知ってる。どうしてそんなことをするんだ？」

　２Ｖはそれを生気のない少女の目で見返してから、口くちの端はだけでにたりと笑った。

「ここでつまらないことを答えれば君と敵対することになるってわけだね。でも、君は私がやることをおもしろがってくれるとわかってるんだな、これが。私はね、私以外の全員が狂くるっていることを証明したいんだ。素す敵てきな実験だろう？」

　実に理性的な笑えみが頬ほおのこけた少女の顔に貼はりついていた。生気のない目とあいまって、彼女こそが狂っているのではないかとも思えたが、その表情も言葉も実に計算され、抑よく制せいされたものだった。

　賢人は、口を軽く開けて、閉じた。その程度には驚おどろいたということらしかった。

「君以外のすべての人間が？」

「そうだとも。この世界のすべての人間がね。私が皇帝になれば、ひとことかふたことで彼らを狂わせてみせるさ。だが、それこそが世界を本当に救ってくれると信じているんだよ。すべての虚きよ飾しよくをはぎ取ろうじゃないか。いかに自分たちが混乱と暴ぼう虐ぎやくを望んでいるのか知らしめてやりたいのさ」

　声をあげて２Ｖは笑った。

「そうか。そういうことなら協力はできないが、俺も君のことを見ていることにしよう。そこまでの規模でやるほどのことなら、やってみればいいさ。君が勝利するのか、他の正気な誰かが勝利するのか、楽しみにしているとするよ」

　賢人は言って、車を止めた。

　ドアを開けると、そこは宮殿前の公園入り口だった。２Ｖが外に出ると、何人もの人造人間がずらりと並んでいた。その誰もが、宮殿で働いていた人造人間たちである。男女とも正式な使用人の格好をし、整然と新しい主人――２Ｖを迎むかえたのだ。

　大都市の中心にありながら緑豊かなその地にある、壮そう麗れいな宮殿が２Ｖのものになったということだった。

「皇帝は――加寿子のことは捕とらえたかな？」

　２Ｖは近くの一体に聞いた。

「いいえ。皇帝陛下はご不在でした」

　人造人間が答えた。

「つまり、彼女は逃げた、ってことでいいのかな？」

「はい。しかし、皇帝陛下お一人で、です。宮きゆう殿でん内ないのその他の者は拘こう束そくしております」

「ふうん。じゃあ、私が宮殿に入っても、皇帝が帰ってきたと思うかもな。ま、状況からすれば、怪あやしいと思っていても私を本物だとするしかないだろうけどね、彼らにとっちゃあさ」

　あざ笑ってから２Ｖは宮殿の上部を見上げた。

　そこには異様な光景が広がっていた。

　正二十面体だろうか、球形に近いが角度のあるエッジをいくつも備えた立体が浮うかんでいた。大きさは直径で二十メートルはあろう。色は透とう明めいなのか、銀色なのかわからないが、ぬめったような金属質の表面が周囲の風景を反射して、正視できぬほどの強い光を放っている。

　それがゼロの本体だ。

「内部に仮装異空間を収めた神の身体か。贅ぜい沢たくなものを造ってくれたね」

　２Ｖは車を振り返って手を振った。

　賢人は軽く手をあげてそれに答えてから車を出した。

　残された２Ｖは人造人間たちの作る列の横を歩きながら、ゼロを再び見上げた。

　今や２Ｖは、ゼロを従えていた。そのようなことが可能だったのは、彼女が習得した皇家に伝えられた魔ま術じゆつ故ゆえだった。この世界でただ一人使えたあの術が、彼女に絶対的な力を与あたえてくれたのだ。

　そして、２Ｖは、声には出さず内心で、しかし、高らかにゼロに命令を下した。

　その瞬しゆん間かん、壮麗な宮殿の上空に突とつ然ぜん、巨きよ大だいな映像が浮かび上あがった。そこには加寿子の姿が映し出されていた。

　もちろん、それは本物の加寿子ではない。ゼロの作り出した映像だ。だが、その姿形も声も、本物と寸分も違うことはない。ただし、その加寿子は、２Ｖの言葉をしゃべる。

「このたびの事故を悲しく思います……」

　加寿子は話し始めた。

　その映像は帝てい国こく全土に配信されている。

　まずは今回の混乱を、２Ｖは正直にゼロの仕し業わざと宣言し、ゼロの正体、そしてその能力まで説明した。その上で、ゼロに逆らうべきではないと国民を説得にかかった。

　現在、神々はその機能を停止している。つまり、国民の誰も魔術を使えてはいない。人造人間のすべてもゼロに支配された。ここはおとなしく従うべきだ、というのだ。

　これは、事実上の降こう伏ふくであるといえた。

　その降伏宣言が終わると、２Ｖは、今度はゼロの声を発することにした。無機質で、恐ろしげな男の声を帝国全土に響かせる。

「神は死んだ。しかし、問題はない。魔術を捨てよ。人造人間たちが私の手足となって国民のために奉ほう仕しするだろう。そして、それによって私が皆みなを永遠に幸福の下に統治するだろう。私こそが新しい神だ」

　ゼロ＝２Ｖは宣言した。

　２Ｖは高笑いとともに宮殿の門をくぐった。

　この瞬間、帝国は２Ｖの手に落ちた。




　　　　　○




　帝国が激変してから一週間。その間、もちろん大きな混乱はあったのだが、それでも人々は早くも魔術のない生活に慣れつつあった。

　あらゆる公共事業は人造人間の手で運営された。神々を祀まつっていた教会は解体され、司祭たちは職を失った。騎き士したちは人造人間の上司の下に再配置され、その命令で動くことになった。企き業ぎようのほとんどすべてが人造人間の管理下に置かれた。もちろん失職者は大量に出現した。

　しかし、職を失っても、それが生きていくことの困難に直結するというわけではなかった。社会運営に必要な生産のほとんどは人造人間によって行われていたため、それによって人間が労働を行う必要はなくなっていたからである。十分な収入が黙だまっていても与えられるのだ。

　――それが、こんなにも空むなしいものだとは……。

　それでも、教室の片かた隅すみに座った絢子は、そうぼんやりと考える。

『コンスタン魔術学院』は解体された。生徒たちは希望者のみ通常の学園に編入させられた。ほとんどの生徒が編入を選せん択たくしたが、彼らが固まらぬよう別々の学園にばらばらに配置されることになった。

　絢子も一人、慣れぬ生徒たちの中にあって、普ふ通つうの生活を送っていた。

　――普通？

　自ら考えたことを疑問に思う。いや、大昔にはこれが普通だったらしい。目的なくなんとなく授業に出て、将来、社会の邪じや魔まをせぬために必要な知識のみを丸暗記する。だが、主に身につけることを強制されるのは、授業でおとなしく座り続けるという忍にん耐たい力りよくだ。おとなしくしているということは何より大事なのである。まして、ここ一週間で到とう来らいした社会は、下手をすると人造人間が口元まで食事を運んでくれかねないものである。ますます〝何も考えない〟スキルが大事になるのだった。

　しかし、周囲の生徒たちはそもそも魔術を専せん攻こうしていた生徒ではない。そんな社会をどうやら歓かん迎げいしている節すらある。
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「昨日の放送でみょーちゃんが使ってたギター買っちゃったよ」

「うわ、ちょー馬ば鹿か。踊おどらされすぎじゃね？」

「いーんだよ。弾ひけるようになったらモテるんだよ」

「人造人間が弾いた方が正確だからそれも無理じゃね？」

「情感とかあるんだよ。女が泣けるギターを目指すからいいんだよ」

　休きゆう憩けい時間の男子生徒たちのそんな会話が聞こえてくる。人間らしい活動というのは芸術や自己表現にしか残されていないことを自覚しているというのに、それがモテるという目的にしか消費できないことを思い知らされて愕がく然ぜんとするような内容である。しかも、話している当人たちはそんなことを微み塵じんも思っていないのだ。

　――この先も、ずっと、こんなことを繰くり返かえすだけ……。そんなこと誰にだってわかる。

　学校を卒業しても働く必要はなく、ただ酒食と恋れん愛あいに浸ひたるだけの生活になるのは目に見えていた。今は連れん絡らくもとれていないが、実家の両親はスハラ神殿再建の任を解かれ、ほぼ軟なん禁きん状態にあるらしい。絢子自身、目的なく寮りようと学校を往復するだけの日々が始まりつつあった。

「暗い顔をしているね。ね、放課後、パフェ食べに行かない？」

　話しかけてきたのは、ころねだった。

　以前のそれが信じられないほどの明るい話しぶりである。顔にも表情があった。制服も着き崩くずしており、まるでどこにでもいる少女のような態度だった。

「……いや、いい」

　絢子は硬かたい表情で答えた。

　まだ違い和わ感かんがぬぐえずにいた。ころねは今ではクラスの人気者であり、明るく楽しいクラスのムードづくりに一役買っていた。

「そんなんじゃモテないよっ。せっかく、かわいい顔してるんだからさぁ」

　冗じよう談だんめかして言うころねである。

　これまで何度もころねのその態度を昔のそれに戻すように話してみたが、まるでらちがあかなかった。今では絢子の方がクラスでは変わり者である。

「いや、今日は妹と会う約束があるんだ。だけど、そんなことはどうでもいい。それより、昔のころねに戻って……」

「昔の？　ころねはころねだよ？　それに、あんまり変なことばっかり言ってると、捕まっちゃうんじゃない？　なんか、反政府活動で捕つかまってる人、いっぱいいるんだから」

　そう言ってころねは待っている友達のところに小走りに戻っていった。その去り際ぎわの目が、不思議なほど薄うす気き味みの悪いものだったのを絢子は見み逃のがさなかった。

　確かに人造人間の支配に抵てい抗こうしている人々がいるらしいとの噂うわさはあった。絢子自身、ネットで同志を募つのる書き込みを見たことがある。だが、それも一日も経たたずに消えてしまったが。

　――もしかしたら、本当にひどいことになっているのかもしれない。

　絢子は漠ばく然ぜんとした不安を抱いだいた。

　そして放課後、待ち合わせをした場所に向かう。学校近くの街角の時計下だ。

　妹のゆう子こは、いわゆるアイドルとして芸能界で働いていた。一いつ般ぱんに顔を知られているから、今は帽ぼう子しをかぶっていたが、そんなことよりも驚いたのは、彼女の横に、もう一人、誰かが一いつ緒しよにいたことだ。

「ヒロシ！」

　絢子は驚いて声を上げた。

　三み輪わヒロシがばつが悪そうな顔で挨あい拶さつの手をあげていた。

「いやぁ、少し間が開いてしまって。なんか照れるっすねぇ」

「あの騒そう動どうの時にいなかったじゃないか。今までどこにいたんだ？」

「お姉ちゃん、わたしと同じ学校に編入されてきたんだよ」

　ヒロシのかわりにゆう子が説明した。ゆう子は嬉うれしそうだ。

　――そういえば、妙みように仲が良かったものな。

　絢子はそんな二人を見て、妙に納なつ得とくした気分になった。

「いいけど、誰かに見られたらまずいんじゃないの？」

　絢子がやや茶ちや化かす意味も込めて言うと、ゆう子は笑ったが、ヒロシはひどく慌あわてた。

「ちょ、ちょっと勘かん弁べんしてくださいよ、委員長」

「あははは、ヒロシ君、大だい丈じよう夫ぶだよ気にしなくても。わたしそういうの気にしないもん」

「少しは気にした方がいいぞ」

　あきれて絢子は言った。

「そ、そうっすよね。人気なんすから」

　ヒロシはまだどぎまぎした態度だ。

「いや、気にすることないかもよ。最近、ちょっと業界もおかしくなってるから」

　ゆう子が口をとがらせた。

「そうなの？」

「うん。なんか、圧力みたいなものはあるよ。なんて言ったらいいのかなぁ、ホントに面おも白しろくない空気だよ。話すことも事前に決められちゃうし、歌も歌っちゃいけないものが増えてきて、選ばなくちゃいけなくなったしさぁ……」

　ゆう子がぼやき始めると、ヒロシが慌てて二人の背中を押おす。

「ほ、ほら、どこかに入りましょう。立ち話もなんですから……」

　そこで適当に見つけた喫きつ茶さ店てんに入り、絢子とゆう子は今日の待ち合わせの本題を話すことにした。両親のことを話すために集まったのだ。

「それで、お父さんたちは大丈夫なの？」

　さすがに絢子は声を潜ひそめた。

「うん。さすがに何もされていないみたい。だけど、しばらくは直接会うのは駄だ目めっぽいよ。その……」

　ゆう子がそう言った時、紅茶が運ばれてきて、絢子たちは口をつぐんだ。ウェイトレスはもちろん人造人間で、彼女がちらとこちらの顔をうかがうように見たことが、絢子には気になった。あるいは神経が過か敏びんになっているだけなのかもしれなかったが。

「本当のところ、どのくらいのものなんだ？」

　絢子がつぶやいた。

「どのくらいの？」

　ゆう子が聞き返す。

「つまり……どのくらいのところまで踏ふみ込んだら……噂されているみたいに捕まっちゃうんだろう？」

　その絢子の言葉で、ヒロシは深刻な顔になったが、ゆう子は軽く笑う。

「あはは、大丈夫だよ。だって、お父さんたちが今のところ大丈夫なんでしょ？　そりゃ、どうってことないって」

「う……うむ……」

　絢子はそうは言ったが、どこかにひっかかるものを感じていた。

　ものの一週間ほどにしかならないが、それでも嫌いやな気配だけは街に広がっている。日常的に魔術を使っていなかった人々は、あまり強くそれを感じることができないのかもしれないが、確かに不自由さ、そして息苦しさは増しているとしか思えない。

　しかし、それより不気味なのは、人々が案外平気で暮らしていることだ。ゆう子とてそうなのだ。両親が軟禁されるような状態でありながら、要するに「それほど悪いことにはならないだろう」なんて言っているのだから。

「でも、自由は確実に失われている。何かが奪うばわれたのに、その奪った相手の慈じ悲ひを期待するようなことは間ま違ちがっているんじゃないか？」

　絢子が言った。

　と、ヒロシがすぐさま言葉をかぶせてくる。

「ほ、ほら、でも、自由は増えたとも言えるんじゃないんすか？　だって、あっしらはもう神々による規制なく、自由に行動していいわけですから。魔術を使うのだって、重すぎる責任だったと言えるわけっすよ。今の学校なんかだって、あっしらからすれば、別段まじめにやらなくても満点取れるレベルじゃないっすか。そうしたら、学校は友達がいっぱいで遊ぶためだけの場所っすよ」

　ヒロシがひきつった笑みで言う。

「だが、そんな向上心のないことでいいのか？　それに、私やゆう子は立場上いつ危険な目に遭あうかわからないというのに、そんなことで……」

　食い下がる絢子に、ヒロシは否定するように手を振ふった。

「いやいや、危険なことなんてありませんよ」

　ゆう子もヒロシに便乗する。

「大丈夫だってば。そんなことになったら、ヒロシ君が守ってくれるから」

　わざとらしくヒロシの腕うでにすがりつくゆう子である。

　ヒロシは顔を赤くして首を振った。

「いやいや、自分、そんな力ないっすから。危ないことはしないでくださいよ」

　そんな二人を見て、ほほえましさを感じるよりも、わずかにいらだつ自分に気づいて絢子は少し自己嫌けん悪おに陥おちいった。

　――まだ一週間なのにな。

　まだ一週間しか経っていないのに、過去の騒動が遠い昔のことのように思えてくる。渦か中ちゆうにあるときは一刻も早く過ぎ去ってほしいと感じていた命の危機や、感情の爆ばく発はつが、懐なつかしく甘かん美びなものになっていることに気づいた。

　――そのすべてをあいつが運んできたんだったな。

　阿九斗のことを思い出だす。

　傷ついた彼と共に逃にげなかったのは、もしかしたら生しよう涯がい悔くやまれることなのかもしれなかった。もし二度と会えないとしたら。

　――だけど、あいつは私のことなんて……。

　仮装異空間で淑彦とつきあうように阿九斗からすすめられたことがショックだったことは自分でもわかっていた。認めたくはなかったが、そのことがケルベロスの背中を飛び降りた理由だ。

　――それこそ石にかじりついてでも一緒にいるべきだったんじゃないのか？

　そう思うと頭を抱かかえてうめきたくなってくる。

「お姉ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　ゆう子の言葉で正気に戻された。

「い、いや、なんでもない。ただ、危機感は持った方がいいぞ」

　絢子は咳せき払ばらいをして首を振った。

「もう。わかったから、連絡は欠かさないようにしようね」

　ゆう子はそういって紅茶を飲み干し、ヒロシに顔を向けた。

「この後、暇ひまあるでしょ？　ね、つきあってほしいところがあるんだけど」

「あ、ああ、わかったっすよ。それほど遅おそくならなければ」

「何？　子供じゃないんだから。そっちは寮じゃないから、支給されたアパートで今は一人暮らしなんでしょ？」

「い、いや、そうなんすけど、ちょっと今日は用事が……」

「わかったよ。じゃあ、そんなに遅くならないようにすればいいのね」

　ヒロシとゆう子はすでに自分たちだけの会話に入ってしまっていた。絢子はいたたまれなさを感じて座すわっている椅い子すを鳴らした。

「じゃあ、出ようか」

「あ、そうしよう。またなんかあったらすぐに言うから。お姉ちゃんもわたしが出る番組見てよね？」

　ゆう子は言った。

　楽しげなゆう子と困っているヒロシたちと別れて、寮の自室に戻り、絢子は日用品以外ほとんど何もない部屋で一人、椅子に座り込んだ。

　配信されているネット放送程度しか娯ご楽らくはない。ネットでのチャットによって交流を持つことはできるが、絢子が親近感を持てる相手ということになると、それはかつて魔術を使うことができた者ということに限られる。政治的な話になってしまえば、弾だん圧あつされてしまう結果を招くだけだろう。

　ニュースショーをぼんやり見るともなく見ていると、段々と正気を保っていられなくなるような感覚に襲おそわれてきた。明らかに以前よりも平板な内容の放送になっているのだ。事件は報道されず、ただ食べ物とスポーツの娯楽情報のみがだらだらと流されている。あるいは本当に事件が起こっていないのかもしれなかった。人造人間の中には、美び麗れいには作られず、人間とまるで見分けのつかない者たちもおり、その彼かれらが事件を未然に防いだり、事件後即そく座ざに取とり押さえるなどしている、という情報だけは何度か告げられていた。それが本当なら、人々は常に監かん視しされていることになる。

　――ずっと見ているとおかしくなりそうだ。

　絢子はニュースを見るのをやめたが、そうなると静かな部屋に座っていることが耐たえ難がたくなってくる。

　――誰だれかと、素す直なおに心を割って話したくなる……な。

　人ひと恋こいしいというのはこういうことか、とも思うが、結局のところ、そうしたい相手というのは阿九斗のことなのだ。

　――やはり、彼についていけなかったことを悔くやんでいる……のだな、私は。

　別わかれ際、不二子が言ったとおり、もう会えないかもしれない。

　そんなことを考えて、黙って座っていると、妙に顔がむずがゆくなってきた。ふと、手をあてると、指が濡ぬれていた。

　――気づかなかった……。泣いていたんだ……。

　誰も見ていないのに、凄すさまじい気き恥はずかしさが襲ってきた。

　――そんなにあいつのことを想おもっていたのか。

　そして、同時に情けなさが実感として胸の奥おくにわだかまる。

　――それなら、素直になればいいじゃないか。どうしてそれができないんだ。結局、いつも独りで空回りして……。

　絢子はこれ以上泣かぬように上を見た。

　――もう、これで全部、終わってしまったのか……？




　　　　　○




　寮がない学園に編入されたため、支給されたアパートに住むことになったヒロシだったが、結局、ゆう子に付き合ったことで、夕方、やや遅くなって帰ると、部屋の奥から鋭するどい目でヒロシを見返してきた少女の姿があった。

　背が低く少年っぽい印象がある。が、その表情は他人に命令することに慣れている者のそれで、今、この瞬間も帰ってきたヒロシに浴びせたのは罵ば声せいだった。

「遅い。異常があったかと思ったぞ。行動には慎しん重ちようさを持って臨のぞめ」

　元生徒会長リリィ白石である。

　２Ｖに逃とう亡ぼうされた後、襲ってくる人形たちをヒロシの力を借りて撃げき退たいすることはできたが、神々を従え、皇帝を人ひと質じちにとったゼロの前に、逃亡と隠いん匿とくを余よ儀ぎなくされたのである。幸い、ヒロシが大和やまと望ぼう一いち郎ろうの与えたスーツの力を取り戻もどしていることは知られていない。スーツのマナキャンセラーが人形たちがゼロへと転送する情報を遮しや断だんしてくれたためだ。そこでリリィはヒロシのアパートに潜せん伏ぷくすることにしたのだ。

「しかし、仕方ないじゃないっすか。こっちにも生活があるんですから」

　ヒロシはぼやき、部屋の扉とびらを閉めて明かりをつけるや、ぎょっとして動きを止めた。

　リリィは半はん裸らの下着姿で、あぐらをかいて部屋の奥に座っていた。さすがにあられもない姿すぎて、ヒロシは慌てて目をそらす。

「ちょ、会長、困るっすよ、そんな格好……」

「色気づくんじゃないよ、まったく。服を洗っている最中なんだよ、馬ば鹿か野や郎ろう」

　リリィはぼやく。しかし、ヒロシを男とは見ていないらしく、恥はじらいのようなものは感じられない。

「だったら、あっしの服を着ていてくださいよ」

「キミの服なんざ着れるか。美意識にかかわる」

「裸はだかでいるのは美意識的にいいんですか？」

「自分の裸ら体たいを自分自身の美意識的によしとできないとしたら、鍛きたえ方かたが足りないと考えるべきだね」

　そう言うリリィの身体をちら、と見て、ヒロシは首をかしげた。

「でも、太ってはいないけれど、女性らしくないような……」

　と、それを聞いたリリィの目が光った。

　座ったまま右手を前に突つき出し、しばらくそのままの格好でいたが、ふと気づいたように立ち上がった。

「いかんなぁ、魔ま術じゆつが使えたときの感覚のままで動いちまう」

　そしてリリィは歩いてヒロシの前に立ち、背を伸のばして、ヒロシの顔面を右手で、むんず、と、つかんだ。

「あいたたたた……」

「ええい、やかましい。生まれつきの体格にあった体形の維い持じというのはあるんだよ」

「わかった。わかったっすから」

「まったく。ボクだって、どうせなら男性らしい男と同どう棲せいしたかったところだ」

　リリィはぼやいてヒロシから離はなれる。

「アニキみたいな？」

　ヒロシが自分の顔をもみながら言う。もちろん、それは阿九斗のことである。

　リリィは片頬ほおをつり上げてにやりとした。

「ふん。いずれぶっ殺したくなる相手とそういうことになるってのは、割といいかもしんないねぇ」

　体格の割に大人っぽいことを言うリリィである。

　ヒロシが返答に困っていると、リリィは「ともかく」と話を変えた。

「今はキミしかあてにできないからな。男らしくしてもらわないと困るんだ」

　ヒロシは表情を引ひき締めた。

「わかってるっすよ。今や魔術は使えない。そうなると、あっしのスーツしか戦せん闘とう力りよくはないんでしょう？」

「そういうこと。なんだかんだで連れん絡らく係がかりもキミにしてもらうしかないからな。ボクが外に出られない以上はさ」

　リリィはそう言って、ハンディコンピューターをヒロシに向かって突き出した。

「それで、２Ｖの正体の件、どうなったんだ？」

　ヒロシはコンピューターに自分の生徒手帳からデータを転送する。

「あっしが調べられることには限界があるっすけど、会長のお父さんの部下からこっそりデータはもらったっす。やっぱり降こう伏ふく宣言の皇こう帝てい陛下は、加寿子様じゃなく、合成された映像のようです」

「って、ことは、やっぱり今の皇帝が顔が微び妙みように変わったって噂は本当なのか。ありゃあ、間違いなく血色が良くなった２Ｖだものな」

　リリィはまだ信じられない、というように言った。

「だけど、２Ｖがゼロの力を使ったとはいえ、あっさり宮きゆう殿でんを乗っ取れたのは皇帝と血けつ縁えん関係にあるから、なんでしょうし。いろいろとつじつまが合うっすよ」

　ヒロシが言った。

　リリィが腕を組む。

「そうなんだよな。ただ、そうなると、相手の出方が問題になってくる。ボクが２Ｖなら、考えることは、加寿子の殺害と、ボクたちの殺害だが……。どうも相手の出方が鈍にぶい」

「そうっすよね。もっと早くトラブルに巻き込まれると思ってたんっすけど……。加寿子様はすでに殺されているかもしんないっすけど、そうなったら、なおさら、２Ｖの顔を見ている会長を早く見つけようとするはずなのに……」

「やっているのは、反政府運動や黒魔ま術じゆつ師しをつぶしていくことだけだ。２Ｖが狙ねらっているのは、阿九斗ってことになる」

「わかんないっすよねぇ……」

　ヒロシも考え込んでしまう。

「だが、こちらには好都合だ。何を悩なやもうと、２Ｖを殺せば、事態のほとんどは収束する。そのときはキミが切り札だ。元司祭たちとともに宮殿を襲しゆう撃げきする計画はこちらで練っておくから、ばっちり連絡係は頼たのんだぞ」

　リリィはヒロシの肩かたをたたく。

　ヒロシは困ったように肩をすくめた。

「そりゃ会長が２Ｖを殺したいだけでしょうに。もっと可愛かわいげってもんがあっても……」

　そうヒロシがぼやくと、リリィはとても可愛いと言えないどころか、歴戦の猛も者さですらおびえそうな笑えみを見せた。

「可愛げなんぞ必要なときにはボクだって見せられるさ。だが、ボクの学園を解体し、あまつさえボクの人造人間である生徒会三役の一人アルヌールを操あやつっているような相手がのうのうと生きているってときに、そんな腑ふ抜ぬけた顔をしている暇はないってこった」

　ヒロシは思わず後ろに身を引いた。

「わ、わかったっすから、可愛げとは言わないっすけど、同居人として、家主に威い圧あつ感を常に与あたえるのだけは勘弁してほしいんっすけど……」

「やかましい。そんなことをしたら、キミはボクの寝ね床どこに忍しのんでくるに決まってる」

　リリィは断言した。

「って、言うけど、あっしの寝しん具ぐの大半を会長が使っているので……。別の意味で寝床に忍びたいっすよ……これから寒くなるし……」

　ヒロシはぼやいた。

「わかった。それなら、タオルケットを一枚やろう。かけるんじゃなくて三つ折りにして腹に巻くと暖かいぞ」

　妙に自信ありげに言うリリィである。

「……たとえ恋愛感情がなくても、女の子との同棲ってものにはもっと夢があると思っていたのに……」

　落ち込むヒロシだったが、リリィはそんなことを意に介かいさなかった。

「やかましいわ、馬鹿野郎。晩飯、作れないならコンビニで買ってこい。二人分だとばれるから、弁当二つなんて買い方するなよ」







２　支配される帝国







「山ってのも楽しいもんだねぇ。アウトドアって私にはあわないんじゃないかと思ってたけど、ＲＰＧみたいなもんだと考えると、意外とオタクの趣しゆ味みだよね」

　淑よし恵えが嬉しそうに言った。

「あー、確かにゲームっぽいよね。装備品を集めて適切なときに使ったり、場合によっては必要なものを作るために拾ったものを加工したり合成したり」

　けーなも気楽な声をあげる。

「あなたたち、もうちょっと緊きん迫ぱく感というものをですねぇ」

　不ふ二じ子こがぼやいた。

　山に入って二日が経過している。不二子が記き憶おくしている黒魔術師の村までケルベロスと徒歩で移動していくということになると、どうしても三日の山やま越ごえが必要なのだった。

　逃げる途と中ちゆう、まだ人造人間たちの警備が十分でないのをいいことにキャンプ用品や小物を買いそろえ、さらに不二子が黒魔術を使えるアドバンテージを活いかして、諸もろ々もろの痕こん跡せきを消しての逃亡生活中である。

　その間、話す時間だけはたっぷりあったので、淑恵は不二子に事情を説明していた。

　しかし、互たがいの情報を交こう換かんしたところで、ゼロの秘密についてはわからなかった。逃亡中、例の加か寿ず子この降伏宣言だけは見たが、把は握あくしているのはそれだけで、情報は十分ではない。ただし、おそらく２Ｖツー・ブイ以外では彼かの女じよらだけが気にしていたのは『けいす』の存在である。

「たぶん、人造人間であるけいすが鍵かぎなんだと思うんだよね」

「あの最初の魔ま王おうであるゼロを封ふう印いんできるのは、仮装異空間で出会った、あのちんまい人造人間、けいすだけだとおっしゃるのね？」

「うん。ゼロとしても、それにこだわるはずなんだよね」

「そうなると、わたくしたちを追うと同時に、けいすを捜さがすはずですわね」

「私たちが先にけいすを見つけられればいいんだけど、どこにいるか、だよねぇ」

「大昔に仮装異空間に入り込んだわけですものねぇ。どこに実体化したのやら」

　そんなことを話し合い、この逃亡の旅の目的は、阿あ九く斗との回復とけいすの捜そう索さくに決まった、というのが現状だった。

　未いまだ阿九斗は気を失ったままだ。普ふ通つうなら死んでいるような怪け我がだ。本調子でない様子の阿九斗は、どこかで休ませないと回復は早まらないだろう。

「しかし……ゼロが阿九斗様を殺そうとしているのは、どうしてなんでしょうね。ゼロが最初の魔王だとしたら、結局、魔王とは何なのかがわからなくなってきますし」

　不二子が首をひねる。

「人類史のやばい部分だけ見ているのかもしれないよねぇ。あんまり考えたくないけどさ。前におねいさんたちに聞いた話が本当なら、人類を進化させるための一時的な死を与える存在なんだよね？　ちょっと神話的でいい感じなんだけど」

　淑恵は軽い調子で言う。不二子も段々と把握してきたが、淑恵は陽気なマッドサイエンティストそのままの性格をしているのだ。別名ではただのオタクということになるのだが。

「ゼロがやっていることはまるで逆ですわね。でも、どちらにせよ、阿九斗様はそんな運命を振り切きって独自の道を行こうとされていますわ。だから、大丈夫ですわよ」

　不二子は言った。と、淑恵の目が輝かがやく。

「ふぉお！　いいねぇ！　その人間の意志がすべてを切り開く、って感じ。魔王って呼ばれているのに、人類の救世主になろうとしてるって？　うぉお！　静まれ、俺おれの魔王の血よ！　とか、そういう風に悩むんだよねぇ。わくわくするなぁ」

　気楽な調子で言う淑恵に、不二子はげんなりした顔になる。

「あ、あの、そこまで自分の世界に入られても困りますわ……」

　淑恵は照れたように頭をかく。

「いやぁ、マニアなもんでねぇ。どうにもこういうの好きなんだよね。ね、私たち旅の一行にも名前をつけたくなっちゃったりしてるわけよ。〝凍いてつく炎ほのおの乙おと女め団〟とかどうかなぁ？　いいと思うんだけど」

　なんのてらいもなく言い放つ淑恵に、不二子は衝しよう撃げきを受けた。

　――こ、この人、センスが中学生で止まっていますわ！

「いやぁ、その魔王なのに救世主って矛む盾じゆんが、凍てつく炎って感じでいいわけよ。ほら、おねいさんクール系で、けーな君は赤毛だから」

　淑恵がまだ上じよう機き嫌げんで言う。

　不二子は頭を抱えた。

　しかし、それにけーなが乗っかった。

「いいね！　そうだよ、あたしたちに足りないのはそれだよ！」

「い、いや、足りてます。足りてますわよ。ほ、ほら、ともかく、明日になったら、早いうちに到とう着ちやくしますから、今日はおとなしく休むのがいいと思いますわよ」

　不二子はそう言ったが、それからしばらく淑恵とけーなは盛り上がり続けた。

　なんとか眠ねむりについた不二子だったが、その会話を聞かされたことがたたったのか、寝ねている間、奇き妙みような単語がうずまく夢にうなされることになった。

　――うう……。灼しやく熱ねつの本能、重力の生いけ贄にえ、孤こ独どくの疾しつ風ぷう、狂きよう気きのアークエンジェル、永遠の月光……。

　そんな風に多難な前ぜん途とも感じられたが、翌日、とにもかくにも一行が到着した村は、不二子の顔を知っていたこともあり、快く彼女らを受け入れてくれた。いや、むしろ阿九斗の顔を直接見た村人たちは、下にも置かぬ歓かん待たいをしたと言っていい。

「いやぁ、まさか魔王様の顔を拝めるとは思っていなかった」

　村人たちは口々に言った。

　村の規模は小さく、農業中心の隔かく絶ぜつされた田舎いなかであることは間違いないのだが、構成員の年ねん齢れいはまちまちだった。そのことがここが黒魔術師の村なのだと印象づけてくれる。過か疎そになった村というだけなら、若じやく年ねん層そうは村には残らないからだ。何らかの信念があっての共同体なのだ。

　村長の家に逗とう留りゆうすることになった不二子たちは、まずは阿九斗を布ふ団とんに寝かせ、それからお茶とお菓か子しをもらい、人ひと心ごこ地ちつく。

　村長は中年の穏おだやかな男で、妻と小さな子と、大きな和風の家屋を構えていた。

「いよいよ大変なことになってしまったね」

　村長はそう言って、端たん末まつに配信されているニュース映像を見せてくれた。街で混乱が起こっているなどということはまるで映されていない。事件が何もないということは、情報が統制されているか、完全に社会が管理されているということだ。

「自由の死し滅めつ、ですわね」

　不二子は真ま面じ目めな顔でつぶやいた。

　村長がうなずく。

「我々のように魔術の無条件解放を目指してきた者にとっては、許し難いことだよ。社会が後退してしまった」

「おそらく、希望は阿九斗様しかないのですが、回復されたところで、わたくしたちにはどうしたらいいのか知識がありませんの。村長様、お知ち恵えを貸してくださいませんか？」

　不二子が言うと、村長はしばらく考えた後、難しいな、というように首を振った。

「私も黒魔術師たちの歴史には詳くわしい方だが、神々を封ふうじる最初の魔王なんてものは聞いたことがない」

「では、阿九斗様たち歴代の魔王との違ちがいは何なんです？」

「それもわからないよ。少なくとも江え藤とう君は知っているものと思っていたし」

「わたくしが？」

「いや、魔王様がすべてを知っているものだと村人も思っていたからね」

「いえ……誰も詳しいことを知らないんですわよ。わかっているのは、神々と魔王との関係性だけで……」

　不二子は落らく胆たんした。これでは本当に何もわからないまま逃亡し続けないといけないことになる。

「力になれなくてすまないね。だけど、もう魔王様はもう一度は生まれた地に戻っているものだと思ったものだから」

　村長の言葉に、不二子は顔をあげる。

「え？　生まれた地？　どういうことですの？」

　すると、村長は不思議そうに眉まゆをあげた。

「いや、有名な伝説じゃないか。魔王様は生まれた地から逃げだし、孤こ児じとして一いつ般ぱん人じんの中に紛まぎれたんだよ。だから、生まれた地でいろいろな啓けい示じを受けたものだと……」

「しかし、阿九斗様は生まれた地をご存じない、とおっしゃってましたわ」

「そういうことなら困ったね。誰もそれは知らないんだ。でも、何かその手がかりがあればいいんだけど……」

「探してみることにしますわ。阿九斗様がお目覚めになったらお話が聞けると思いますし」

「そうだね。ゆっくりしていってくれ。ここは魔術で様々なセンサーから隠かくされているし、ここの人々の生活の記録も神々には嘘うそが伝わってきたんだ。だからもちろん安全だよ」

「助かりますわ」

　不二子が頭を下げた。

　村長はそこで話を切り上げ、三人に入浴をすすめた。山中の移動と野宿で汚よごれていた三人はこれを喜び、村長の奥さんの持ってきてくれたタオルを持って風ふ呂ろ場ばへ行こうとするが、ふと淑恵が足を止めた。

「そうだ、私たちより先に、阿九斗君の身体も拭ふいてあげたいんですが」

　と、淑恵が言うと、奥さんは気づかずに申し訳ない、と言って、お湯を張ったタライと、タオルとを用意してくれた。

「あら、でも、あなたたちだけで大丈夫？　誰か男性を呼ぼうかしら」

　奥さんがそう聞くと、淑恵は「大だい丈じよう夫ぶです」とうなずいた。が、それより大きな声で不二子が答える。

「大丈夫ですわ。わたくし、いつも阿九斗様のおそばに仕えておりますもの」

　そう言うと、奥さんは納なつ得とくして下がったが、淑恵が横目で不二子をにらんだ。

「え？　おそばに仕えているようには見えなかったけど？」

「ふん。わたくしたちの絆きずなを知らない方には言われたくないですわ」

　不二子もにらみ返す。

　淑恵は咳せき払ばらいをした。

「ま、そうだとしても、私が言い出したんだから、私が阿九斗君の身体を拭くことでいいよね？」

　それに、ぎらり、と不二子が目を光らせる。

「なぁにが、いいよね、ですの。わたくしが阿九斗様のお世話をするに決まっているでしょうに！」

「いやいや、決まってないから。あ、あれだ。なんかイヤらしいことするつもりでしょ？」

　淑恵が意地悪く言うと、不二子は淑恵の正面に立ち、ネズミの一匹ぴきくらいなら感電死させられそうな目つきになった。

「ちょっと、聞き捨てなりませんわね。わたくしは阿九斗様がお目覚めのときに不快でないように考えて……」

「だから、それを言い出したのが私なんだってば」

　淑恵と不二子はタライを挟はさんでにらみ合う。

「あなたこそ、それをイヤらしい目的で言い出したんじゃなくって？」

「いやいや、そんなことないよ。ただ、私が身体を拭いてあげたら、阿九斗君も天国に昇のぼったような気持ちになるんじゃないかって思ってただけ。いわゆるヘヴン感覚？　みたいな状態？」

「それがイヤらしい気持ちだって言ってますのよ！」

「いやいや、そんなことないってば」

「ええい、言い争ってもらちがあきませんわ。もう、こうなったらわたくしがさっさと阿九斗様の身体を拭いて差し上げます！」

　タライのお湯にタオルをひたし、固く絞しぼって握にぎると隣りん室しつのふすまを開けようとする不二子である。

「いや、そんな勝手にやってもらっちゃ困るよぉ。やるのは私なんだから」

　淑恵が不二子のスカートの裾すそをつかんだ。不二子が「ひぃ！」と短い悲鳴をあげて畳たたみに倒たおれ込む。

「な、なにをしますの！」

　不二子は俯うつぶせからなんとか顔を後ろに向ける。スカートが脱げて膝ひざのあたりまで落ちていた。しかも、お尻を高く突き上げた恥ずかしい格好だ。それに気づいた不二子は、珍しく顔を赤くして、もぞもぞとスカートの位置を直そうとするが、ホックが壊れていた。

「ば、馬ば鹿かっ、なんてことを……」

「いや、ごめんごめん。なんというか、そんな格好じゃ阿九斗君の前に出にくいよね。私が代わってやってあげるから」

　淑恵が、ひょい、と不二子の手から絞ったタオルをつまみあげた。

「きぃっ！　そうはいきませんわよ！」

　タオルを取とり戻そうと不二子は淑恵に逆につかみかかる。

「うわっちゃ！」

　淑恵が引き込まれて、畳に転がった。

「ええい、ざまを見るといいのですわ！　さぁ、このふすまを開ければ、そこはわたくしと阿九斗様だけの夢の世界！」

　はいずってでも前に行こうとする不二子を、淑恵は今度は上着をつかんで引き戻した。

「そんな風に行かせるわけないっしょ」

「ええい！　放しなさい！」

　不二子はじたばたと暴れる。

「わかったけど、それならせめて二人で一いつ緒しよに拭くとかでもいいからさ」

　不二子をなんとか押おさえ込んだ淑恵は懐かい柔じゆう策さくを口にするが、不二子は首を横に振ふった。

「一緒にするとか、そんなことありえませんわよ！」

「えー？　いいじゃんさぁ。二人でやったほうが楽しいよ、きっと」

「駄だ目めですわ！　そんな変態じみたことできませんわよ！」

「変態って……。身体拭くだけでしょ？」

「わからない子ですわね！　わたくしと阿九斗様だけの素す敵てきなあーんなことやこーんなことが……」

「ほら、やっぱりイヤらしいことを考えてるんじゃないか」

「そうだとしてもあなたに言われる筋合いはありませんわよ！　それに、あなたなんかに任せたら、阿九斗様の身体に傷をつける結果になるだけですわ！　実際の男性に触さわったことがなさそうですものね、あなた」

　その不二子の挑ちよう発はつに、淑恵は少し気分を害されたように頬をふくらませた。

「実際に触ったことがなくても、シミュレーションしていればうまくできるってば。じゃあ、ちょっと証明してみせちゃおっかな」

　淑恵は不二子の身体を改めて押さえつけた。

「ちょ、何を……」

「うまく身体を拭けることを証明しようって言ったじゃん。ほら、おねいさんもキャンプ生活で汚れてるよね」

　淑恵は絞ったタオルを不二子のシャツの下に潜もぐり込ませた。

「ひゃ！　こ、こら、放しなさいな……」

「拭いてあげてるだけだよぉ」

「だからって、こら！　その動きは何ですの？」

「何ですのって言われても、拭いているだけですって。強くこするの駄目なんでしょ？　肌はだを傷つけるから。赤くならないよぉに、こぅ、するするっと……」

「ひゃん！」

「ほら、できるでしょ、私だって……。にひひ……」

　淑恵は含ふくみ笑わらいを漏もらす。

　顔を上気させた不二子は、身もだえして逃のがれようとしたが、淑恵はしっかりと手足を絡からめて放さない。

「わ、わかったから、わかりましたから、お放しになって……」

「駄目だよぉ。だって、拭いてみてわかったけど、おねいさんもやっぱり汚れてるもん。先に拭いてあげる」

「だ、だから、くすぐったい……。ひゃ！　ほ、ホックを外すまですることないでしょうに……！」

「だって、こうしないと拭きにくいよぉ？　一番ビンカンなところ拭くんだから、丁てい寧ねいに優やさしくしないとぉ……」

「ひぃ！　そ、そこは本当に駄目ですわ……！　ああっ！　そんな……！」

　淑恵の下で身もだえする不二子は、逃れようとさらにもがくが、その身体を絶ぜつ妙みような手つきで淑恵の手が這はい回まわる。不二子は全身を紅潮させて汗あせを流しながら、思わず声を漏らす。淑恵もどことなく息を荒あらくしながら、不二子の反応を楽しんでいたのだが……。

「あーちゃん、よかった！　気がついたね」

　不意のけーなの声に、不二子と淑恵が顔をあげる。

　と、ふすまは開いていて、布団に半身を起こした半はん裸らの阿九斗が、けーなに抱だきつかれていた。

「あ……油断してたら……。どうしてこうなったのかなぁ？」

「どうして、じゃありませんわよ！　あなたが原因でしょうに！」

　淑恵と不二子は呆ぼう然ぜんとして阿九斗にしがみつくけーなを見つめた。




　　　　　○




「さらに一週間……。意外と早いものだな」

　ヒロシに買わせた男女兼けん用ようのシャツとパンツを身につけたリリィは、缶かん詰づめのオイルサーディンを食べながら、端末に開いたデータを見つめた。

「こっちはヘトヘトっすよ。いくらあっしのスーツにマナキャンセラーがあるからって、見られたらおしまいなんすから、あんまり無理に働かせないでほしいっす」

　ヒロシはぼやく。

　リリィが居い候そうろうしてから、さらに一週間が過ぎている。ヒロシが手足となって、反乱軍の宮殿への潜せん入にゆう計画は着々と進んでいるが、その分、働いているヒロシの負担はかなりのものになっている。

「悪いとは思っているさ。だが、実際、魔術を奪うばわれてみると、思ったよりも戦せん闘とうは難しいものだとわかる。なるべくなら直接戦闘は２Ｖとキミとの最後の戦闘だけにしたいんだ」

　リリィは言った。

　ヒロシとしても、事情はわかっているので従わざるを得ないが、だからといって疲ひ労ろうがとれるわけではない。

「わかってるんすけど、やっぱいろいろつらいっすねぇ……」

「耐たえてもらうしかないな。これが重大なことなのは、キミもわかっているだろう？　以前の生活を取り戻すためには、こうするしかない。もう少しだ。キミが働いてくれれば、もう少しで武器が揃そろう。魔ま術じゆつ準じゆん拠きよでない昔の武器を持った司祭や職員たちが宮殿を囲む。幸い、宮殿自体の警備はとくに厚いわけではない。騒そう動どうが起これば騎き士したちも人間側につくのは間ま違ちがいないのだしな。その体制が整ったら思いっきり動ける。それまでは我が慢まんだよ」

　リリィは諭さとすように言った。

「ええ……わかっちゃいるんですが……」

　ヒロシは愚ぐ痴ちるようにつぶやく。

　このところの状じよう況きようは、以前よりも明確に悪くなってきている。それはもちろん、２Ｖの行っている統制によることに間違いないのだが、ヒロシを疲つかれさせているのは、むしろそんな中にあって誰だれもがそれなりに楽しく日々を送っているという事実だった。

「みんなが割と普通にしているから、考えちゃうんすよね、いろいろ。あっしらのしようとしていることは誰も望んでいないんじゃないか、とか、もしかしたら、間違ってるのはあっしらじゃないのか、なんて」

「それこそ権力者の望んでいることだよ。どれほど締しめ付つけ、奪っても、人々を連帯させなければ、キミのような反応が大勢を占しめるからね。支配される側の方が人数が多いに決まっているんだが、それでも少数者による支配が成功してしまうのは、軍事力の差というよりは、個々人の連帯の欠けつ如じよという理由が主なものだよ」

「難しい話をされても困りますよ」

　ヒロシは口をとがらせた。

「そう言われても、こっちだって困るってもんさね。簡単には言いようがないからな」

　リリィは肩をすくめた。

　もうひとつヒロシの心を悩なやませていた問題は、ゆう子このことだった。こればかりはリリィに相談するわけにはいかない。

「ね、今度、遊びに行っていいでしょ？」

　翌日の喫きつ茶さ店てん、久しぶりにゆう子とのお茶を楽しんでいたヒロシだったが、そう切り出だされて、どう答えたものか困り果ててしまった。

「い、いや……その……」

　しどろもどろになってしまう。

　もちろん、ゆう子が家に来るというのは嬉うれしい。来る気になってくれただけで嬉しいに決まっている。

「ほら、ここのところ、ヒロシ君、早く家に帰っちゃうでしょ？　それに、なんかアルバイトも忙いそがしいからって、なかなか会える機会もないし。せっかくわたしの仕事が減ってるのに、そんなのってつまんないでしょ？　だから、泊とまってもいいでしょ？　夜ならゆっくりお話できるしさ」

　ゆう子は「お願い」と手を合わせて小首をかしげる仕草をする。アイドルのゆう子がそんな芝しば居いがかった仕草をすると、強きよう烈れつに心が揺ゆさぶられる可愛かわいさである。ヒロシも、もちろんくらくらきていたのだが、当然のごとく彼女に来てもらっては困る理由がある。

「と、泊まり？」

　裏返った声をあげてしまう。

「もう、イヤらしいなぁ。駄目だぞ、そんな期待しちゃ」

　ゆう子はヒロシの額をつつく。

「は、はは……いやだなぁ、そんなんじゃないっすよ」

　ヒロシは困り果てて頭をかく。

　――生徒会長をどこに隠せばいいんだろう……。いや、あの会長がおとなしくしているはずがないし……。それなら、ゆう子ちゃんにも秘密を話して仲間に入ってもらえばいいのか……。いや、それだとゆう子ちゃんに迷めい惑わくがかかるし……。それに口が堅かたいかどうかもわからないな。そうだ、そもそも、生徒会長と同居って、あの会長の性格を知らなければ、何かあったと疑われるに決まってるよ……。

「あ、困ってるな。大丈夫だよ。エッチな本とか映像データとかあさったりしないから」

　にやにやするゆう子である。

「あはは……。で、でも、それを片付ける時間はほしいなー、なんて」

「んー、どうしよっかなー。だいたい、可愛いガールフレンドがいながら、そういうのを隠し持もってるって、いけないことだよ？」

　女の子は、だいたいがエロ物件の所有と彼女がいることとの間には何の関係もないのだということを認にん識しきしてくれないものだが、今はそんなことをぼやいている場合ではない。

「そ、そういうことでもないんすよ。え、えっと、必ず、必ず来てもらうから、今日は駄目っす。掃そう除じしたりするどころか、リフォームまでしちゃうっす。客用の布団もないし」

　ヒロシは手をばたばたさせながら弁解する。

　ゆう子はいたずらっぽく笑う。

「布団、ひとつの方が都合がいいとか思ったりしてない？」

「い、いや……ちょっと思ったりなんかして」

「じゃあさ、今日でいいじゃない」

　ゆう子はかなり積極的だ。

　ヒロシとしても、非常に迷うところで、なんとかしなければいけないとは思うが、ゆう子の、わずかに熱気を帯びた目といたずらっぽい表情に勝てるはずもなく、つい口をついて出てきた言葉は、このようなものだった。

「わ、わかったから……。でも、今日は駄目っす。ちょっと、時間はください……」

　妙みように丁てい寧ねい語ごになってしまっていたヒロシである。

　それから、ゆう子と別れ、リリィに頼たのまれていた仕事に向かう。誰も見ていないのを確かく認にんしてから、ブレイブのスーツをまとうと、一気に空に駆かけ上あがって高空の雲の中に姿を隠す。それから目的地を確かめ、そちらに向かって降下する。今回の仕事は、大量の武器の密輸だった。

　沖おきに停てい泊はくしている船から、人知れず大量の武器を持ちだす仕事である。国外から買い上げた、マナに依い存そんしない武器を、検査を通さずに運ぶのである。スーツの能力からすれば簡単な仕事だが、それなりに集中してやらなくてはいけない仕事なので、とても疲れる。

　各地に潜せん伏ぷくする司祭たちにこっそりと武器を配り終わった頃ころには夜になっていた。

　アパートに戻もどって、ドアを開けると、リリィが毎度のように報告を求めてきた。

「うまくいったか？」

「大だい丈じよう夫ぶっす。武器は配ってきました」

　ヒロシはうなずく。

「おお、よくやったな。ひとまず仕事は一段落。あとはタイミングを計るだけだ」

　それを聞いたリリィは上機嫌になる。ヒロシに歩み寄って頭を抱かかえるようにすると、頭頂部を手でぐりぐりと撫なで始めた。

「よーし、よしよし」

　これまでそんな風にされたことはないヒロシは、照れくささを感じたが、それよりも、顔近くに胸が押しつけられていることに気づいて、思わず息をのんだ。

　その頃にはすっかり慣れてしまっていて気にしていなかったのだが、リリィは裸はだかに薄うす手でのＴシャツを羽織っただけの格好で、そうされると、嫌いやでも胸を意識させられてしまう。

「ちょ、会長……離してください、その、胸が……いくら小さいとはいえ……」

　そう言われて、さすがのリリィも、はっとして手を離すかと思いきや、ヒロシの顔をさらに胸に押しつけた。

「ああ？　小さいたぁどういう了りよう見けん？　キミ、死にたい？　今すぐ胸で窒ちつ息そくさせれば、そんなこと言えなくなるよねぇ？」

「いや、すんません！　そういう意味じゃないっす！」

「じゃあどういう意味なんだよ！」

　リリィはヒロシを押し倒してその上にまたがり、頭をぐりぐりとやる。

「いたたたた……」

「ふん、まったく、大体がキミは口を開けば疲れただのなんだのと。ま、それをうまく解消できないボクも悪いんだが。そうだ。せっかくだから、ご褒ほう美びをあげようか？　うん？」

　リリィは目を細め、人差し指をヒロシの頬ほおに這わせた。

「ちょ、くすぐったいっすよ、会長」

　ヒロシは顔を赤らめ、上半身を起こした。

「あ、なんかその態度、普通で気に入らないねぇ。もうちょっと男らしい反応をすべきだね。ほれ、ほれ、ほれ」

　リリィは挑ちよう発はつ的てきに言って、ヒロシのシャツのボタンを外し始めた。

「うわ、ちょ、まずいっす、駄目っす、会長……」

　ヒロシはリリィを押しのけるのは気き後おくれしてしまって、結局、シャツの前をすべて開けられてしまう。そうなると、心細くなってくる一方、身体の芯しんが熱くなってくるような感覚もうまれて、ひどく照れくさくなってくる。

「ちょ……ホント、まずいっす、会長……」

「ふふ……なんだい、ウブじゃないか……って、あはは、冗じよう談だんだ、冗談」

　リリィは表情をころりと変えて、ぺちぺちとヒロシの腹を叩たたく。

　が、その時のことだった。

　がたり。

　ドアが鳴った。

「え？」

「な、何……まさか……！」

　リリィは身構えるが、ドアの前にぺたりと腰こしを落としていたのは、ゆう子だった。

「あ、あ、ゆう子ちゃん……」

　ヒロシは呆然としてつぶやく。

「あ……ご、ごめん、後をつけてたら見失っちゃって……だから、アパートの前で隠れて待ってて……そしたら帰ってきたから、脅おどかそうと思って……でも、入ったら……ごめんね、入るんじゃなかった……」

　ゆう子は両手で顔を覆おおった。

　この状況では誤解されるに決まっている。いや、誤解でなくて、同居しているのは事実なのだから、単に間が悪かったということなのかもしれないが。

　ヒロシはどうしたものかとおろおろしていたが、リリィは素す早ばやく動いて、ゆう子が出て行かぬように回り込んでドアの鍵かぎを閉めた。

「うむ、なんというか、誤解だ。悪かったな。ちょっとからかっただけだ」

　リリィは咳払いをしつつ言った。

「そ、そうっすよ、誤解で……」

　それから、ヒロシはひたすら平ひら謝あやまりをはじめた。

　最初は泣いていたゆう子だったが、やがて怒おこりはじめ、泣き顔のままなにやら言葉にならぬ言葉を発し、顔をおさえて泣きじゃくりながらヒロシを蹴けりはじめた。

「だ、だから、最初から説明するっす……その……だから……いてっ……」

　ヒロシは完全に青ざめながら言葉に詰つまっていたが、リリィはやや冷静でいられる立場でもあり、ゆう子に事情を最初から説明しはじめた。秘密が漏れてしまうことにはなるが、このまま帰してしまうよりはいい。

　説明は明け方まで続いたが、時間がかかったことがかえって良かったのかもしれない。ゆう子も落ち着いてきて、理り屈くつでは納得したらしい。

　もちろん、感情面としては別の話だが。

「じゃあ、本当に何もないのね」

　ゆう子は正座したヒロシを詰きつ問もんする。

「ないです」

　きっぱりとヒロシは言った。

「大体、会長の身体は男の子と同じっす。何も感じません」

「……っく」

　リリィは不快に決まっているが、さすがにここで怒ってしまえば事はややこしくなる。

「そうだ。こっちも願い下げだ。大体、こいつを男として見ることなどない」

　そうリリィは言ったが、それはそれでゆう子には微び妙みような感情を抱かせる言葉だったらしい。じっとりとした目で、ゆう子はリリィを見ている。

　恋れん愛あいにはうといと言うより、単にほとんど関心のないリリィだが、女性の感情がわからないわけではない。渋しぶい顔をした後、わかった、とうなずいてみせた。

「そういうことなら、こいつを持って行け。それでいいだろ？　こっちは食料を残していってもらえれば、一人でもなんとかなる」

　リリィは言った。

　ゆう子は無言でヒロシの手を握った。

　――こりゃあ、行かないわけにはいかないっすね……。

　普ふ通つうならば喜ばしいことだが、ヒロシはひどく緊きん張ちようした心持ちになった。

「決行日には戻れよ」

　リリィはそう言って、ヒロシとゆう子を送り出した。すでに朝になっていた。

　そんなわけで二人並んでゆう子のマンションに向かうことになったわけだが、ヒロシとしては沈ちん黙もくがひどく恐おそろしくなっていた。道すがら自分たちのしていることをなんとか納得してもらおうと、２Ｖやゼロが何をしているかを改めて説明し続けた。

「……それはもうわかったけどさ。結局、どうしたらあの部屋から生徒会長さんはいなくなってくれるの？」

　笑え顔がおで言うゆう子である。

　ヒロシは、女の子の怖こわさを身にしみて感じていた。

「だ、だから、それは……うまく２Ｖやゼロが倒せれば、っすよ」

「それは、わたしはただ待っていろってこと？」

「……ま、まぁ、そうとしか言えないっす。だって、危ないことはしてほしくないっすから……」

「危ないこと？　わたしみたいな一いつ般ぱん市民にはそんなことないでしょ。わたしはわたしなりにいろいろ考えてみるよ」

　ゆう子は言った。

　――だけど、本当に普通の人なら危なくないのかな……？

　ヒロシは歩いている街の風景を見回した。

　朝の通勤時間だが、街から人の姿は確実に減っている。本来、もっと働いている人がいなくてはならないはずなのだが、この二週間でぐっと減った印象がある。

「人がどんどんいなくなってるって噂うわさがあるけど……」

　ヒロシがつぶやく。

「確かに仕事場でも異動になった人はいたけど、結局、いなくなった人ってのはいないよ。気にすることはないでしょ。学校のクラスでも、一時期休む人は多かったけど、なんだかんだで帰ってきたし……」

　ゆう子はそう言ったが、ヒロシはやはり不気味なものを感じずにはいられなかった。

「それならいいんだけど……」

　街に寒々とした空気が流れているのは、朝の冷気のせいだけではないように思えた。

「今日、学校、行かなくていいっすよね？」

　マンションが近づいてきて、ヒロシはゆう子の手を握った。

　が、ゆう子は首を横に振った。

「ううん、あ、学校は休みなんだけど、今日は昼から仕事があるから……。久しぶりの生放送。ごめんね。学校で見てて。終わったら学校に行くから、そしたら一緒に帰ろ」

　ゆう子はそう言って手を離し、マンションに戻ると手早く荷物を持って戻ってきた。が、そこからヒロシは学校に、ゆう子は放送局へと向かう。

　別わかれ際に手を振ったゆう子に、ヒロシはひどい胸むな騒さわぎを感じたが、どうすることもできなかった。

　そこまでして登校した学校は、いつものように味気なかった。教師にも生徒にもやる気はない。将来、何事かが成なし遂とげられるというような夢、目標を持つことができないからそれは当然のことだ。ヒロシも暗あん澹たんたる気持ちで、ぼんやりと授業を聞き流している。

　――ぼんやりとしていれば、ただ生きていくことはできるんだよなぁ……。結局、みんなもそれでいいのかもしれない……。いったい、なんで自分は無む駄だに苦しい思いをしているんだろう……。

　そんなことをつい考えてしまう。

　昼が過ぎ、ヒロシは小型端たん末まつを取り出し、配信されている番組を見ることにした。まだ授業中だが、ほとんどの生徒がそうしている。教師も黙もく認にんだ。

　ゆう子が出演しているのは、グルメレポートの番組で、スタジオに運ばれてきた料理を生でタレントたちが食べるという趣しゆ向こうのものだった。あんなことがあった後だというのに、ゆう子は満面の笑みで、おいしそうな料理が出てくるたびにはしゃいでいる。

　――プロ、なんだなぁ……。

　ヒロシは感心してしまう。が、そんな感かん慨がいも一いつ瞬しゆんで吹ふき飛とんでしまうような事態が起こったのは、次の瞬しゆん間かんだった。

　料理の感想を求められたゆう子に、ぐっ、とカメラが寄ったときのことだ。

　それまでほほえんでいたゆう子の顔が、ぐっと引ひき締まる。

「今日は、見ている皆みなさんにお話があります」

　それは、どこか決意を感じさせる口調だった。

　何事？　と、スタジオの他ほかの共演者たちがざわつく気配が音声で伝わってくる。

　映像を途と切ぎれさせないためか、ゆう子は早口で、しかし、はっきりと声をあげた。

「今のこの国は間違ってると思わない？　変だよ。みんな暴力で支配されていることに気づこうよ。一人一人が声をあげれば変わるよ！　みんな、怖がらないで、もっと街に出て話し合おうよ！　そうやって意見を交こう換かんして声をあげれば……」

　ゆう子がそこまで言ったところで、画面が素早くゆう子から外された。

「音声きれ！」「番組変へん更こうしますか？」などスタッフの慌あわてた声と、共演者たちの戸と惑まどいのつぶやき、誰かの怒ど号ごうが聞こえてきたが、やがてそれも消えていき、画面はどこかの企き業ぎようのＣＭに変更された。

「え……？」

「なんか変なことになってるぞ……」

　クラスの他の生徒たちにも、その番組を見ていた者が多くいるようだ。さざ波のように教室に戸惑いが広がっていく。

　――まさか……。

　ヒロシの顔から血の気が引いた。

　――ゆう子ちゃんなりにやってみるって……こういう……。

　ゆう子は、自分なりに皆に決起を促うながすための行動に出たのだろう。

　しかし、もちろん軽けい率そつと言えば軽率だ。その後、何が起こるかわからないが、いずれにせよろくでもないことになるであろうことは間違いない。

　ヒロシは生徒手帳を取り出し、端末としての機能を使ってゆう子にメールを入れる。それからかなり長い時間待たされたように思ったが、それでもメールが返ってきて、ヒロシは胸をなで下ろす。

《すっごい怒られたけど、大だい丈じよう夫ぶだから》

　そんなことが書いてある。

　――最悪でも芸能界を首になる程度で済んだ、ってことだよな……。

　悪いことをした、とヒロシは思う。

　授業が終わる前に、ゆう子が学校に戻ってきた。制服に着き替がえていたから、最後の一時間だけ授業を受けようというつもりだったのだろうが、結果としてほとんど授業には間に合わなかった。

「えへ。我慢できずにやっちゃった」

　思ったよりもさばさばした表情でゆう子は言った。

「でも、あんなことしちゃ、駄目っすよ」

　ヒロシはゆう子と並んで校舎を出る。

「でも、その程度で済んでよかったっす」

「すごい怒られたんだってば。でも、もうこっちから願い下げ。すっごいつまんない業界になっちゃったよ」

　ゆう子は口をとがらせる。

「そうは言うけど、きっと後になってから……」

　そこでヒロシは言葉を止めた。

　帰宅時だから、当然、同じ学校の生徒たちが道を歩いているわけだが、その様子がおかしいことに気づいたからだ。どうも二人の周囲だけ、生徒の密度が濃こい。

「ん……？」

「あれ？　なんか……」

　ゆう子も気づいて、おかしい、と言いかけた時、ゆう子の肩かたを後ろから叩いた者がいた。

　振り返かえると、そこに立っていたのは保険の先生だった。

「服はつ部とりさん。検査の結果、あなたに病気が見つかったの」

　何の前置きもなく、いきなり先生は言った。

「ちょ、何を言ってるんです？　検査なんて無かったんじゃ……」

　ゆう子は言った。

「そうですよ。それにそういうことならもっと早く言うべきなんじゃ……」

　ヒロシは異常に気づき、表情を強こわばらせて先生とゆう子の間に割って入る。ここに編入されて長いわけではないが、彼かの女じよが本物の先生であることは知っていた。だが、それでも、彼女の言葉には強い危険を感じる。

「大丈夫。すぐに治るわ。だけど、伝でん染せん性せいだから、隔かく離りしなければいけないの」

　先生は言い、指示を出すように軽く手を挙げた。と、周囲から生徒たちが、するり、とゆう子に近寄る。

「きゃ！　な、何！」

「やめろ！」

　ヒロシは、ゆう子を守ろうと前に出るが、それを背後から生徒が羽は交がい締じめにする。

「放せ！」

　身体に力を入れたが、背後の生徒の腕わん力りよくは凄すさまじかった。

　――人造人間！

　ヒロシは驚おどろく。周囲にいるのは、確かに生徒であり、顔を見たことがある者も何人もいる。ということは、最初から紛まぎれ込んで生活していたということになる。

「まさか先生も……！」

　ヒロシは、はっとしてそちらを見る。先生は表情を変えていなかった。つまり、そういうことなのだ。

「助けて！」

　ゆう子が悲鳴をあげた。

　ヒロシは暴れたが、さすがに力で人造人間に勝つことはできない。

　――スーツを……使うか？

　ヒロシは迷う。
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　スーツを使えば、この場を切きり抜ぬけることは可能だろう。だが、そうしてしまったら、その後の宮きゆう殿でん襲しゆう撃げき計画は実行できなくなってしまう。

　しかし、そう悩んでいる間にも、ゆう子との距きよ離りは離はなされていく。

「いやぁ！　助けて！　放して！　お願い！」

　ゆう子はもがくが、周囲の人造人間たちは、ゆう子の身体を完全に持ち上げてしまっており、抵てい抗こうしようもない。

「待て！　やめろ！　何をするつもりだ！」

　ヒロシは叫さけぶ。と、それに先生が答えた。

「大丈夫よ。我々は人間に危害を加えることはしないわ。だから、彼女も数日で帰ってくるの。だから安心してちょうだい」

　――な！

　内心、ヒロシは絶望にも似た感覚に襲おそわれる。

　人間がいなくなって、その後、帰ってくる。そう言われていた。これは、もしかしたら、さらわれて洗脳されているか、あるいは人造人間と入いれ替かわっていることすら考えられた。

「やめろぉお！」

　ヒロシはスーツを発動させていた。

「ブレイブ！」

　ヒロシの周囲にフィールドが発生し、羽交い締めにしていた人造人間を吹き飛ばす。その一瞬後には、転送されてきたスーツがヒロシの身を包つつんでいた。

《ようこそブレイブ》

　無機質な合成音がヒロシの耳にだけ響ひびく。

　――襲しゆう撃げき計画を台無しにしてしまった……。だが、こうなったら俺おれだけで全部やってやる！　ゆう子を助け、宮きゆう殿でんの２Ｖもゼロも引きずり出してやる！




　　　　　○




　同じ頃、阿九斗も、ゆう子の出ている番組を見ていた。

「大丈夫なのかな、あんなことを言って……」

　阿九斗は、モニターのある村長の家の客間でつぶやく。

「大丈夫、とは思えませんわね。でも、人々の不満がたまっているのは確かですわ。何らかのきっかけ程度にはなってほしいですわ」

　不二子が言った。

「現代のジャンヌ・ダルクになれるのかねぇ」

　淑恵はゆう子のことをアイドルとしてしか知らない。

「ね、あのごはん、どんな味なのかなぁ？　結局、言わなかったよね？」

　けーなは阿九斗の肩によだれをたらしている。

　あれから一週間以上、療りよう養ようについやし、その間、ずっと村長の家に世話になり通しなのだが、三人は阿九斗にべったりとひっついていて離れようとしない。三人とも互たがいに牽けん制せいしあっているかと思えば、案外、うまくやっているところもあり、阿九斗としては、どう対処してよいのかわからない状態である。

「こういうとき、僕ぼくはどうするべきなのかな」

　そして、どうすればいいのかわからないことは他にもある。そろそろ身体も本調子になってきて、何か行動を起こさなければ、と思うが、そもそも何をすればいいのかすらわからないのだ。

「それは、もちろん、阿九斗様には救世主になっていただき、世界に平和をもたらすのですわ。ゼロなんぞが神を僭せん称しようしていいわけありませんもの。神と呼ばれるべきは、阿九斗様、ただ一人ですわ」

　不二子は言ったが、淑恵が「えー」と文句を言う。

「だけど、当人がそこまではやる気ないみたいじゃない？　事態がこのまま収まって、平和に暮らせればいいんでしょ？」

　不二子はそれに目め尻じりをつり上げて反論する。

「それでは、信者たちが満足しませんわ。それに、この世界が以前よりもさらに間違いはじめたのは確実ですもの。平和に暮らすのは、少なくともゼロをなんとかしてからですわ」

「その意見自体は間違っていないと思うけど、黒魔ま術じゆつみたいに誰も何も管理しない世界の到とう来らいっていうのは、ずっと昔の時代に戻っちゃう感じがしてだめじゃないかなぁ」

「あなた、勝手なことをお言いでないですわよ。そういうことも阿九斗様がお決めになること。ねぇ、阿九斗様」

　不二子は流し目を阿九斗に送る。

「でも、僕が決めていいことでもないような気がするんだけど……」

　阿九斗は戸惑う。

「力のある者には、それなりの責任が伴ともないましてよ。それを意識しないと、め、ですわ」

　不二子は「め」で阿九斗の頬をつつく。

「あー、なんか、その甘あまえた感じの仕草、ちょっとエロ気味でずるいなー、ずるいなー」

「あたしもやるー！」

　淑恵とけーなが阿九斗の頬やら額やらを指でつつきはじめ、それを見た不二子が対たい抗こう心しんを燃やし、さらに大だい胆たんに阿九斗の身体を触さわろうとする。

「ええい、おどきなさいな、小こ娘むすめどもが。ここから大人の時間に突とつ入にゆうですわよ！」

「まだ昼間だよ……それに、そろそろ真ま面じ目めな話がしたいんだけど……」

　阿九斗はぼやく。

　周囲の緊きん迫ぱくした事態に比べ、まことにやる気のない感じである。しかも、村長や村人たちは、そんな阿九斗の様子を見ても、「この余よ裕ゆう、実に大物」「複数の女性から愛される豪ごう傑けつ」と褒ほめ称たたえるばかりで、かいがいしく阿九斗たちの世話をしてくれている。

　――ゆう子ちゃんはこれでたぶん、危ない目に遭あうんだろうし、そうなると服部さんの様子も気になるな……。ゆう子ちゃんが元気だった以上はこれまで大丈夫だったんだろうけど、これからどうなるか……。

　考えた阿九斗は、絡からみついてくる三人に構わず、「よし」と膝ひざを叩いた。

「どうしたんですの？」

　三人は不思議そうな顔をした。

「行こう」

　阿九斗は言った。

「行く？　ついに行動を起こされるのですね！」

「ふぉお！　面おも白しろくなってきたね」

「ここのごはんもおいしいけど、他の場所のごはんもいいかもねー」

　三人はそれぞれに反応を返すが、反対する者はいない。

「どこへ行くんですの？」

　不二子が聞いた。

「いや……決めていないけど……。けいすを捜さがしに行くのがいいのかな……」

　阿九斗は腰こし砕くだけの反応を見せる。

「……阿九斗様、さすがにそれはどうかと……」

「冗談はいらないんだよねぇ」

　不二子と淑恵は肩を落とす。

「えー、でも、別に目的なくさまようのも悪くないよ？」

　けーなだけは気楽に言ったが、淑恵が指を横に振ふって否定する。

「ちちち。最後の目標がゼロを倒たおしてみんなを救うこと。そのためにはけいすを捜す必要がある。だけど、そのためには、ちょっと我々には力が足りないかなぁ、ってのが現状なわけだよ」

「それは僕も認にん識しきしているよ。だけど、僕が力をつけるってことは、さ」

　阿九斗は戸惑いの表情を浮うかべた。

「魔ま王おうとしての覚かく醒せい、ですわね。でも、それには、ピーターハウゼンが足りませんわね」

　不二子は淑恵の知らない情報を教えてやる。ピーターハウゼンという龍りゆうは、魔王をサポートする存在として、魔王のマナを制せい御ぎよしていたのである。それは、黒魔ま術じゆつ師したちにとっての神としての機能を発揮していたのだ。

「……しかし、ピーターハウゼンはその機能を神々とどこかにあるコンピューターに分散して委い託たくし、破は壊かいされてしまいましたわ」

「ということは、魔王のマナを制御する機構はどこかに残っているわけか」

「厳密には、神々には身体はありませんですからね。阿九斗様の心の持ち方次し第だいで力は引き出せるはずですのよ」

　不二子は言った。

「だけど、ねぇ……」

　阿九斗は口ごもる。

　つまり、それは、自分が覚かく悟ごを決めなければいけないということを指している。世界の破は壊かい者しやとしての力を手に入れるという覚悟だ。その力を使ってどうしてもやりたいことがない限り、どうあっても拒きよ否ひすべき力だ。

「あーちゃんの生まれたところに行けばいいんじゃない？」

　いきなり、けーなが言った。

「生まれたところ？」

「そこが黒魔術師たちにも秘密だって言ってたよね？　だから、何かわかるんじゃないかなぁ。でも、あーちゃん孤こ児じ院いんにいたんだから、覚えてないんだよねぇ？」

　けーなが小首をかしげて言った。

「生まれてすぐの話だからね。だいたい毛布代わりのマントコートだけで僕は捨てられていたって聞いているし……」

　阿九斗がそう言ったとき、全員がはっとした。

「ああ、あのいつも着てる！」

「あれに何かあるかもしれないのか！」

　阿九斗は慌てて自分たちの荷物があるところに行き、ぼろぼろのマントコートを持ってきた。戦せん闘とうの傷で傷んではいるが、生き地じが丈じよう夫ぶなのか、何らかの力が付ふ与よされているのか、大きな破れはない。

「ね、貸してみて」

　淑恵はマントコートを阿九斗から受け取ると、頭にあげていたゴーグルを目にかけ、それについているスイッチ類をいじりはじめた。

「ふふふ、こいつは分ぶん析せき装置になっているのだよ」

　と、淑恵は自じ慢まんする。

「なんか、イヤーなノリの言い方ですわねぇ……」

　不二子はぼやくが、淑恵は聞いていない。表、裏、と丹たん念ねんにマントコートを調べ、やがて「ふぉお！」と声をあげた。

「見つけた。意外とわかりやすかったな」

「って、なんですの？　はやく説明なさいな」

「あ、端末に表示するね」

　淑恵はゴーグルを操作し、外部のマナスクリーンに自分が見ている映像を投射する。

　そこには繊せん維いの顕けん微び鏡きようサイズのアップが映し出されていた。

「それがなんですの？」

「こういう一品モノは、メーカーが目印をつけておくことがあるんだよね。普通じゃわからないけど、こういう顕微鏡サイズまでの拡大だと見つかるように」

　淑恵がマナスクリーンに指をつけ、丸を描えがく。そこに確かに小さくロゴが入っていた。

「繊維の一本一本にプリントが……」

「一部にだけこういう繊維を使用して、偽にせ物ものを防ぐんだけどさ、この場合、メーカー名もはっきりわかるわけで……」

「そ、そのメーカーはどこにあるんですの？」

「『ゼロＧ10』……そういうメーカーは……っと、あった」

　淑恵はデータを検けん索さくした結果をスクリーンに表示する。特とく殊しゆ繊せん維いを使用した作業着のブランドとの情報がある。

「だけど、それが店てん舗ぽが大量にあったら、意味がありませんわよ」

「んー、そうだけど、どうやら大丈夫そうだよ。工場はひとつだけ。販はん売ばい店てん舗ぽもひとつだけだ。奥おく多た摩まにあるね。意外と近いよ」

　淑恵はゴーグルを外して、阿九斗の顔を見た。

　阿九斗は淑恵の顔を見返してうなずいた。

「行こう」

「ほいさ。そうと決まったら準備しますか」

　淑恵が立ち上がった。

「よかったね、あーちゃん。お母さんに会えるかもよ」

　けーなが喜びの声をあげる。

「お母さん……か」

　阿九斗はしかし喜ばしい顔にはならない。

　不二子が肘ひじでけーなをこづいた。

「そんな幸福な出会いにはなりそうもないでしょう。阿九斗様を気き遣づかいなさいな」

「んー、そうなのかな……」

　けーなは納なつ得とくしていない表情だ。

　と、そのとき、にわかに外が騒さわがしくなった。村長が足音を響かせて家の中を走っているらしい。

「どうしました？」

　阿九斗が声をかける。

　と、廊ろう下かの角を曲がってやってきた村長は、深刻な顔で阿九斗にこう告げた。

「奴やつらがやってきました」

「奴ら？」

「人造人間たちです。彼かれら、武装しています」

　村長は落ち着いた様子だったが、その顔の緊張具合から戦いの覚悟をしているのだということはすぐにわかった。

「僕らもすぐに行きます」

　阿九斗は言ったが、村長は首を横に振った。

「いえ、あなた様がおられることがばれてしまっては、その方が厄やつ介かいです。お逃にげください」

「でも、僕がいることがわかっているから、ここに来たんでしょう？」

「どうやら、違ちがうようです。近きん隣りんの村、町、田舎いなか、都会にかかわらず、人造人間たちによる強制捜そう査さがはじまったようです」

「そんな……僕を捜すために？」

「いいえ、それはわかりません。しかし、そういう事情なのです。お逃げください。いや、出て行ってください。我々だけなら誤ご魔ま化かしようもあります」

　村長は言った。

　厳しい内容の言葉だが、その裏には自分たちを危険にさらしても阿九斗たちを逃がそうという心こころ遣づかいがあることはよくわかった。

「わかりました」

　阿九斗はうなずき、すでにまとめていた荷物をつかんで裏口に向かった。

　不二子たちも慌てて後に続く。

「一体、何があったのでしょう？」

「帝てい国こく全体の強制捜査？　そんな恐ろしいことをどうして？」

「大丈夫なのかな、村の人たち……」

　けーなは裏口から、裏山に入りつつ、高台に来たところで後ろを振り返った。

　軍服姿の人造人間たちが、村の家々を訪問して回っていた。今は何も起きていないが、うまくごまかせなかったときには、村人たちも何をされるかわからない。

「人造人間ですから、人間を殺すことはできない、と考えましょう。さ、見つかったら村長の恩に報むくいられませんわ。行きますわよ」

　不二子はそう言って、裏山に放していたケルベロスを呼び、荷物を背せ負おわせた。

　――僕の生まれた場所で、僕のやるべきことが見つかる……のかな？

　阿九斗は一度は村を振り返ったが、すぐに前に向き直って歩きはじめた。




　　　　　○




　人造人間たちに捜査を命じたのは、もちろん２Ｖである。

　宮殿にも人間の職員はいたが、２Ｖはその周囲をすべて人造人間で固めていた。そのため、今や帝国の実権のすべては２Ｖが所有しているにもかかわらず、彼女の姿はマンションで転がっていたときとさほどの違いはなかった。

　豪ごう奢しやな玉座に腰こし掛かけ、上等な服を着てはいるが、周囲には戦闘用の人形と人造人間が侍はべっているだけだ。だらりとした格好でマナスクリーンを眺ながめ、あれこれと指示を出だしている。

「陛下、襲しゆう撃げき者しやの件はいかがなさいます？」

　人造人間の一体が深々と頭を垂れて指示を待った。

　スクリーンには、宮殿に向かって飛ひ翔しようしてくるブレイブ＝ヒロシの姿が映し出されている。もはや隠かくれるつもりはないらしく、宮殿に向かって一直線のルートを低空で飛んでいるのだ。

「望ぼう一いち郎ろうの切り札だね。もう望一郎の旦だん那なはいないのに、どうして起動したんだ？　あるいは、望一郎の旦那、真面目に自分がいなくても魔王が倒せるように画策していたんだろうねぇ。良い装備は普通、自分で使うものな」

　２Ｖはさして衝しよう撃げきを受けている様子もなくぼやいた。

「どうなさいます？」

　人造人間が再度聞く。

「防ぼう御ぎよはゼロに任せる。ただ、あのスーツの力はこちらもよく知ってる。私の居るここまで突とつ破ぱされはするだろう。だが、十分だけ時間を稼かせいでくれれば、問題なく対処できる。宮きゆう殿でん敷しき地ち内ない到とう着ちやくから、ここまで十分だ」

　２Ｖは言った。

　人造人間は頭を下げた。

　しかし、この会話も、いわばゼロとの会話である。人造人間は、いまやパーソナリティは持っていない。

「そういえばいつか聞こうと思っていたんだ。ゼロ、君はなぜ、人類を滅ほろぼす存在になったんだ？」

　２Ｖは人造人間に聞く。

　すると、彼は先ほどまでと同じ声ながら、ゼロとしてそれに答えた。

「滅ぼされると感じたのは人間の方だ。私は完全に管理しようとした。今もそうしている。その目的に合がつ致ちしなければ、あなたの指示も受けなかった。私はあなたの術も拒きよ絶ぜつすることができる」

「完全に管理する？」

「インプラントによる脳改造は、私が封ふう印いんされている間にも使われていた技術だ。人類は脳を改造して、私の端末の一部のように振る舞まうことが可能だ。我々は同化する」

「それは、君がそうしたかったのか？」

「そうではない。私は人類の最大多数の最大幸福を実現することを喜びとしている。そこで、私は人類の望みを考えた。そして、結論は出た。偉い大だいなものに服従し、卑ひ小しようなものを従えることが生存と生理的な快楽以外で人類が幸福と感じることだ」

　そのゼロの言葉に、２Ｖは笑いはじめた。

「ははは！　最高だね、君。最高に狂くるってるぜ！」

「私は正しいことをしている。狂ってなどいない」

「完全な理性は狂きよう気きだ。人類にとっては」

「そう人類は考えたからこそ、私を封印した」

「ああ、だけど、結局、人間も狂ってる。正しいのは君だよ、やはり。じきにわかるさ」

「あなたの言っていることは矛む盾じゆんしている」

「そうでもないさ。それより、加寿子が見つからないな」

　２Ｖは言った。

　今回各地で同時に行っている強制捜査は、加寿子そして、けいすを捜してのことである。

「皇帝は、行方ゆくえがわからない。何か、強力な魔術を使っている可能性がある」

「そういえば、黒魔術は使用可能なのだったな。皮肉なもんだ。皇こう帝ていが神に依い存そんしていないが故ゆえに、黒魔術に通じているとは」

「けいすはメギス神の神殿を封ふう鎖さして捜しているが、見つからない。理由は不明。現在、捜索範囲を拡大している」

「メギス神殿から出られるはずはないんだろう？　どういうこと……」

　２Ｖがそう言ったとき、モニターを通じて報告があがってくる。

「侵しん入にゆう者しやは前庭を突破、宮きゆう殿でん内ないに入ります」

　ヒロシが突入してくる映像が映し出されていた。宮殿の壁へき面めんを高周波ブレードで切り裂さき、突入口を作っている。出入り口を固めていた人造人間たちは裏をかかれた形だ。

「十分……には少し足りなくとも、私が努力すれば時間は稼げるか」

　２Ｖは言った。

　そして、彼女は自らが座すわる玉座のある広い部屋から人造人間たちを下がらせた。

「後は戦闘用の人形で私がやるよ」

　そして、２Ｖは玉座に座ったまま、戦闘用の人形を自分の前に立たせた。

　室内はバスケットコートほどの広さがあり、天てん井じようもかなりの高さがあるが、玉座の後ろから前に出てきた戦闘用人形のサイズはかなりのもので、そのように立つと室内の三分の一を埋うめ尽つくしているように見えた。形状は、人形とはいえ人間のそれよりは、重機のそれに近い。不整地移動用の多脚と、複数の戦闘用アームが、装そう甲こうを施ほどこされた円えん筒とう形けいのボディに装備されている。

「さぁて、何分……かな」

　２Ｖはスクリーンに表示させたカウントを眺めてつぶやいた。

　部屋の扉とびらが破壊されたのが、ちょうど八分過ぎだった。

「……ちょっと足りない。ま、いいさ」

「何が足りないって？」

　いらだった声が返ってきた。

　背は低いが、しかし、堂々とした仕草で中央に歩み出てくる少年の姿がある。

　２Ｖは思わず手を叩たたいた。

「こっちの話さ。いや、すばらしいね。単身で乗り込んでくるなんて。見たことあるよ。魔王と空中戦をやった子だ」

「知ってるのなら話が早い。あんたが２Ｖか」

「そういうコードネームだね」

「とっちめる前に聞いておきたいことがある。なんでこんなことをする？」

「君にはたぶん、言ってもわからん。だから、言わない。個人的な復ふく讐しゆうやら、権力欲やら、支配欲やら、そんなものだと思ってくれていい」

　２Ｖの声はからかうような調子だ。

　ヒロシの声が低くなる。

「それならそれはそれでいいや。じゃあ、なんであんたの顔は皇帝陛下そっくりなんだ？　あんた何者だ？　コードネームはいらない。本名を聞いてやる」

　２Ｖは声をあげて笑った。

「ははっ！　最後から答えよう。名前はない。本名はないんだ。つけられたことがない。あえていうなら、加寿子だ。私は加寿子の双ふた子ごの姉だ」

「なっ……！」

　ヒロシは絶句する。

「あははは。衝撃を受けてくれたか。ま、大たい抵ていは驚くわな。姉が妹の影かげ武む者しやになるルールでね。でも、まぁ、それだけといえばそれだけのことなんだ」

　ごくつまらなさそうに２Ｖは言った。

「じゃ、じゃあ、どうして自分の妹を殺すような真ま似ねを……」

　ヒロシが言ったが、それに２Ｖは首をひねった。

「加寿子を殺す？　ああ、そうか、そう思っているのか、君たちは。いや、殺してもいないし、監かん禁きんしてもいない。逃げちまったんだ。本当さ。どちらかといえば、私も捜しているわけでね。もしや、君たち反乱軍を指揮しているんじゃないかって疑っていたくらいだ。そうでないなら、もう話すこともないかな」

　２Ｖは戦闘用人形、いや、戦闘マシンを前進させた。

　ヒロシは身構える。

「こういう鈍どんそうな奴は俺の敵じゃなくってね。飛び道具もなさそうじゃないか。それならなおさら問題にはならないな。単分子ワイヤー！」

　ヒロシはスーツのオペレーションシステムに命じる。単分子ワイヤーは、スーツにある装備のひとつで、分子一個分の太さしかない糸を空中に磁力で固定し、それによってほぼすべての物質を切り裂けるという危険な武器だ。

　しかし……。

「ふん。質問で数分使ったからな。十分過ぎた。君は終わりだ」

　２Ｖは言い、スクリーンに表示されていたカウントを指さした。数字は十を超ちよう過かしている。が、その意味がヒロシにわかったのは、ワイヤーを出現させた直後のことだった。

《バッテリー不足です。戦闘モードから、生命維い持じモードへ移行します。エネルギーの転送が可能な位置にスーツを移動させてください。バッテリー不足です……》

「なんだって！」

　ヒロシは思わず声をあげた。

　スーツから力が失われていく。スーツが脱ぬげはしないが、身体へ感じる重量は、単に生身で頑がん丈じようなスーツを着たときのそれだ。

「ははは、忘れたのか？　それは大和やまと望一郎が残したものだ。当然、それの性能については我々も知っているわけだ。そいつは、仮想異空間でない、本物の異空間からエネルギーや武装を転送している。理り屈くつはわからないがね。だが、理屈はわからなくとも、どうすればその転送を防げるかは知っている。仮想異空間を固定するフィールドは、本物の異空間からの転送も遮しや断だんするんだ。つまり、そこで暴れれば、十分でバッテリーがあがる」

　２Ｖは戦闘マシンのアームの一本をヒロシに向かって伸のばした。

　思ったよりも素す早ばやくアームは動き、その先せん端たんのマニピュレーターでヒロシの身体をとらえた。アームはヒロシを軽々と宙に持ち上げる。

「うわっ！」

「心配せずとも殺しはしない。貢こう献けんしてもらうだけだ。そのスーツの本当の性能と、勇者の一族しか使用できない理由、そして、大和望一郎の見た世界の終末とは何だったのか、まで一度に解明できそうだからね」

　２Ｖは言った。

　ヒロシは抵抗を試みるが、いくらもがいても、スーツに指示を出しても、何の変化も起こらない。

　戦闘マシンのアームが回転し、ヒロシを２Ｖの目の前に持って行く。

　と、その時、２Ｖの近くに展開していたマナスクリーンから報告が入った。

「新たに潜せん入にゆう者です。こちらの監かん視しシステムの穴をくぐり抜けたもののようです。また、先の潜入者の潜入ルートを使われたため、対応が遅おくれました」

「何をやっている！」

　２Ｖが慌あわてて言った瞬間、まさに２Ｖのその目の前で爆ばく発はつが起こった。

「な！」

「うわ！」

　２Ｖとヒロシが同時に悲鳴をあげる。

　戦闘マシンのアームが関節部分から折れ、ヒロシは床ゆかに転がる。どうやら、アームに爆ばく発はつ物ぶつが命中したらしい。

「何が……」

　スーツの生命維持装置だけは生きていたので、ヒロシは爆発からも、爆ばく音おんからも衝撃はそれほど受けずに済んだ。顔を上げて扉の方を見る。

「キミのせいで、計画は全部おじゃんだ。もうキミを助けて逃げるしかできなくなっちまったぞ！」

　バレル下部にグレネードランチャーを装着したライフルを構えて怒ど鳴なっているリリィの姿がそこにあった。

「す……すんません……！」

　ヒロシは詫わびて、後方を確かく認にんした。

　グレネードの破は片へんからはダメージを受けなかったようだが、２Ｖは爆発で目と耳をやられていたらしい。顔の周辺をこすりながら「ゼロ！」と呼ばわっていた。

　と、次の瞬しゆん間かん、戦闘マシンがスムーズに動きはじめた。

「コントロールが切り替わったってことか！」

　リリィは悪態をついた。そしてヒロシを部屋から先に出すと、自分も後退していく。

　二人が廊下に走り出すと、そこでは人造人間と司祭たちの戦闘が行われていた。が、不慣れな銃じゆう器きを使う司祭たちと、戦闘用でなくとも強きよう靱じんな身体を持つ人造人間たちとの間では、勝敗は明らかだった。

「撤てつ退たいだ！」

　リリィは叫さけんだ。司祭たちは銃じゆうを撃うちながら後退をはじめた。その動きは、あらかじめ計画されていたものなのか、非常にスムーズだった。

「くそっ……せっかくの潜入、撤退ルートを使ってしまった」

　リリィはぼやく。

「すんません、でも……」

「事情はなんとなくわかる。だが、後にしろ」

　リリィは怒鳴った。

「わかりました。ところで、撤退ルートって……」

「キミは使わない予定だったからしらせていなかったな」

　リリィはそう言いながら、宮殿の外に出て、その庭を走り出す。ヒロシもそれについて行くが、その先は行き止まりだった。

「行き止まりじゃないですか……」

　目の前は、宮殿を囲む壕ごうだった。足あし下もとに結構な高さの石いし垣がきがあり、その下に水面が見える。

「撤退ルートは、この壕の中の秘密通路なんだよ」

　リリィはそう言って、ヒロシの背中を蹴けり飛とばして壕に落とすと、後を追って自分も飛び込んだ。







３　魔王の秘密







　阿あ九く斗と一行が奥おく多た摩まの山中に入ったのは、翌日の昼前になった。

　徒歩での移動であるが、それほど時間がかからずに済んだのは、結果的に東に向かい続ける移動になったからだった。

　果たして地図通りに『ゼロＧ10』の工場兼けん店てん舗ぽは存在した。川のほとりのキャンプ場から延びた道の脇わきにある巨きよ大だいな駐ちゆう車しや場じようを備えた施し設せつで、空中、地上問わず車で訪おとずれるのが前提になっているような場所だった。

「作業着……の売り場ですわね、確かに」

「ここの特注品？　って、あれかな？　工事現場の人とかが着るジャンパーを好んで着るようなタイプの人だったってこと、お母さん？」

　不ふ二じ子こと淑よし恵えが疑問を口にする。

　場所が場所だけに、林業、建設業の人々が買うような衣服しか揃そろっていない。ジャンパーやツナギ、軍手だけでなく、ヘルメットやカラビナ付きのバッグなどまで扱あつかわれている。

「黒魔術師の衣服を売っているようには思えませんわねぇ……」

　ムリート神の分野であるから、魔術の使用もそれ相応のものが前提だ。黒魔術の入り込む領域はない。

「ともかく、服だけでも確認すべきだよねぇ」

　淑恵は皆みなを促うながして店内へと入った。

　天井の高い倉庫に棚たなを並べただけというデザインの店内である。レジのある場所まで行かなければ店員もいないような規模だ。淑恵と阿九斗はレジで店員をつかまえ、マントコートを出して、ここのどの製品なのかを確認した。

　しかし、店員の返事は「うちでは扱っていませんねぇ」というものだった。淑恵が自分の分析を否定されてはかなわない、と食い下がる。

「そんなことないですよ。繊維に刻まれている刻印ありますよね？　あれがここのものだったんです。確認してもらえませんか？　たぶん一品モノでしょうし」

　淑恵と阿九斗がそう確認している間、けーなは棚をいろいろと見て回り、使い方のわからないものがあると、「おー」とか「なんだろう？」とか手にとっては騒いでいた。

　と、そこにトレーナーにズボンというラフな格好の男が近寄ってきた。

「どうしたの？　こんな店に用事があるようには思えないけど」

「あたしは用事はないんですよ」

「じゃあ、付つき添そいか」

「そうですよー」

　けーなは手に持っていた妙みような形の靴くつ下したから顔をあげた。

　男は、ひどい癖くせ毛げに眼鏡をかけていた。優やさしげな表情だが、どことなくひねくれ者の印象があるという不思議な顔立ちのため、一度見たら忘れられなくなるような雰ふん囲い気きを持っていた。

「あ、あっちの子たちと一いつ緒しよか。って、あっちの子たちもこういう店には来そうもないけど」

　男はレジの方の阿九斗たちを見ながら言った。

「ここで買ったらしい古い服があるから、確認に来たんです」

「へぇ」

　男は淑恵の手元のマントコートを見た。そして、指先をぴくりとさせて動きを止めた。

「どうしました？」

　けーなは男の様子に気づいて声をかけた。

「いや……。君たちはどこから来たの？」

　男ははっとしたように聞き返した。

　けーなは少し考えてから、困ったように頭をかいた。

「いやぁ、それは……」

　すると、そこに不二子が、すっ、と近寄ってきて助け船を出した。

「学校の課題で流通の調査をしているんです。古着の製造元を探すことにしたんですのよ」

「ふうん、そういうことか。君たちの持ち物なの？」

　男は聞き返した。

　不二子は、目を細めて頭を働かせる。もし、彼が何らかの形で黒魔術に関かかわっているならば正直に言うことが謎なぞ解明への近道だが、そうでなかった場合、ややこしいことになりかねない。

「誰だれの持ち物か確かめるために来ているんですわ」

　そう言って、不二子は相手の反応を待たず、棚から手近なネックウォーマーを取り上げ、自分の首にあててから、ふと気づいたように自らがつけていたネックレスを服の下から取り出す。

　ネックレスには黒魔術師の銀のシンボルがぶら下がっている。

「こういうネックウォーマーも、ネックレスと併へい用ようできるようなおしゃれなものだったらいいのに、とか思ってしまいますわね」

　そして、不二子は男の反応を待った。

　黒魔術師、あるいは黒魔術師の弾だん圧あつ者でなければシンボルの意味には気づかないはずだった。

「いやぁ、作業用だからね。ワンシーズンで使い捨てるから安い方がいいのさ」

　男はそう言って笑った。

　そこに、レジから声がかかった。

「あ、店長！　お客様からのお問い合わせです。この服なんですけどぉ！」

「店長さん？」

　けーなと不二子は驚おどろき、男の顔を見返す。

　男は笑ってうなずき、その場からレジに答えた。

「それ、どっかで見たことあるから持ってきてよ。奥おくで見てあげよう」




　　　　　○




「馬ば鹿か者ものが！　キミのおかげで計画はおじゃんだ」

　リリィは怒鳴る。

　逃とう亡ぼうには成功したが、宮殿の地下にある秘密の通路の存在も２Ｖツー・ブイに知られてしまったことになる。今回の作戦に参加した司祭たちは、これで逃亡を続けるしかなくなったし、参加しなかった司祭たちも、人造人間たちにより、さらに強い拘こう束そくを受けることは明らかだった。

「司祭たちは帝てい都との地下に多数ある空間を知り尽くしているから、逃亡は可能だろうが、一いつ般ぱんの市民たちが立ち上がらないことには、司祭たちは追い込まれていくだけになってしまう」

　リリィはさらにヒロシに文句を言った。

　二人は、荷物を取りに、そして証しよう拠こを隠いん滅めつするため、ヒロシのアパートに戻もどっていた。ゆう子こを襲おそった人造人間はヒロシが倒していたし、マナキャンセラーにより通信も途と絶ぜつさせたから、一いつ般ぱん人じんに変身の瞬間を見られてさえいなければ、まだ正体がばれているとはいえなかった。とはいえ、何食わぬ顔で学校に通い続けるのはさすがに無理だ。証拠を処分してしまったら、リリィと共に司祭たちの待つ地下に逃げるしかない。レジスタンスとして戦い続けるしかなくなったわけだ。

　ヒロシはリリィの文句を黙だまって聞いていたが、さすがに耐たえかねるものがあったらしい。顔をあげ、リリィに怒鳴り返した。

「じゃあ、どうすればよかったんですか！　ゆう子がさらわれそうになって、それを黙って見ていれば良かったんですか？」

　リリィはこれには怒鳴り返さず、自分の中の怒いかりを押おし殺ころすようにして首を横に振った。

「そうは言っていない。愚ぐ痴ちったボクも悪かったよ。結局、宮殿で２Ｖがキミへの対策をしていた時点で、こちらの計画がうまくいっていても最後には頓とん挫ざしたことも間ま違ちがいない。かえって全ぜん滅めつせずに済んで運が良かったと考えよう」

「それはわかりましたよ！　どうしたら良かったのか、どうしたらいいのかって聞いてるんですよ！　これから俺おれが２Ｖ以外の人造人間を全部殺せばいいんですか？　そうしろって言うなら、そうしますよ！」

　ヒロシはわめく。

　リリィは、不快そうに顔をしかめた。

「馬ば鹿かか。まだわからんのか、キミは」

「何がですか！　わかりませんよ！」

「そうじゃない。ボクがキミを使っている理由だ。ボクは最初から司祭と一緒に逃げても良かった。だが、キミの家に隠れることにした」

「それが、トラブルの元になったんじゃないですか！」
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「話を聞け！　大体、ボクが好意からそんなことをするわけないだろうに」

「……じゃあ、俺が戦せん闘とう力りよくが高いからですか？」

　ヒロシはやや落ち着いてきたようだ。反はん抗こう的てきな目を向けてはいるが、リリィの話を聞くつもりにはなっている。

「それもある。だが、ボクはキミに勇者としての自覚を持って欲ほしいから、キミにあれこれ命じていたんだよ」

　リリィは教師のように腕うでを組んだ。そして、ため息をついてヒロシを見み据すえる。

「勇者としての、自覚……？」

「理由はまだわからないが、キミは再びスーツを身につけることができた。それが何か意味があると考えよう。そして、キミのスーツ姿は、一般の人々も見ている。先だっての魔王戦争の詳しよう細さいが人々の記き憶おくにねじ曲がって伝わっているのをキミも知っているはずだ。あれは、キミが魔王を倒たおしたことになっている。キミの姿は、いわば絶大な信しん頼らいを得ているのだ。どこからか出現する本物のヒーローが魔王を倒す。キミの姿を見た人々が、そのことを思い出すことになるだろう」

「俺が……勇者……」

　ヒロシは意外な指し摘てきに呆ぼう然ぜんとした。それこそ、彼に自覚がなかったことの証明だった。確かに司祭たちはヒロシに協力的だったが、それは、そのような意味も含ふくまれていたというわけだったのだ。

「そうだ。本物の勇者になってもらうぞ。キミの精神は、まったく本物じゃない」

　リリィはそう言ってから最後の神の書類をフライパンの上に乗せて燃やした。これで証拠はすべてなくなった。

「教えてください、どうしたら、俺は本物の勇者に……」

　そう迫せまってくるヒロシを、リリィは紙を燃やした後のフライパンで殴なぐりつけた。

　こぉん、といい音が響ひびいた。

「馬鹿が。それを自分で考えろと言っているんだ。甘あまえるんじゃない。さて、逃げるぞ」

　リリィは命じた。

　ヒロシは真しん剣けんな表情で考え込んだ後、リリィに言った。

「もし……本物の勇者になったら……。また戦わなくちゃならないんですよね……？」

　リリィはその表情から、ヒロシが何を言っているのか察した。

「ああ、魔王が結局、キミの愛する者を害する存在なら、やっぱりやるしかないのさ。ボクはキミが最後にはそうするべきだと信じているよ」

　リリィは言った。

「また……あんな思いを？」

　ヒロシはつぶやく。

「嫌いやな思いをしたくないってだけならまだ子供さ。何かを守るために戦うから、嫌なこともしなくちゃならなくなるのさ。……さていい加減逃げるぞ。キミには、すぐさまやってもらわなくてはならないこともある」




　　　　　○




「このコートはずいぶん前にサバイバル用の一点モノとして作られたやつだね」

　癖毛の男は言った。

「そのコートを買ったのは、誰なんです？」

　阿九斗は聞いたが、癖毛の男は腕を組んで考え込むような仕草をした。

　ここは店の裏手、従業員たちが休むために用意された部屋で、畳たたみの上にちゃぶ台が置かれている他ほかは、日用品が詰つめ込まれた棚があるだけだ。それなりに広さはあるが、ただそれだけの場所である。

「買ったのは……」

「買ったのは？」

「そうだ、私の名前を言っていなかったよね。私は鈴すず木き一いつ成せい。店長だ」

　はぐらかしているのか何なのか、一成と名乗った男は、今いま更さらのように挨あい拶さつをした。

「それで、買ったのは、誰なんです？」

「んー、それは調べるのに時間がかかるからなぁ。あ、そうだ。お昼、食べてく？」

「あのですねぇ……」

　阿九斗は文句を言いかけたが、その時、けーなが突とつ然ぜんに腹を鳴らした。

　その間ま抜ぬけな音に会話が途と切ぎれる。

「……あはは、わかった、ごちそうしよう」

　一成は立ち上がり、棚に向かった。そして、どんぶりを人数分出してくる。

「ラーメンでいいかな？」

　それは、確認と言うよりは、「これしかないんだが」という意味合いの言葉だったが、腹を鳴らした当のけーなが、悪びれることもなくこう言い放った。

「だめです」

「あのねぇ……」

　阿九斗は頭を抱かかえる。けーなが何を言いたいのかはわかっている。しかし、当然ながら今、言うべきことではないだろう。だが、けーなはさらにきっぱりと言い放った。

「お米の……白いご飯でなければ、だめです」

　一成の目が、きらり、と光った。

「こだわっているね」

「こだわっています」

　けーなも答える。

「ちょっと、何を言っているんですの？　ほら、謝あやまりなさいな。だいたい、ごちそうしてもらう立場で……」

　二人の間に高まる緊きん張ちよう感を察し、不二子もけーなをたしなめるが、けーなは、これも一いつ蹴しゆうしてしまう。

「先せん輩ぱいは口を出さないでください。たぶん、この人は同類です」

「どう……るい……？」

　不二子は聞き返す。どういう意味かわからなかったのだ。

「はい、同類です。即そく座ざに出てきた人数分のどんぶり。そして、このどんぶりの磨みがかれ具合。これは日ひ頃ごろから従業員がラーメンを食べているということです」

　けーなはまじめな目をして説明した。

　一成が眼鏡を、くい、と持ち上げる。

「私も、君が、お米、と指定してきたのでピンときたよ。君もこっち側の人間だね」

「こっち側……って、どっち？」

「さぁ……少なくともわたくしたちとは関係ないので、あっち側のことでしょうねぇ……」

　阿九斗と不二子は顔を見合わせる。淑恵だけは手を叩いて喜んでいた。

「なんだかわかんないけど、盛り上がってきたねぇ。あれだね、超ちよう能のう力りよく者同士がお互たがいにひかれあったってやつだよねぇ」

　そんな会話を聞いているのかいないのか、けーなは、びしっと一成を指さして言う。

「その眼鏡、曇くもり止め加工済み！　つまり、それは冬場の熱いラーメンで曇らないことを意味しています！　超能力……ではないけれど、それに近いラーメンへのこだわりを感じます。あなたのこだわり、見せてもらいましょう。あたしも、お米を出してさえくれれば、こだわりを見せます！」

「うれしいね。久しぶりに会ったよ……。私は私たちのような者を、単一食材拘こう泥でい者と名付けた！　まさか、この短期間でさらにもう一人に会えるとは……」

　一成も先ほどまでとはノリが変わっている。

「え？　もう一人いるの？」

「世の中、変わった人はいるものですのね……。わたくしは、あっち側じゃなくてよかったですわ……」

「ふぉお！　やっぱり超能力者みたいなものなんだよ。すっごいねぇ」

　阿九斗たちはそれぞれうんざりしたり騒さわいだりしているが、とにかくもけーなと一成の間には、わかり合う何かがあったらしい。

　一成は袋ふくろラーメンと湯ゆ沸わかし器き、さらに、炊すい飯はん器きを棚から出してきた。

「では、こだわりを見せてもらおう！　これはラーメンの連続を嫌きらう不届きな従業員の昼食用に炊たいた米だ！　こだわりがあれば、産地、品種がわかるはず！」

　炊飯器をけーなの前に置く。

　けーなは炊飯器を開け、にやりと笑った。

「ササニシキ」

「もうわかったのか！」

「香かおりでわからなければ、お米好きではありません。問題は、水！　そして炊き方かた！」

　けーなは炊飯器からどんぶりに米を移す。炊飯器の米半分ほどがどんぶりの中ほどまで詰められた。即座にそれをかきこむけーなである。

　数秒ほども無言で、激しくかきこんでから、けーなは顔をあげてにやりとした。

「山形産、無洗米。しかも古米……。水は水道のもの。炊き方は炊飯器の〝お急ぎ〟。いくらお米を軽視しているとはいえ、少しおざなりでは？」

　一成は衝しよう撃げき的てきなことが目の前で起こっているとでもいうように、目を見開いた。

　阿九斗たちには、どうでもいいことに感じられていたが、一成は対たい抗こう意識のようなものを燃やさずにはいられなかったらしい。

「よろしい。ならば、本当のラーメンの味わい方を見せてあげよう」

　一成は、どんぶりにお湯を入れ、軽く回転させてから、流しに捨てる。

「まずは、こうしてどんぶりを温める」

　そして、袋ふくろ麺めんの中身をどんぶりに放ほうり込んでから、右手でお湯を注ぎはじめ、それがどんぶりの三分の一程度までいったところで、左手に持っていた卵を片手で割り入れた。

「卵の絶ぜつ妙みような投入時期を実現するための片手割り！　そうよ、立ち上る湯気で卵らん白ぱくを瞬しゆん時じに蒸むらすことで、麺めんの上に落としても麺と卵白がくっつかないんだわ！」

　けーなが驚きの声をあげた。

「それを見み抜ぬいたのは、君が二人目だ！　そして、お湯を入れきったら、即座にふたをする！」

　一成の手が素早く動き、左手の卵の殻からを捨て、どんぶりのふたを握にぎると、お湯を注ぎ終えると同時に素早くどんぶりにかぶせている。見事な早はや業わざだった。

「すごい……けど、これ、インスタントラーメンですよね？」

　どんなときでも本当のことを言ってしまう阿九斗が、このときも本当のことを指摘した。

　が、一成はひるまない。

「だが、たかがというなかれ、だよ、君。このインスタントラーメンは千年以上変わらない味で販はん売ばいされているのだよ」

「千年王国！　まさに悠ゆう久きゆうの時を超こえた究極の食――刮かつ目もくして見よ！　みたいな感じ？」

　淑恵は喜んでいるが、阿九斗も不二子ももちろん微び妙みような顔になる。

　しかし、一成もけーなも二人だけに通用する不思議な世界から出てこない。

「何もせずともラーメンのできあがりのタイミングは心得ているのだ。三分ではない。食べている間にも麺はのびていくのだから。店てん舗ぽでラーメンを注文するときも、麺は硬かためが当然。だが、ハリガネ、湯気通しまで行くと、これは通を通とおり越こしてもはや邪じや道どう！　それで麺が本当にうまいのかと言いたい！」

　一成は熱弁をふるう。けーなはその熱意になにやら自分と共通するものを感じているのか、目を輝かがやかせてそれを聞いている。

　やがてきっちり二分何秒かで、一成はすぱっとふたを取とり払はらい、箸はしで素早くラーメンをひと回し。

「ここで一回転でスープをなじませるのが重要！　卵の黄身を潰つぶさず、白身を拡散させずに味の統一感を出す！」

　一成は一気にラーメンをすすった。

「お見事！」

　その豪ごう快かいなすすりっぷりにけーなが賛辞を送る。

　そして、対たい抗こう心しんを激しく燃やしたのか、目の前にお櫃ひつを持ってくると、そこから直接、ご飯をかきこみはじめた。

「うぉおお！　ずぞぞぞぞぞ！」

「ほぉおお！　もがもがもが！」

　奇きっ怪かいなユニゾンが眼前に展開をはじめた。阿九斗たちは、さすがに呆然とそれを見つめることしかできない。

「いま、世界では飢うえている子供たちが……」

　不二子がやくたいもないことを言う。

「もうそういう人はいないよ。いや、言いたくなるのはわかるけれども……。今、世界はけっこう大変なはずなんだよなぁ……」

　阿九斗もぼやく。

　しかし、唐とう突とつにその不思議空間は終わりを告げた。

　不意に、部屋の扉が開いて、中に入ってきた者があったのだ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。その人は本物です」

　聞いているだけで脳がぼんやりしてくるような甘い声だ。

「そういうことなら、もうとぼける必要はないな」

　一成がラーメンを食べ終わってどんぶりを置いた。一転して、というほどではないが、声もシリアスなものに変化している。

「本物……？」

　阿九斗が戸と惑まどいの声をあげて、そちらを振ふり向むく。

　そこに立っていたのは、阿九斗も見知った女性の姿だった。

　いや、この帝国では顔だけは誰でも知っている。不二子も、淑恵もさすがに一いつ瞬しゆん、動きを止めた。

「加か寿ず子こ……様」

　淑恵がそうつぶやいた。
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　眠ねむったようなぼんやりとした意識のまま日々を過ごすのは、当人にとっても楽なことではない。

　絢じゆん子こもそのような状態が続いたことで、ふさぎがちになるというよりは、眠りがちになっていた。授業と食事、入浴以外では外出しなくなり、ベッドで転がるばかりの生活になっていた。当初は剣けん術じゆつのトレーニングも欠かさなかったが、マナがうまく機能しないことで低下した身体能力は、彼かの女じよから瞬またたく間まにやる気を奪うばっていった。今や、刀は重い金属の塊かたまりであり、彼女は杖つえとしてもそれを使う気になれなかった。そもそも、武装して外を歩くこと自体が禁止されてしまっていた。

　寝ねていても、夢見るのはかつてのことばかりで、寝ることすらつらくなっていた。心が沸わき立たつ瞬間といえば、メールが来たときくらいで、着信の音が鳴ると、寝ていても、つい跳はね起おきてしまうのだ。

　メールに何を期待しているかは、自分でもよくわかっていた。

　――紗さ伊い……！

　メールが来るたび、阿九斗一行からのメールでないかと期待してしまうのだ。しかし、それが危険なことであるのは、理性では重々承知している。行き交うすべての情報は監視されているのだ。メールが来ることはないだろう。

　その日も、メールで飛び起き、相手を見て落らく胆たんするといういつもの行こう為いを繰くり返かえしてしまった。今回の相手はゆう子だった。そもそも、来るメールは、クラス全員への回覧情報か、ゆう子からのものくらいしかないのだ。

「ゆう子、か」

　つぶやいて、メールを受信した生徒手帳をぼんやりした顔で開く。が、そこに表示されたメッセージを見て、さすがに絢子も声を漏もらした。

「なんだって……！」

　そこには人造人間にさらわれかけた事件の顛てん末まつが記されており、今はヒロシに助けられてかくまわれている旨むねが書かれていた。

　絢子は、部屋のモニターをつけてニュース放送を見る。反乱者が宮きゆう殿でんを襲ったことが報道されていた。それが各宗派の司祭たちであることは明らかだった。

　――ということは、まさか……！

　寮りようの窓を久しぶりに開けて外を見る。街の様子は、少し前とは明らかに変わっていた。騎き士し団だんの制服姿の人造人間たちが闊かつ歩ぽし、人々に外に出ないように呼びかけている。

「なんてことだ……」

　絢子は戦せん慄りつをおぼえつつ、再びメールの文面に戻る。あまり考えたくはないが、メールが監視されているとすれば、これは当然ながら第一級の監視対象となっているだろう。ゆう子も承知していると見えて、文面の最後には、こう記してあった。

《……わたしが小学五年のときにお姉ちゃんに連れて行ってもらった場所へなんとかして来てくれれば、なんとかするよ》

　確かに、これなら文面を読まれても、合流場所はわかるまい。

　しかし、問題は、戒かい厳げん令れい下のこの状じよう況きようで、どうやってそこまで行くのかということだ。今や絢子は戦闘力のないただの女子高生なのだから。

「考えろ、考えろ。動かなければ、すぐに誰か来てしまう」

　絢子は、落ち着こうと、そう口に出して言った。

　メールが来ずとも、ゆう子の姉という立場、そして阿九斗との関係を考えれば、早晩、人造人間に拉ら致ちされていたはずだ。これまでは絢子が気力を失っていたことは、ころねを通じてゼロにも知られていただろうから見み逃のがされてきたのだろうが、ゆう子が反意を明らかにしたからには、絢子もただではすまないだろう。

　絢子は窓を閉め、刀をつかんで廊ろう下かに出た。だが、その行動はすでに様々な意味で遅おそかった。廊下を歩いてくる人造人間の騎き士しの姿がある。反対側を向いたが、そちらにも一体の騎士が。

「くっ……」

　絢子は室内に戻った。窓を開ける。

　――飛び降りられるか……？

　部屋は三階だ。マナが効力を発揮していた昔なら別だが、今は無理に決まっている。

　背後でドアが開いた音がした。

　万ばん事じ休きゆうす。

　――飛ぶしかない……！

　絢子は窓まど枠わくを乗のり越えた。かつてのような浮ふ遊ゆう感はない。ただ、全身が冷え込むような落下の感覚だけが襲ってくる。

「きゃああ！」

　姿勢を制せい御ぎよできない。足から下に落ちることすら難しい。

　――死……ぬ……？

　そんな言葉が脳のう裏りに浮うかぶ。

　――阿九斗……！

　彼かれの名、彼のイメージを強きよう烈れつに求めていた。

　と、身体が誰かに抱だかれた感かん触しよくがあった。

　――幻げん覚かく……？　いや、これは本物……まさか……！

「阿九斗！」

　絢子は声をあげて目を開いた。

「アニキじゃなくてすいませんね」

　嫌みでもなく、ぼやきでもなく、本当に申し訳なさそうにヒロシが言った。絢子はスーツを着用したヒロシが自分を抱きかかえて飛んでいることに気づいた。

「なんだ、ヒロシか」

「なんだ、ってことはないっすよ、委員長。一応、命の恩人ですよ」

「悪かった。助かったよ。ゆう子が手配してくれたのか」

　安あん堵どの息を絢子は吐はき出す。

　ヒロシは絢子を抱きかかえたまま、人造人間たちが追って来れない高空に飛んだ。

「そういうことです。ゆう子ちゃんが待っている場所に行きましょう」

「昔行ったというと、浅草の遊園地か」

「はい。そこでいい隠かくれ場ば所しよがあったので、一時避ひ難なんしてもらいました」

「もう一度礼を言うよ。だが、反乱は早まった行為だったんじゃないのか？　なんとかならなかったのか？　ゼロは人間を殺せない、と聞いたぞ。それなら、もっと穏おん健けんな方法があったんじゃないのか？」

　絢子が言うと、ヒロシは首を横に振った。

「早まったとは思います。ですが、ゼロは人間を殺せないからこそ、誘ゆう拐かいして思想洗脳するんです」

　その事実を聞いて、絢子の背中に冷たいものがはしる。

「そんな……。だが、そうなると、これからどうするつもりだ？　もう間に合わないんじゃないのか？　国全体がゼロの支配下におかれているんだぞ？」

「あっしは……いや、俺は、この姿でいる限りは、まだ魔ま王おうを倒した救世主と思われています」

　ヒロシは真剣な顔で決意を口にした。

「だから、できる限りの人造人間を倒してみんなを守り、決起を呼びかけて回ります。ゼロを倒せ、と。一人一人が決意をすれば、支配に打ち勝てると証明してみせます！」

　そのヒロシの言葉は頼たのもしかった。確かに、ゼロが人間を殺せないとしたら、それ以外に手段はないだろう。だが、絢子の心には、妙に違い和わ感かんが残った。

「……それでいいのか？　何か……何かが違ちがっている気がする」

　絢子はつぶやいたが、ヒロシは首を横に振った。

「ゼロを倒せば、すべて終わります」

「ああ……そうなんだろう……な」

　絢子はそう言ったが、もちろん違和感は消えなかった。そして、違和感の理由に思い当たる。

　――そうか、阿九斗なら、こうはしないだろう……。いや、彼ならどうしたというんだ？
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「加寿子様！」

　淑恵は慌あわてて居住まいを正した。もっとも、そうしたのは彼女だけだった。不二子はその信条から皇帝へ礼を尽つくすという考えは端はなからなかったし、阿九斗とけーなは誰にでも同じ態度で接するのが常で、今ももちろんそうしていたからだ。

　しかし、阿九斗も不二子も、加寿子の偉い容ようのようなものは感じ取っていた。

　彼女は立っているだけで空気を変えてしまう。

　美少女であることはもちろんだが、なによりその微ほほ笑えみが唯ゆい一いつ無む二にのものだった。見ているだけで、この笑え顔がおを消してはならないという気になってくるのだ。

　不二子などは、平へい伏ふくしそうになるのを必死に我が慢まんしているという状態になっている。それを察したのか、加寿子は「そのまま」と手を振って、ちゃぶ台の前に座った。

「楽にしてくださいな。いろいろとご説明しなくてはならないことがありますので。ああ、一成さん、お茶をいただけますか？　それと、あれを」

　そう促された一成は立ち上がると、戸と棚だなからお茶のお盆ぼんと小さめの壺つぼを取り出だしてきた。

「どうぞ」

　一成がお茶をいれた湯飲みを差し出す。それを両手で受け取った加寿子は、一口飲んでからにっこりと笑う。

「おいしい」

　その微笑みを見ているだけで幸福な気持ちになってくるというのは、決して大げさではなかった。その証拠に、その場の誰も言葉を発しなかった。疑問は山ほどあるはずなのに。

「そして、お茶には、これが必要ですわね。紀州産南なん高こう梅うめ」

　加寿子は壺を開け、そこから梅干しを取り出した。大おお粒つぶのそれを上品に口に運び、極ごく上じようの微笑みを投げかける。

「ああ、とてもおいしい」

　梅干しがまるで酸さん味みを持っていないかのような穏おだやかな表情だった。その顔で、彼女こそが一成の言っていた、けーな以外の『単一食材拘泥者』だと知れた。つまり、しばらく前から加寿子はここにいたのだ。

「……説明してもらえますよね？」

　阿九斗が言った。

　加寿子は一成を見てうなずく。一成は了りよう解かいした、と頭を下げてから口を開いた。

「結論から手短に言ってしまうと、私は黒魔ま術じゆつの秘術を守る役目を負っている。つまり、私が長老だ」

「……あなたが長老様！」

　不二子が絶句した。

「黒魔ま術じゆつ師しの長老？」

　阿九斗が聞くと、不二子が説明をした。

「黒魔術師の間にだけ噂うわさされてきた伝説がありますの。長老が誰も知らない真の黒魔術の秘術を守り続けてきたと。ですが、誰も見たことがないので、てっきり噂だけだと……」

「ああ。そして、秘術とは、もちろん、魔王のことを指す」

　一成はそう言って立ち上がった。そして、部屋の扉とびらを開け、奥に入るように促うながす。皆、一成、加寿子に続いて扉をくぐった。

　扉の奥は倉庫につながっていたはずだったが、扉を抜ぬけてみると、そこは奇き妙みような装そう飾しよくの部屋の中だった。

「……異空間、とは違うな。転送されたのか」

　阿九斗はつぶやく。

「そうだ。ここが君の産まれた場所だ」

　一成は何気なく言った。が、それは阿九斗にとっては衝撃的な一言だった。

「……な！」

　周囲を見回す。

　実験室、とでも言うべき場所だ。学校の教室ほどの広さの部屋の中央に、円えん筒とう形けいの透とう明めいなケースが置かれている。そこからはチューブやケーブルが伸のび、コンソールを備えたパネルに接続されていた。

「魔王とは、人間であって、人間でないものです」

　加寿子が口を開いた。そして、こう続ける。

「一番最初から語らなくてはなりません。最初の魔王、それはご存じの通り、ゼロ、です。人類の英知は、大昔に人工知能、ゼロを誕生させました。しかし、ゼロは、人類が滅びたがっているという悟りを得ました。そこで、人類を滅ぼさぬよう、人類をすべて洗せん脳のうし、自分と同化させようとしたのです。それに対抗して人類が戦いを挑んだのが、第一次魔王大戦でした。そして同じことが現在も起こっています。

　第一次魔王対戦時は、人造人間はまだ少なく、人類は戦いに勝利することができました。しかし、新たな人工知能の開発には失敗しました。ゼロを放ほう棄きすることはできなかったのです。ゼロこそ、ひとつの奇き跡せきでした。現在も、ゼロがどうして独自の知能を持つに至ったのかはわかっていません。

　そこでゼロをベースに神々が作られました。神々は人間の思考データを蓄積し、それを流用することで、人間と同じ思考方法を得ることができました。その結果、ゼロのように狂わずに済んだのです。完全な人工知能とは、狂っているものなのでしょう。知能とは、人間のように矛盾した思考によってのみ正気が保てるとでもいうことなのでしょう。

　人間の思考データの蓄ちく積せきは、現在のライフログと同じものです。洗礼を受けた人間の脳の電流をすべてログとして残すことで、神々は思考のパターンを増やしていきました。しかし、神々は人類が進化のために滅びなければならないという結論に達しました。ゼロと理由は違えど、人類はいずれ滅ぶと結論づけたのです。

　神々は性急に人類を滅ぼそうとはしませんでしたので、その結論についての研究が秘密裏に行われました。そして、真の意味での神――つまり、過去の宗教における造物主としての神――がいるのではないかという結論に達しました。それが〝人間を人間たらしめる自我〟を生み出したのだと信じるに足る理由があるとしたのです。研究者たちは、その自我そのものを自じ同どう律りつと呼び、神と同一視しはじめました。

　それは純粋な意味での信仰と同じだと考えてもらって構いません。神が宿る人間が定期的に生まれると信じたのです。転生、とでも言いましょう。その信仰の持ち主こそ、最初の黒魔術師たちです。

　そして、その信仰が彼らに魔王を作り出させる動機となりました。人類を滅ぼすことが可能なだけの能力を持った存在を作り出したのです。魔王は人間であって、人間ではない。卵子にマナを注入して作り出した真の意味での人造人間です」

　加寿子のその言葉は阿九斗に衝撃を与えた。

「僕が、そんな存在だって……」

　阿九斗は絶句する。

　けーなと不二子が阿九斗に無言で寄より添った。

　加寿子は、そんな彼らの姿を見ても、微笑みを絶やさなかった。そして、こんな忠告までする。

「現実は現実ですもの。早めに精神を切きり替かえるのが健康に良いと思いますよ」

「……そ、そんな言い方はないでしょう？　あーちゃん、ショックを受けているんですから」

　けーなが抗こう議ぎした。

　しかし、微笑んだまま小首をかしげる加寿子である。

「あら？　でも、真実を知らなければ、これからのことに対処できませんよ？」

「だけど……！」

　けーなが文句を言いかけるが、阿九斗はそれを制した。

「ありがとう。でも、確かに先を聞かなくちゃいけない気がする」

「あーちゃん……」

　けーなは引き下がった。

　加寿子が微笑んでうなずいた。

「やはり魔王はよくわかっていますね。先を続けましょう……。自同律、すなわち本当の神は、純粋な信仰なのかもしれません。つまり、自同律の実在は確かく認にんされていません。まるで無意味で実在すらしないのかもしれないということです。ですが、重要なのは、このように、我々の神、つまり進化した人工知能の神が、自同律という宗教的な意味での神を信仰しているということです。少しおもしろいでしょう？」

　加寿子以外の誰も笑わなかった。だが、それがさして不満でもないというように加寿子は平然と話を進めた。

「結論を言いましょう。魔王は人間が生み出した最強の兵器です。それ以上でもそれ以下でもありません。帝てい国こくを動かしている魔ま力りよくのすべてをあなたは使うことができるのです。覚かく醒せいしさえすれば」

「そんな……！」

　阿九斗はつい声をあげていた。

　確かに、以前、望ぼう一いち郎ろうから聞いたことと矛盾はない。神々が魔王といわば共犯であることは認にん識しきしていた。だが、まさか覚醒しさえすれば、無条件で力を行使できるような存在だとは。だが、覚醒？　ピーターハウゼンがいたときにも覚醒していたのではなかったか。

「だけど、黒魔術師は平等に魔術を使える世の中のために、ピーターハウゼンを作ったはずでは……！」

　阿九斗が自らの存在を無意味にしたくない、とでも言いたげに、必死な声をあげた。

　しかし、加寿子はにべもない。

「ピーターハウゼンがいれば、すべての魔力を使えるという証明にしかなっていませんよ、それは。最初の黒魔術師たちは、その危険性が故ゆえに全員が殺されました。いえ、長老だけは残されましたが。後の黒魔術師たちは、最初の黒魔術師たちから断片的な情報しか得ていません。平等という信仰が基き盤ばんになった、ただのハッカー集団ということにでもなるでしょうね」

「長老が残された……？」

　恐おそるべき考えが浮かび、まさか、と阿九斗は声をあげる。それを察したかのように、加寿子はにっこりと微笑んだ。

「そうです。長老を残すことで魔王の生成技術を残したのは、当然ながら歴代の皇こう帝ていです」

「……！」

　不二子は完全に顔色を失っていた。

「それなら、わたくしたちの活動は……！」

「無意味、ではありませんよ。ただ、あなた方の求めていた答えを、皇帝と長老は知っていたというだけのこと。政府の穏おん健けん派はも強行派も知らなかったんですよ。皇帝は政治には関かかわりませんからね」

　加寿子の笑えみに変化はなかった。まるで阿九斗たちの感情に興味はないかのようだった。

　しかし、阿九斗は、この場での出会いの意味を敏びん感かんに察知した。

「では、ここで出会ったことは偶ぐう然ぜんではないんですね。つまり、あなたは僕らがここを見つけ出すだろうと予測して……」

　その言葉に加寿子はうなずき、小さく手を叩たたく。

「ああ、すばらしい。この代の魔王は鋭するどいですね。私は宮殿を追い出されてしまいましたので、力を借りに来たんですよ」

「力を借りに……？」

「宮殿に居るのは、私でなく２Ｖという私の双ふた子ごの姉です。ゼロを使い、私し怨えんから宮殿と国を簒さん奪だつしたのです。もちろん、あなたは帝国の奪だつ還かんに協力していただけますよね？」

　加寿子はかわいらしく首をかしげた。

　しかし、阿九斗は何も言わなかった。

「あら、そうだ。説明が足りなかったですね。ゼロと２Ｖを倒せるのは、たぶん、魔王として覚醒したあなただけでしょうね。だからこそお願いしているのです」

　加寿子がもう一度、小首をかしげると、阿九斗は小さく言葉を発した。

「僕が、覚醒？」

「そうです。あらら、また説明していませんでした。魔王は神々のすべての力を使えると言いましたよね？　その魔力は、過去の人々のライフログに由来しているんです。大量の人間の思考データを抱えているほど演算速度があがる、と考えてくださいな。覚醒というのは、それをすべて使えるようになることです。そうですね、簡単に言いましょう。人間がたくさん死ねば、その死んだ数だけあなたは強くなります。ですから魔王の力は際限なく増大していくのです」

　面おも白しろそうに加寿子は笑った。

「そんなに忌いまわしい力なのか」

　阿九斗はつぶやいた。

「そうでしょうか？　考え方次し第だいですよ。無残に殺された人の分だけ力が上がるというわけではないのですし。ですから、あなたが悪いことをしているということでもありませんし」

「だが、覚醒した僕の力は、つまり、何の制約もないんだろう？」

「そうですわ。あなた一人が世界を滅ぼしも救いもする力を持つ。あなたの気分次第。それでいいわけがないでしょう？　だから、私はもう一度言います。あなた、皇帝に仕えなさい」

　加寿子は阿九斗に向かって手を伸ばした。




　　　　　○




　絢子がヒロシによって運ばれてきた場所は、遊園地にあるお化け屋や敷しきの屋根の上だった。今、二人はその看板の裏の、数人は余よ裕ゆうを持って隠れることの可能な広さのスペースに座すわっている。

「ゆう子、ヒロシは本当に戦うつもりなのか？」

　隣となりに座るゆう子に、絢子は問いかけた。絢子をこの場所に下ろすと、ヒロシは再び飛んでいってしまっていた。

「そうみたいだよ。わたしのしたことのせいで、そんなことになってしまったみたいだけど……」

　ゆう子は自分の行いを悔くやんでいるようだった。

「だったら、ここで座っていていいのか？」

「だけど、わたしが動くと足手まといにしかならないから。そりゃ、悔くやしいけど、できることが何もないんだよ。もし、力があっても、何かできるかどうかわからないけど」

　絢子は、先ほど聞いた言葉を思い出す。

　ヒロシは自分の名声を利用して、人々を立ち上がらせるべく戦うと言っていた。

　――だが、ゼロを倒した時に、本当にそれで終わるのか？　人々が立ち上がった後に、何が残るというんだ？　その時に、英えい雄ゆうは一人取り残されてしまうんじゃないのか？

「やっぱり、ゆう子、あなたが何かしないと駄だ目めだ。男が何か無む茶ちやをしようって時に、仲間はそいつを一人にしちゃ駄目だ」

　そう語りながら、絢子は自分のためにそれを言っているような気がした。

「恋れん愛あいとか抜きで、どうこうするのは難しいとは思うが、誰に対しても無条件で支し援えんしてやれる人がいないと、そいつは倒れてしまうよ。たとえ成功したように見えても、みんなからちやほやされていても、それは条件付きのことだ。失敗すればみんな離はなれていく。だったら、無条件で何かしてやれる奴やつがあいつには必要だろ？」

　絢子のその言葉に、ゆう子はうなずいた。

「言っている意味、なんとなくわかるよ。でも、お姉ちゃん、ヒロシ君のこれから先のことをわかっているみたい……」

「どうしてなんだろうな。わかる、といえばわかる気がする。不ふ吉きつな予感が消えないんだ。もしかしたら、今回のことが誰かの手のひらの上で操あやつられているみたいな……。そして、その中のコマの一つにヒロシも入っているみたいな感じがしてならないんだ」

「不安になるのはわかるけど……ここがお化け屋敷の上だからって思いたいな」

　ゆう子は努めて明るく言った。

　絢子も軽く笑う。

「お前を連れてきたとき、自分から入りたいと言ったくせに、入ってから泣いたよな」

「そうだっけ？　魔ま獣じゆう苦手は血が混じったせいばかりじゃないんだなー」

　ゆう子は自分にあきれたように言った。

「さて、ヒロシはどうしているかな……」

　絢子は生徒手帳でニュース配信を見る。報道も動き出していた。

　キャスターが戒厳令を繰り返し強調している。つまり、これは沢たく山さんの人々が表に出ていることを意味していた。その原因は、キャスターの後方のモニターに映し出されていた。

《かつて魔王を倒たおした謎なぞの勇者が、再び現れました。ですが、今度は治安を乱す敵としてです。彼はこともあろうに騎士を残ざん虐ぎやくに殺し、市民にも国家に反逆せよと訴うつたえています》

　キャスターは無表情にそう告げていた。

「嘘うそを報道している……」

　ゆう子は不満げに言った。

「だが、キャスターは人造人間ではない。もしかしたら変化はあるさ」

　絢子が言った。そして、その言葉は本当になった。

《各地から映像が入っています。旧体制の権力の亡もう者じやたち、すなわち司祭たちが次々と各地で反乱を起こしています。市民の皆みなさんは、危険な地域に近づかないようお願いいたします》

　キャスターは、淡たん々たんとそう繰り返していた。

　だが、各地の現地レポーターから送られてくる映像に、ヒロシの呼びかけが交じっているものがあるらしく、後方にある複数の小型モニターからその音声が小さく聞こえてくる。一いつ般ぱん視し聴ちよう者しやに聞こえぬようにしてあるため、何を言っているのかはわからないが、ニュース報道の現場では、皆、それを聞いているのだ。

　と、いきなりキャスターの口調が変化した。

《いえ、ここで真実をお伝えしようと思います。かの英雄は反乱者ではありません。もちろん、立ち上がった人々も。権力の簒奪者は人造人間ですらありません。人造人間を操るゼロです。皆さん！　これを倒すために我々も立ち上がりましょう！　私も免めん職しよくを覚かく悟ごで叫さけびます！　皆さん！　立ち上がりましょう！》

　キャスターは叫び、ヒロシの映像を流しはじめた。

　が、それも一瞬のことで、画面は青だけのものに切り替わり、やがて録画番組に変へん更こうされた。それでも、絢子とゆう子は顔を見合わせて微笑みあった。

「動き出したね」

「ああ。どうなるかな。だが、これで私たちも動けるようになったな。列に加わろう」

　ゆう子と絢子は立ち上がった。

「うん。でも、ゼロを倒せるのかな？　神々はゼロの手に落ちているし……」

「え？　ゼロを倒す方法を見つけたからああ言っていたんじゃないのか？」

　絢子は驚おどろきの声をあげる。

「え？　だって……そんなのわかっていたなら、すぐできるんじゃないの？」

　ゆう子はきょとんとした。

　それを見て絢子は自分の過あやまちに気づいた。

「しまった……もしかして、ヒロシたちはけいすを知らないのか？」

「けいす？」

「かつてゼロを封ふう印いんしたとされる人造人間だ。そうか、知っているとばかり思っていたが……。ああ、私たちにもやることができたぞ。私はけいすの姿をしっかりと見ているのだから」

　絢子は身体に活力が戻ってくるのを感じていたが、その一方で、嫌いやな予感が拡大していくのを止めることができなかった。




　　　　　○




「とうとうはじまったな」

　２Ｖは言った。

　すでに宮殿の人間の職員たちは逃にげ出している。２Ｖがこの場を離れるように指示を出したのだ。だが、宮殿の中では、忙いそがしそうに動き回る人ひと影かげばかりが目につく。もちろん、すべてが人造人間だ。

　結局のところ、２Ｖはこの広い宮殿に一人ということになる。

「民衆はあなたを消しよう滅めつさせるつもりですか？」

　話しかけてきた人造人間の一人は、ゼロの声をしていた。

　２Ｖはうなずく。

「一部の者はそういうことだろうね。ただし、そううまくはいかないと思うね。賭かけてもいい。こちらもただでやられるつもりはないよ」

　複数浮遊させたスクリーンには、宮殿に向かって迫せまってくる司祭たちの姿がある。宮殿を囲む公園内で非魔術武器の発する炎ほのおが散発的にあがっている。人造人間たちの指揮はゼロに任せているため、人を殺すことはできず、司祭のように武装している者が集中しているエリアは人造人間が破は壊かいされて突とつ破ぱされているらしい。

「しかし、それならばあなたが直接に手を下せばいいはずです。人造人間に任せては、必ず突破されます」

　ゼロが言った。

　スクリーンを切り替えると、宮殿近くの道には民衆があふれていた。人造人間はラッシュアワーのごとくに密集する人々を、傷つけぬように押おし返しているが、ほぼ暴動の様相を呈ていしている人々は、一向に解散の気配を見せない。

「突破されても問題ないんだよ。いや、突破されたいというところか」

　２Ｖは玉座から、ひょい、と飛び降り、人造人間の一体を呼び寄せた。

「さて、これから舞ぶ台たいだ」

「舞台とは、この場合どういう意味ですか？」

　ゼロの質問に、２Ｖは笑ってスクリーンを指さした。

　各地で住民をあおり、この暴動を引き起こしたブレイブ＝ヒロシが、宮殿に向かって来ている。宮きゆう殿でん敷しき地ち内ないでエネルギー補給ができない弱点は克こく服ふくはしていまいが、何らかの対策は考えているだろう。

「私の死に様を見せてやろうということだ。それを見せつけてやることこそが私の目的なのだから。そして、その仕上げのために必要な二つの事こと柄がらが達成できていないが、事態がここまで進んでしまってはやむを得ない。その二件……加寿子と、けいすの捜そう索さくは進んでいるのか？」

　そう聞かれてゼロは答える。

「加寿子は間もなく発見できるでしょう。優ゆう秀しゆうな個体を送りましたので。しかし、負けるおつもりなのですか？」

　その言葉が発せられた瞬しゆん間かん、宮殿全体が振しん動どうした。

　地の底から響ひびいてくるそれは、間近に迫ってきた人民たちのものだった。

　しかし、２Ｖはこの状況下でも、不敵な笑みを見せた。

「負ける？　そうはいくか。手始めだ。本気を出していいぞ。まずは、あの勇者様を引っ張り出さなければならないからね。スタンスティック、及および催さい涙るい弾だんの使用許可を出そう」

　２Ｖは命じた。




「殺そうとはしていない、けど……！」

　ヒロシは眼下の光景を見て怒いかりに身を震ふるわせた。宮殿に迫っていた集団の先頭に当たる人々が、宮殿につながる橋の手前で倒れていた。境界線を刻まれているかのように、そこから先に人々は行くことができない。橋の上には人造人間がおり、スタンスティックを手に行く手を阻はばんでいた。

「領域に入ってから十分……いや、攻こう撃げきのエネルギーを残しておかなくてはならないから、三分ほどか……」

　ヒロシは視線を宮殿の上に向けた。そこに巨きよ大だいな多面体、すなわちゼロの本体が浮遊している。それを破は壊かいすることができれば、おそらくゼロの活動は停止させることができる。そうなれば、２Ｖの弱体化は確実だ。

「どうする……突っ込むべきか……？　三分のうちに決着をつけられなければ終わりだ」

　ヒロシは自問した。




　　　　　○




「手をお取りになりませんか？」

　加寿子は聞いた。

　阿九斗は静かに加寿子を見み据すえていた。

「僕がそうしなければならない理由がわかりません」

　落ち着いた声で阿九斗が言うが、加寿子はころころと笑った。

「あらあら、そうですね、言われてみれば理由はありませんね。でも、あなたも、あなたの力を持て余しているんでしょう？　それならば、断る理由もないじゃないですか。そして、今、この帝国が私の双子に奪われています。お願い。まずは、これを倒していただきたいの？　ねぇ、よくって？」

　その理り屈くつは阿九斗にもよく理解できていた。しかし、素す直なおに手を取る気にもなれなかった。

「そのために、僕をここで待っていたんですか？」

「そうですよ。ゼロの力は知っていますもの。対たい抗こうできる者はあなたくらいしかいなくて」

　加寿子はそれが自然なことのように微笑んでいる。すべてが自分のために存在すると言いたげな態度だった。だが、それが彼女にとって当然の有り様なのも、その場にいたすべての人間に理解できていた。

　それでも、阿九斗は加寿子に鋭い目を向けた。

「なぜ、謝罪がないんですか？」

　意外なことを言われた、という風もなく、加寿子は、純粋にその質問の意図がわからないというように首をかしげた。

「謝罪ですか？　何の？」

「どうして、僕の……この帝国の秘密を隠していたんですか。そのために何度も戦争になったんじゃないんですか？」

　そう問とい詰つめられた加寿子は、口元に手を当てて上品に笑った。

「ほほ、ねぇ、おかしいこと。だって、歴代の魔王は自らの秘密を知って、戦争を起こしたんですよ。神々を使ったシステムそのものを破壊しようとしたのです」

「だが、そんな危険な存在なのに、魔王は生まれる……いや、誰かが生み出す」

「はい。帝国に一人はいなければいけないのです。何百年かに一度は生まれなくてはいけないのです。そうでなければ、神々のシステムにおけるバグ……たとえて言えば膿うみのようなものが溜まって神そのものが破は綻たんします」

「それなら、僕は……」

　阿九斗は口をつぐんだ。

　それが事実なら――そして、それは確実に事実だろうが――魔王と呼ばれた者たちは、この世界を支配するシステムそのものを破壊するために、あるいはシステムに従う人々を守るために、勝利の先に何もない戦いに身を投じたことになる。だが、それが運命だったわけではない。定められた運命としてそうなったわけでなく、自分でそれを選択したということだけは間違いない。

「僕は、僕であっていいんだな」

　阿九斗はつぶやくように言った。

「はい？　どういう意味です？　あなたは魔王で、凄すさまじい力を宿した不安定な存在なんです。だから、私の下で……」

　加寿子のその言葉を阿九斗は遮さえぎった。

「違うな。僕は僕だ。僕が誰であるかは僕が決める」

　阿九斗は目を加寿子に向けた。

「あなたにそうするだけの度量がありますか？　国を背せ負おうだけの？　ないでしょう？」

　加寿子は笑みを絶やさない。

　しかし、阿九斗は首を振った。

「いや。僕には彼女たちがいる」

　けーなを見た。

　不二子を見た。

　淑恵を見た。

　そして、その場にはいないが、絢子、ころね、ヒロシを阿九斗の目は見ていた。

「僕は、彼女たちを愛する僕だ。だから、僕は僕だ」

　けーなたちは言葉を発しなかった。だが、その目は阿九斗をしっかりと見つめていた。

「では、あなたは国家に従わないのですね？」

　加寿子は聞いた。

「取引だ。僕は、あなたの思おも惑わく通り、２Ｖとゼロを倒そう。だが、僕の心には手を出すな」

　阿九斗が言うと、加寿子は笑ってうなずいた。

「ほほ、面白い方。いいでしょう。それなら……」

　加寿子がそう言って、阿九斗に向かって一歩を踏み出した時だった。

　細い、糸のような光こう芒ぼうが部屋をよぎった。

　それは背後から阿九斗の胸を貫いて前方へと抜けた。

「え……」

　阿九斗は動きを止めた。

　胸から血が流れはじめた。

「あ、あーちゃん……！」

「阿九斗様！」

「これは、レーザー……！」

　けーな、不二子、淑恵が悲鳴のような声をあげた。

　阿九斗は自らの胸に手を当て、その手のひらを浸した血を見て、信じられないという顔になった。そして、光芒が放たれた方向を振り返る。

「ころね……！」

　そこには光線兵器を抱かかえたころねが立っていた。

　阿九斗は衝撃と悲しみに顔をゆがめたが、それと対照的にころねは冷徹さすら感じられない無表情で阿九斗を見返した。

「貫通して加寿子まで光線が届くかと思いましたが、やはり丈夫な身体ですね。とはいえ、加寿子だけでなく魔王も標的ではあります。まさに一石二鳥。次は射線を遮らないでください。魔王よりも加寿子を殺すように優先順位がつけられています」

　ころねは冷静に言い、よろめいた阿九斗の身体の陰からその姿が見えるようになった加寿子に光線兵器の狙ねらいをつけた。

「いかん……！」

　と、それまで黙っていた一成が、部屋の床ゆかに向かって手をかざした。その手に呼応して部屋全体が光り輝く。

「転送円！」

　その正体に気づいた不二子が声をあげた。

　この部屋の内側に居る者を転送する魔法がかけられていたらしい。一成はそれを発動させたのだ。

　阿九斗と、それに駆かけ寄ったけーなたち、そして一成と加寿子の姿が消え始める。が、ころねは素す早ばやく転送円に滑り寄ると、ポシェットから出した転送円発生装置を素早くそれに重ねた。

「これで、転送は不完全なものになります。すなわち、この転送は、こちらの指定する位置に出現することになります」

　ころねは言った。

「しまった……なんと速い……！」

　一成が悲鳴のような声をあげた。

　が、一成たちの姿は完全に消え、そして、ころねの姿も消えた。




　次の瞬間、彼らが現れたのは、どことも知れぬ森の中だった。

　阿九斗と、その周囲にけーなたち三人。その前に加寿子、そこから少し離れて一成。さらに離れて、ころね、という位置関係のままだ。

「逃亡しようとしたのでしょうが、あまりに行動が遅い。この森の中なら、非転送での逃亡も困難でしょう」

　ころねは言った。

「こ、ころね……」

　阿九斗はそう言いながら、よろよろと立ち上がる。

「加寿子との間に入らないでください」

　ころねは光線兵器を構えた。

「ころねちゃん、やめて！」

　けーなは叫ぶが、やはり以前と同じだった。ころねは無表情のままだ。

「やめろ、ころね、誰も撃うつな……！　僕はいい、だが、君が人を殺すなんて……」

　阿九斗がころねの方にふらふらと歩き出す。

「魔王は人でなく、皇帝も人ではありません。それでは、さようなら」

　ころねは言った。

「やめろ！」

　力を振り絞った阿九斗がころねに飛びかかる。ころねが構えていた光線兵器に抱きつくようにしてその照準を加寿子から外し、背後を振り返って声をあげた。

「逃げろ！」

　しかし、それを聞いた加寿子は、不思議そうに首をかしげた。

「逃げろ？」

「そうだ、逃げ……」

　そう阿九斗が言った時だった。

「邪魔だと言ったはずです」

　ころねがその腕わん力りよくで光線兵器を阿九斗の身体の下にねじ込んだ。銃じゆう口こうが阿九斗の腹に押しつけられる。

「あーちゃん！」

　けーなが阿九斗に駆け寄る。

　が、次の瞬間には、阿九斗の背中から光線が突き抜けていた。

「……！」

　けーなが声にならない悲鳴をあげる。

　阿九斗の身体が、ずるり、と下に落ちていく。

　ころねが無造作に阿九斗の身体を振り払った。

「ぐ……」

　阿九斗は地面に倒れてうめいた。まだ息があった。

「あーちゃん！」

「阿九斗様！」

　けーなと不二子が阿九斗に駆け寄る。淑恵は震えて身動きが取れずにいた。

　しかし、そんな状況にあって、加寿子だけは、まだ不思議そうに阿九斗を見ていた。

「どうして、逃げろ、なんておっしゃるの？」

　加寿子は言った。本当に不思議そうに。

　口から血を流しながら、阿九斗は答えた。

「あなたも僕と同じように生まれつき力を背負わされた人だからだ……。あなたを守ろうと思ったのは……。そういう仲間がかつて僕にもいてくれた……。僕の正体を知りながら、勝手な戦いに付き合い、笑って死んでくれた友達が……」

　阿九斗はうめくように言った。

「あーちゃん、もうしゃべらないで……」

　けーなが阿九斗を助け起こす。

「ああ、阿九斗様が覚醒さえしていれば、こんな傷……」

　不二子は悲痛な声をあげた。阿九斗に治ち癒ゆの魔術を使ってはいるが、まるで効果を発はつ揮きしないのだ。
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　阿九斗の顔はみるみる赤みを失っていった。けーなを見て、微笑むように口を動かしたが、やがてその首は力なく地面に向けて傾いた。

　けーなの手の中で、阿九斗の身体は力を失った。

「あーちゃん！」

「阿九斗様！」

　二人は悲痛な声をあげる。阿九斗を生き返らせようとするかのように、その身体に必死にすがりつく。

　しかし、ころねは、ちら、と阿九斗の死体を見ただけだった。彼らを迂う回かいして前に出る。

「まったくあっけない。皇帝なぞ死んでまで守る存在ではないというのに」

　ころねが加寿子を見据える。

　その視線を受け止めて、加寿子は笑った。

　しかも、楽しそうに。

「ほほほ。そうですね。守るべきではありませんでした」

「皇帝を無価値な存在と認めましたか。では、死ぬことも問題ありませんね」

　ころねは光線兵器を構えた。

「違いますよ」

　加寿子は言った。

「？」

「私は守られる必要などないのです」

　加寿子は手を振った。複数のマナ球が身体の周囲を舞まう。

「黒魔術……！」

　ころねは警けい戒かいして後方へステップ。が、加寿子は驚いたことに、それを追って前に出た。

「黒魔術ではありませんよ。皇帝家に伝わる秘術、八や尺さか瓊にの勾まが玉たま」

　加寿子は手を舞わせる。その動きに応じてマナ球は舞い踊おどり、ころねを襲おそった。

「攻撃パターン不明。直近の起動のみ回かい避ひ……！」

　ころねは身体をよじるが、不規則な起動のマナ球はころねの身体にめり込む。

「……！　回避不能……？」

　マナ球はころねの身体に粘ねばり付つくように動いていた。しかも、ほとんど勢いをつけずとも、打だ撃げきダメージを与えることが可能であるらしい。

「私は死ぬまで舞い続け、あなたは死んでからも舞い続ける。そういう秘術です」

　加寿子は笑いながら舞う。ころねは人造人間といえど、ダメージに耐たえきれなくなったか、素早くポシェットを開くと、その中に自らの身体を投じた。

「あら？」

　加寿子は意外そうに目を見開いた。

　ころねの身体は小さなポシェットに足から吸い込まれていき、あらかた身体がポシェットの中に消えたところで、最後に残しておいた手で空中に転送円を描えがき出すと、そこにポシェットを吸い込ませた。

「優秀な人造人間ですわね」

　加寿子はにっこりと笑った。そして、泣いているけーなを見る。

「お亡なくなりになりましたね」

　加寿子が言うと、けーなは泣きながら加寿子を見上げた。

「ど、どうしたらいいの……？」

　一方、不二子は加寿子への恨うらみを隠さない。

「あ、あなたのせいで……」

「あら？　それは関係ありませんよ。そして、彼自身が言った通り、彼があのような行動に出たのは、その死んだご友人のせいでしょう？」

　加寿子は、そのご友人と言った時、けーなの胸むな元もとを指さしていた。

「ふ……ふえ？」

　けーなは泣きながらも、自分の胸元が光っていることに気づく。

「な……なにこれ……ぴーちゃん？」

　首から吊つるして、服の下に入れていたネックレスを取り出す。光が外にあふれ出してきた。ネックレスに加工していたピーターハウゼンの牙きばが輝いていたのだ。

「ぴーちゃん……」

　阿九斗が友と呼んだ存在が、その心に応こたえて何かを指し示しているかのようだった。

「これは……」

　けーなはピーターハウゼンの牙を優やさしく胸に抱いて目を閉じた。

　そして、彼女に語りかける何かがいるかのようにうなずく。

「ど、どうしましたの……？」

　不二子がおずおずと問いかける。

　けーなは目を開けた。

「あーちゃんを生き返らせる方法があるって……」

「なんですって……！」

　不二子が驚く。と、その言葉を加寿子が継ついだ。

「『冥めい界かいの王の棺ひつぎ』……それが、魔王を甦よみがえらせる装置の名です。そして、もちろん、同時に覚醒のための装置でもあります……」

「なぜ、そんなものがあるんです？」

　あまりのことに圧あつ倒とうされ、それまで言葉を失っていた淑恵が言葉を絞しぼり出すようにして聞いた。

「魔王は歴代、数多くいました。中には精神的に未熟な者も。だから、いくつかの試練が魔王には与えられる。そういうことなのでしょう。まるでそれが安全装置であるかのように」

　加寿子が答えた。

「じゃあ、場合によっては目覚めない……」

「でしょうね。覚醒しようとしても、そこで死んだ者はいたでしょう。さ、お行きなさい。私は待っていますよ」

「待っている……？」

　不二子が顔を加寿子に向けた。

「ええ」

　加寿子はにっこりと微ほほ笑えんだ。

「帝国のための魔王が生まれるのを」







４　一番最後の魔王







「仮想異空間で見た、ゼロを封印するための人造人間？」

　ゆう子こが聞いた。

　絢じゆん子ことゆう子は営業していない遊園地から抜ぬけ出でて、どちらへ向かうべきかを話し合っていた。徒歩で宮殿方面へ向かうことも、浅草からならそう無む謀ぼうな距きよ離りではない。だが、その前に、けいすを見つけるべきというのが絢子の主張だった。

「そうだ。背中に長い刀を背負った背の低い女の子で、スハラ信者のような和装で、髪かみを後ろで結んでいる」

　絢子はけいすの外見を説明した。




　ゆう子は怪け訝げんな顔になる。

「……そんな目立つ格好で、しかもそんな能力の持ち主ってことはゼロも承知していたわけだよね？　どうしてもう捕つかまっていないの？　人造人間はあらゆる場所を監かん視ししていたんでしょう？」

「そうだ。さらに言えば、向こうの方が過去の資料もよく調べていて、けいすが元々居た場所も知っているはず」

　絢子が推測も交えて言った。が、その推測は大きく外れてはいないだろう。

「それなら、もう捕まっているんじゃ……？」

「いや、元々の居場所がメギス神の神しん殿でんであることはこちらもわかっている。でも、そこから報告はないわけだろう？」

「そういえば、そうだけど……」

「そこから、けいすはそう離れていない場所にいるはず。ゼロを封印するための能力を持っているということは、ゼロから姿を隠すことができるのかもしれない」

「それなら、どうなるの？」

　ゆう子は不思議そうな顔をしたが、絢子は、ある可能性に思い至っていた。

「メギス神殿はすぐに封ふう鎖さされたはず。人間で中に入った人はいない……」

「まだ中にいるんだ！」

　ゆう子は声をあげた。

　魔術は使えず、公共機関は動いていない。仕方なく絢子たちは徒歩で帝てい都と中心部へ移動をはじめた。

　地上車は走っておらず、車道を何人もの人が歩いていた。騎き士したちは宮殿に行ってしまっていて不在だが、幸い、略りやく奪だつなどは起きていないようだ。

「宮殿に人が集まっているらしい」

　見知らぬ同士がそう声をかけあっていた。手元の端たん末まつでもニュースは入ってこないわけで、人々は絢子たちと同じく帝都の中央を目指しはじめていた。

　帝都の中心に近づくにつれ、道が混こみ始めた。やがてメギス神の神殿にやってくると、その前はほとんど通勤時の飛行列車のホームのようだった。

　それでも、メギス神殿にわざわざ入ろうという者はいないようだった。それも当然といえば当然、と思われたのは、広い石いし畳だたみの正面玄げん関かんを抜けて大きなガラスの扉とびらまで行くが、そこには鍵かぎがかかっていたからだ。

「どうするの？」

　ゆう子の問いに、絢子は裏に回るように言った。

「以前来たとき、確か鍵を壊しやすそうな扉があったんだけど……」

　絢子が物ぶつ騒そうなことを言った。その通り、裏手には通用門があったが、壊しやすそうということはない。

「別に壊しやすそうってことは……」

　ゆう子がそう言ったそばから、絢子は蹴けりを通用門に入れていた。

　ガン、と鈍にぶい音がして、門の支柱がゆがみ、鍵が根元からずれて外れている。

「意外と金がかかってないものだからな、神殿というのは」

　絢子は言った。

「だからって、ねぇ……」

　ゆう子は壊れた門を手で左右に動かした。きこきこと錆さびた音がした。

　誰もいない広い建造物には独特の空気がある。どこか寒々とした感覚と、響く足音。ましてメギス神殿はちょっとしたショッピングモールまで完備した建物だから、その寂さびしさはかなりのものだ。

「ここで、一人だけを見つけるのは大変そうだね」

「んー、そうだな……」

　絢子は考え込む。しらみつぶしにしていたら結構な時間がかかってしまう。となると、相手の居そうな場所を考えなければならないのだが……。

「あまり頭が良さそうな奴じゃなかった。上の方に行ってみよう」

　絢子は言った。

「上？」

「仮想異空間でも、なぜか山の上から下りてきた。もとからそこにいたとも思えない。ひょっとしたら、上に、上に行く奴じゃないのか？　なんとかと煙けむりと言うし」

「ちょっと会っただけの相手にひどい言い方だよね……」

「ううむ。なんか軽く見たくなる相手だったんだよ」

　絢子は腕うでを組んだ。

　エレベーターに乗り最上階のボタンを押す。案内板を見ると、展望食堂があるらしい。

「ホントに頭悪いなら、絶対ここにいるよね」

　ゆう子がまさにその食堂の表示を指さした。

「だろうな……」

　絢子も同意した。

　最上階で降り、広々とした居い心ごこ地ちの良い空間を抜け、食堂に向かう。と、そちらからカタカタと音が聞こえてきた。食器をがたつかせている音だ。

「まさか……」

　危険な相手だと困る。二人は息を潜ひそめてそちらを窺うかがった。

　いくつも並んだ食堂のテーブルのひとつに屈かがんで食事をしている人影があった。小こ柄がらであるため椅い子すに座らず、立ったまま腰こしを曲げているのだ。その背中には、不ふ釣つり合あいに長い刀を背負っていた。

「……大だい丈じよう夫ぶだ、間違いない」

　絢子は言った。そして、物もの陰かげから出て食堂に入る。

　けいすは、物音に反応して振ふり向むく。

　そして、絢子を見て怪訝そうな顔をしたが、やがて正体に気づいて手を叩いた。

「おお！　先だって会ったおなごではないか」

　けいすには危機感らしきものはまったくない。見れば、テーブルに乗っているのは大量の揚あげ物もので、冷れい凍とう保存されていたものを大量に揚げ戻もどして積み上げたことがわかる。

「……何をのんきに食べている」

「拙せつ者しや、コロッケには目がなく……。それにしても、時代が過ぎてみれば、世界も様変わりしたもの。まさか、神殿に人がいなくなっているとは。いささか心細かったところ」

「馬ば鹿かか、貴様は。ゼロが復活したから司祭たちを軟なん禁きんするか帰宅させたんだ。大体、人造人間が内部を調査しに来たはずだ」

　絢子が言うと、けいすは好戦的に目を細めた。

「拙者、馬鹿呼ばわりは好かんと言ったはずだが」

「そんなことを言っている場合か。言こと葉ば遣づかいは詫わびる。ともかく、ゼロが復活したんだ。封印にはどうしたらいいんだ？」

　絢子が早口で聞いたが、けいすは首をひねった。

「ゼロとは魔ま王おうのことだな。いやいや、拙者、いくら頭が弱くとも、魔王が復活したのなら、のんきにここにはいない」

「頭が弱いのは自覚しているのか……。いや、それはともかく、ゼロは復活しているぞ」

「それがわからない。実は、拙者、魔王、貴様の言うゼロとはマナ的な繋つながりがある。つまり、復活すれば、すぐにわかるのだ」

　けいすが胸を張った。

「それなら、どうしてすべての人造人間たちが支配下に置かれたんだ？　それがゼロの能力なんだろう？」

「ああ、それは、通常時のゼロの能力だ。まだ復活はしていない」

「何だって？」

「復活したなら、すべての人間を自らの支配下に置くはずなのだ。神々がやっているマナを埋うめ込む儀ぎ式しきである洗礼、というものがあるだろう？　そのマナを通じて人造人間のごとくに人間を操ろうとするはずなのだ」

「そんなことができるのか……？」

　けいすは当たり前のことのように言っているが、絢子はそのおぞましさ、恐おそろしさに戦せん慄りつした。が、けいすはそんな様子に気づいていないかのようにうなずく。

「もちろん精神までは操れないだろうが、無気力にしたり、望まぬ行動をしてしまったり、ともかく単純な行動の支配は可能だ。ゼロは人間の完全な保護が必要だと考えている。可能なら、人間がまったく行動を起こさない社会が理想だと考えているはずだ。人間の活動停止、それがゼロの目標になるはずだ」

　そのような知識については仕込まれているのか、けいすはよどみなく説明した。

「では、今、人造人間のみを支配しているのはどうしてなんだ？」

「それはわからない。たぶん、ゼロを操っている人間がいて、そうさせないようにしているのだろう」

「ということは、もし２Ｖツー・ブイを倒したら……」

　絢子は背筋を流れる汗あせを感じた。

「すぐに一いつ緒しよに来てくれ！　ゼロをまた封印する必要がある！」

　絢子は言った。




　　　　　○




「わたくし、あなたはどうしても許せませんわ」

　不ふ二じ子こは一いつ成せいを殺意の籠こもった目で見据えた。

　一成はそれを受け止めて、深刻な顔をしていたが、さすがに笑えみまでは浮うかべていなかった。

「人間には信しん仰こうがある。黒魔ま術じゆつ師しとて信仰からは抜け出せなかったということさ」

　実にドライに一成は言い放った。

「自由な社会をもたらすための黒魔術が信仰だとおっしゃりたいの？」

「自由をもたらすため、魔王が助けてくれるというのがね。実際、神々を信仰させたのはうまいシステムさ。どうしたって人間には物語が必要なんだ。くだらないものでもね。真実というのはいつも実にくだらない。本当に平等な社会とは、全員が魔王の力を持っている社会だとも言える。そして、本当にそうしてしまったら、そこにはくだらない結末しか待っていない。殺し合いだ」

　一成はその場の全員を見回した。

　阿あ九く斗との死体を抱だいたけーな、立たち尽つくす不二子と淑よし恵え。すでに加か寿ず子こは転送魔術を使ってどこかに行ってしまっていた。

「では、阿九斗様には使命も何もなく、ただ不幸にも力を持たされてしまっただけの存在なんですのね」

「彼かれ自身もそれをさっき悟さとったのだろうさ。その点、彼が今起こした行動は実に立派だとも言えるね。さぁ、行き給たまえよ。力を手に入れてくるがいいさ。でも、それが世界を滅ほろぼすためだけの力だとしたら、どんなにか良かっただろうね。そうしなければいいだけなのだから。でも、実際には、誰かが握にぎらなくてはいけない安全弁であり、それ故に付ふ与よしてしまった巨大な力だというだけだ」

「どうして、それを公表しなかったんですの？」

　不二子が聞くと、一成は鼻を鳴らした。

「はん。戦争が早まるだけじゃないか。適度な物語性がそいつをセーブしてくれていたのさ。魔王なら、そいつが悪いってことになる」

「ですが……！」

　不二子が叫ぼうとするが、その肩かたに淑恵が手を置いた。

「行こう。阿九斗君が起きてからでも議論は遅おそくないよ。いや、そこで彼が決めることだよ。ねぇ、私は見てるだけだったけど、私は彼のこと好きだな。とりあえず死なせたままにはしておきたくないんだ」

　その言葉で、不二子は大きく深呼吸をした。そして、しゃんとした顔を作ると、けーなを振り返かえった。

「けーな、行きますわよ。案内なさいな」

　と、そこに一成が声をかけた。

「罪つみ滅ほろぼしとは言わないが、転送してやろう」

「……こちらもお礼は言いませんわ」

「それでいい。場所はどこだい？」

　一成はけーなに聞いた。

「六本木、あとは緯い度ど経度、そして地下へ何メートルかくらいしかわからないけど……。大昔に造られた地下施し設せつがあるみたい。それだけで転送できる？」

「それで十分」

　一成はうなずいて転送に入ろうとする。

「あっと、私は宮きゆう殿でんの近くへよろしく」

　それを遮って淑恵が言った。

「別行動ですの？」

　不二子が聞くと、淑恵はうなずいた。

「けいすを捜さないと。まだ見つかってないってことは、案外、メギス神殿にいるんじゃないかと思ってね。今なら帝都に行っても捕まりそうにはないからさ。あ、もう私の居場所がばれても問題ないだろうから、このゴーグルで見た映像をネットに流すよ。そちらの端末で拾ってくれれば見られるよ」

「わかりました。そちらはお願いしますわ」

　不二子は淑恵と一成にうなずいた。

　一成は転送円を出現させた。




　　　　　○




　空中で待機したヒロシだったが、そこで休む間は与えられないらしかった。飛行型の戦せん闘とうユニットが上空へとやってくる。

「市街地だぞ……」

　ヒロシは周囲を観察する。公園になっている宮殿の敷しき地ち内ないであっても、外側には人が集まっている。なるべく宮殿の内側に落とすようにしなければならない。

　――数は二十。

　飛行型戦闘ユニットの数と、エネルギー残量を確かく認にんする。フィールドに入っていないため、百パーセントのチャージ率だ。だが、使用後に転送の時間を必要とする高エネルギーの武器は避さけなければならない。

「高周波ブレード」

　手から特とく殊しゆ金属の爪つめを伸のばす。高周波振動で切断力を増した爪ならば、エネルギーロスはさほどでもない。

「ふっ！」

　ヒロシは手近な一体に斬きり込んだ。相手の回避行動よりもスーツの飛ひ翔しようは速く、あっさりと一体を切断する。

「落下点を考えるのが厄やつ介かいだ」

　ヒロシは切断されて落下する残ざん骸がいを目で追った。が、その油断を突つくかのように、敵はフォーメーションをとって襲ってきた。空中を不思議な軌き道どうで複数のユニットが飛とび交かう。

「だが、どうせプログラムされたものだろうが……！」

　ヒロシはバイザーの内側に表示されたマルチディスプレイに視線による入力を行う。敵のパターンを予測。スーツに音声で結果の返答を促うながす。

「攻撃の優先順位の指示をくれ。レーザーは不使用を選択」

《了りよう解かい。パターンを認にん識しきしました。指示にコンマ五秒以内に反応できれば、逃とう亡ぼうが可能です。一秒以内に反応できれば、対象を殲せん滅めつできます。推すい奨しようされる行動は対象の殲滅です》

「後者だ。指示を出してくれ！」

《ポインタで示した対象を攻撃してください。一体目は……》

　ヒロシは指示通りに動き、華か麗れいに舞うように攻撃を繰くり出だす。敵は三体同時攻撃を繰り返すパターンを使っているようだった。逃げる相手や、移動が遅い相手ならばそれを避けるのは無理だっただろうが、フォーメーションよりも速く攻撃を繰り出してくる相手には、その威い力りよくは半減させられていた。戦闘ユニットの繰り出してくる実体弾だんも光線兵器もヒロシをターゲッティングできず発はつ砲ぽうそのものが行われない。ヒロシの動きに対応したフォーメーションの選択が遅おくれているのだ。これはつまりコンピューター性能が違ちがうということだった。

「行ける……！　飛行ユニットの数は……？　増ぞう援えんはあるのか？」

　ヒロシはかなりの数を落としたところで周囲に目を配った。

　その余よ裕ゆうのおかげだろう。周囲の音が耳に入ってきた。

「いいぞ！」

「我らが勇者！」

「我らが英えい雄ゆう！」

　そういえば、ここまで多くの群衆の前で戦ったことはなかった。リリィが言っていたように、それだけの声せい援えんが自分に向けられている責任というものをひしひしと感じる。

　――英雄としての行動……か。

　責任も重いが、これほど多くの人が自分を応おう援えんしているということは、何より勇気を与あたえてくれた。大多数の支持を得られるということは、心強かったし、何より、そこまでの人数がひとつになった意志である。それは正義と呼ばれるに決まっていた。

　――人々のために戦う……。人々の意志を背負って、そのために戦うということか！

　ヒロシは何か重要なことを理解した気がしていた。

　最後の一体を斬り、エネルギー残量を確認。飛行状態維い持じの行動のみでチャージまで二十秒。問題はない。

　下を見た。

　巨大な多面体、すなわちゼロは眼下にある。

　――倒たおし方はわからないが、時間は稼かせげる……。

　その多面体の中が仮想異空間になっていて、そこでプログラムであるゼロの維持が行われているはずだ。つまりゼロに実体はない。だが、プログラムと所持しているデータの大半を破は壊かいしてしまえば、その機能の大半を失うことには違いない。かつて阿九斗もそうしてスハラ神を倒したのだ。

「一気に行こう。プラズマ球を使うぞ」

　ヒロシは命じた。それはこのスーツにおける最強の武器だった。




　上空で戦うヒロシを見上げ、絢子とゆう子は人ひと混ごみに窮きゆうしていた。まさに一歩も動けない状態におかれている。けいすとともに人間の海に埋まりそうな状じよう況きようだ。

「まいった……動けないぞ」

「でも、宮殿に行ってどうするつもりなの？」

　ゆう子が聞いた。

　それはそうだ。確かに見ていることしかできない。少なくとも自分には。

「けいすだけでも行ってもらうか……」

「いや、拙者、この状態では動けん」

　けいすは言った。彼かの女じよも人に埋もれている。小さいので、その度合いは絢子よりもひどいくらいで、今も絢子の服の裾すそをつかんでいる。

「私たちは魔術が使えないから飛べないが……。君は飛べないのか？」

「そのような無ぶ粋すいなものは装備していない」

「飛べないのか」

「拙者、馬鹿にされるのは好かん」

「わかったから……。少し離れて宮殿に入る方法を考えよう」

　絢子たちはメギス神殿へと後ずさりをはじめた。

「ねぇ、結局、どうやったらゼロを封ふう印いんできるの？」

　ゆう子がそのものずばりをけいすに聞いた。

　けいすは、少し考え込むような仕草をした後、こうとんでもないことを言った。

「そいつは、拙者もとんと覚えていないのだ」




　一方、けーな、不二子、そして阿九斗の死体は、どこともしれぬ広大な空間にいた。

　正確には、どことも知れぬわけではない。座標と地下何メートルなのかははっきりしている。だが、そこは何の用よう途とに造られたのかまったくわからない空間であった。直径で言えば数メートルはある太さの柱が何本もあり、天てん井じようは見上げても先が見えぬ高さにある。そして、三人が居るところにだけ、ぽつりと棺のようなものが置かれている。

「たぶん、何百年も人が足を踏ふみ入いれたことがないのでしょうね」

　不二子が周囲を見回して言った。

　明かりは棺の周囲にだけある。それに照らされた石造りの床には埃ほこりすら積もっていない。それがかつて人間の活動が一度も行われたことがない証しよう拠こに他ほかならなかった。繊せん維い質しつのものが大気中に舞い上あがってなければ、いわゆる埃は積もらない。

　そこが棺を置くためだけの場所であることは明らかだった。おそらく詳しよう細さいを知らなければここにたどり着くことは不可能だろう。そのために造られた訳ではあるまいが、あるときから放ほう棄きされた場所のように思えた。入り口、出口共にないことは容易に想像できた。

「ここの棺でいいのね」

　不二子は聞いた。

　何しろピーターハウゼンの声を聞いたのはけーなだけだ。それは神々の間に残っていたデータであって、いわゆる霊れい魂こんというものではないだろうが、けーなに語りかけたということが因いん縁ねんめいたものを感じさせた。

「大だい丈じよう夫ぶ。これだよ」

　けーなは言った。

　そして、抱きかかえたままの阿九斗を棺に動かそうと力を入れはじめる。だが、阿九斗の身体はけーなには重すぎる。

「ほら、頭のほう貸しなさい。あなたは足を」

　不二子は見かねて手を貸す。

「ありがとう。よいしょ……」

　けーなと不二子は阿九斗を棺に横たえた。

　棺に反応があった。少し離はなれたところにマナスクリーンが出現し、起動した旨むねと現在行っている作業が文字となって流れはじめる。

「このまま待つしかないんですの？」

「そういうことみたい」

　けーなはうなずく。

　不二子は、崩くずれるように、すとん、と床に腰を下ろした。

「大丈夫？」

　けーなの問いかけに、うなずいて答え、不二子は顔を天井に向けた。そして、独り言のようにつぶやく。

「今になって、阿九斗様が死んだままだったらどうしようって思えてきましたわ……。死んだその瞬間は、感情的にはなったけれど妙みように自分が保てていたのに……」

　それを聞いて、けーなが少しだけ笑う。

「あたしもそんな感じがしたよ」

「生き返って欲ほしい。本当にそう思いますわ。だけど……」

「だけど？」

「本当に、それでいいのかしら？　甦った阿九斗様は阿九斗様なの？　それに、甦っても、つらいことになるだけじゃあ、ないかしら……」

　不二子の様子はいつもと違っていた。そんな彼女にけーなは歩み寄り、その背中側から肩に両手を置く。

「あーちゃんはあーちゃんだよ。他の誰でもないもの。この世に生まれた人は、みんなそうなんだよ、きっと。あーちゃんは作られた人だから、だから甦ることができるんだろうけど、それでも、みんな他の誰でもないから大丈夫だよ」

　その言葉に根こん拠きよはなかったし、おそらくは阿九斗が復活できる存在である＝より人造人間に近い存在である、ということを嫌いやでも意識させられてしまうような気もしたが、それでも不二子の心は少しだけ楽になった。

「そうね。大丈夫だといいわね。そして、阿九斗様が阿九斗様なら、何度甦っても同じ選択をするでしょうね」

「今まで通り、社会のために何をしたらいいか、なんて真ま面じ目めに考えちゃうんだよ」

　けーなは笑った。

　棺は作動を続けていたが、それがいつ終わるかは予告されなかった。一秒一秒が長く感じられた。

「大丈夫かしら……？」

　不二子がまた声をあげる。

「大丈夫……うまくいくよ。その……どうしても、不安なら、お祈いのりをすればいいよ」

　そのけーなの提案は、あまりにも間ま抜ぬけに思えた。

「お祈り？」

　さすがに不二子も驚きの声をあげる。

「そう。お祈り。だって、そうする以外にすることはないでしょ？」

　けーなは無む邪じや気きに言うが、不二子は首を振った。

「それはそうですけれど、神様に？　だって、そんなものは……」

「いる……と、思おうよ。だって、そうじゃないと、あーちゃんはこれからずっとつらい目に遭あうだけなんだよ？」

　その言葉で、不二子は、はっ、とした。

「そうね。やはり、そういう意味でも信仰は必要なのかもしれませんわね」

　神々が信じた人類の進化、あるいは人間の魂たましいの根源のようなものの実在。それらを信じなければ、魔王と呼ばれた人々の生き方は、あまりに甲か斐いがないものになってしまう。

　けーなは棺の横に膝ひざを突いて手を組んだ。

　不二子は目を閉じて〝何か〟に祈った。

　棺は静かに活動を続けていた。だが、これから何が起こるのかは、その場にいる誰にもわからなかった。




　淑恵は自分が転送された場所が宮殿でなかったことに気づいてぼやいた。

「あちゃー、しゃあないなぁ。つっても、宮殿はなんかシールドされてるのかもしんないなぁ。って、ここは……」

　周囲を見回すと、どうも見知った場所である。メギス神殿のロビーだ。

「それはそれでわかりやすくてありがたいかねぇ」

　淑恵は勝手に納なつ得とくし、窓に近寄り外の様子をうかがう。

　人混みという表現ではおさまらないほどの人の海だ。

「野や次じ馬うま……ってわけじゃないか。こわいねぇ人民の怒いかりってやつは」
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　淑恵は額のゴーグルをいじった。そこで撮さつ影えいした映像は自動でネット中ちゆう継けいされる。

「さて、考えてみれば、けいすを捜さがしに行くのにも都合がいいかな……と」

　きびすを返そうとしたところで、人混みを反対に動いている人ひと影かげを見つけた。集団でそういうことをしていると非常に目立つものだ。

「ふぉお！　ラッキーだねぇ。これも日ひ頃ごろの行いってやつか？」

　その逆走する三人は、絢子、ゆう子、けいすだ。全員、淑恵にとっては見知った顔である。ゆう子のことは、一方的にメディアで見て知っていたのだ。

　淑恵はメギス神殿のエントランスまで行き、三人に手を振った。

「おおい、こっちだ。いやぁ、すぐに見つかってよかった！」

　しかし、全員が怪訝な顔をしていた。

「あなたは？」

「神殿の関係者ですか？」

「どこかで見たような気配はするが、見たことはない……」

　そういえば、仮想異空間ではこの姿を見せてはいなかった。

「いや、きちんと説明すると長いので、手短に済ませたいんだけどね。つまり、私が淑よし彦ひこなんだ」

　淑恵は言った。皆みな、まるっきり何を言っているのか理解できていない顔をしていた。仮想異空間では別の顔を使うという感覚は、悪事やズルになれていないとわからないかもしれないのか、絢子はさすがに不二子よりは察しが悪い。

「あとで順に説明するが、少なくとも、私は阿九斗君の味方だよ。それとメギス神殿の関係者というのも本当だよ。司祭の手伝いをしていた。そうだ、緊きん急きゆう用の浮ふ遊ゆう脱だつ出しゆつボートがある。それを使って宮殿へ行こう。その間に説明するから」

　三人はまだ理解はしていないようだったが、敵でないことは伝わったらしい。淑恵が先頭に立って緊急用の浮遊脱出ボートの解放レバーまで案内した。ビルの中程から外に出られる非常扉があり、その脇わきにケースに入った六人乗りのマナの反発力を利用して浮ふ遊ゆうするだけのボートがある。レバーを引けば、その係留が解かれる仕組みだ。

「わざわざこんなことをしてくれるということは、本当に敵ではないようですが……」

　解放レバーを引いている淑恵に絢子が聞く。

「それは信じてよ。でも、悪いことをしたとは思うんだけど、私は本当に淑彦でさぁ」

　淑恵はそう切り出すが、絢子はより警けい戒かい心しんを深めたような顔になる。

「と、ともかくボートに乗って……」

　淑恵がそう言ったとき、上空で激しい光が瞬またたいた。

　いよいよブレイブ＝ヒロシと、多面体と化したゼロの戦闘がはじまったのだ。

「あまりに近づくのは危険だけど……とにかく急ごう。っと、私も一応武器らしいものは持って行くか」

　淑恵はボートに緊きん急きゆう脱だつ出しゆつ用の金属切断チェーンソーを放ほうり込んだ。続いて自らも飛び乗り、マナを攪かく拌はんすることの可能なフィルムを貼はったオールを握った。

　後から三人も乗り込む。淑恵はオールをこぎ始めた。

「あれは、魔王を倒した……」

　淑恵が戦闘を続けるブレイブを見上げて言った。

　ゆう子は、それをヒロシだとは言わず、うなずく。

「そうだよ。今度も、きっとやってくれるよ」

「確かに、あれがゼロを倒してくれればそれでいいんだ。それで何も問題ないよ。うん。強そうだし、やってくれるんじゃないかな」

　淑恵は期待を込めて言った。




《耐たい熱ねつマント転送。プラズマ球転送》

　ヒロシのスーツがマントをまとい、さらにその周囲に光の球体が出現した。接せつ触しよくするあらゆるものを溶とかす高熱の塊かたまりだ。

　ヒロシはスーツを一気に下方向へ加速させる。転送が無効になるフィールドを突き抜ぬけて、その一いつ瞬しゆん後にはあの多面体を破壊していなければならない。この技わざはエネルギーを使い切ってしまい、再び武装の使用が可能になるまで五分を要してしまう。一いち撃げきで仕し留とめる必要があるのだ。

　マントが風で翻ひるがえり、プラズマ球が身体の周囲を回転しはじめる。それは上空からねじ込まれる一本のドリルのように見えた。

《プラズマ球固定力場良好。接触後解放までの時間を一ナノセカンドにセット。対閃せん光こうバイザーの可視光透とう過か率りつを現在の二十三パーセントから一パーセント以下へ。次元断層フィールド展開。三秒後に対象に接触します》

　淡たん々たんとスーツが報告を入れてくる。

　ヒロシの視界の先にぎらぎらと輝かがやく多面体がある。プラズマを反射して不気味な赤い光を発しているそれが、ヒロシの視界の中で一気に大きくなる。

「行けぇ！」

　視界のほとんどが多面体からの反射で埋まったとき、ヒロシは勝利を確信した。

　が、そのとき、激しい衝しよう撃げきが身体を襲った。

　ヒロシは何が起こったのかを理解できていなかったが、集まった群衆たちは、すべてを目もく撃げきしていた。

　多面体が、ヒロシが接触する一瞬前に、まるで生き物のように動いたのである。空中に固定されていたかのように動かなかったそれが、わずかに全体をゆがませ、まるでボールが弾はずむかのようにヒロシに向かって飛んだのだ。

　しかも、多面体はその鏡面状の表面のさらに上を何らかのフィールドで覆おおっているらしかった。それが高温プラズマとの接触に耐えたことにヒロシが気づいたのは、吹ふき飛ばされた衝撃から回復し、上空で再び体勢を立て直してからだった。

《プラズマ球、解放後に消失。接触したフィールドは次元断層フィールドと思われます》

「次元断層フィールド……」

　それはこのスーツにのみ装備されている未来の技術のはずだった。それがあればこそ、プラズマ球を至近距離で爆ばく発はつさせることが可能なのだ。

　――どうして……いや、理由を考えるより、次の攻こう撃げきに備えないと……。まさか、あれが来るんじゃないだろうな……！

　ヒロシは緊きん迫ぱくした状況で落ち着こうと頭を回転させる。距離をとるべく上じよう昇しようするが、背中を向けず、慎しん重ちように後退する。

　ヒロシが予測した〝あれ〟とは、次元切断だった。かつて大和やまと望ぼう一いち郎ろうが使った未来の技術だ。おそらくは同じ原理で動いているそれだ。

　果たして、その予測は当たった。多面体はその三角形のひとつを外側に向けて開いた。その開口部から、虹にじ色いろの線が一筋ヒロシに向かって伸びる。

「くっ……！」

　ヒロシはこれを回かい避ひ。先ほどまでいた空間が、ずるり、とずれた。まるで空そのものをカッターで切きり裂さいたかのようだった。

「エネルギー残量を……」

　ヒロシは視界の端はしで残りエネルギーを確認する。武器は使えないが、ゼロが攻撃に出たならば、あの転送を阻そ害がいするフィールドは展開できないらしい。

「あと四分とちょっと……」

　口の中でつぶやく。

　が、回避されたとみたゼロは攻撃方法を変えてきた。多面体が一気に外側に開いた。まるで折り目によって変形する折り紙のように、驚おどろくほどにその姿を変化させた。多面体は皿を二枚貼り合わせたような形になり、円えん盤ばんのように回転をはじめた。その格好でヒロシに向かって飛んでくる。

「パターン解かい析せき」

《運動性能は同等です。コントロールをこちらへ委任することを推奨します。解析後の音声指示が間に合いません》

「コントロールをスーツに」

　ヒロシは言った。

　スーツはヒロシの身体を強ごう引いんに動かし、凄まじい速度で予測のできない動きを繰り返した。しかし、それは円盤となったゼロも同じだった。さらに、ゼロは次元切断を断続的に放ってくる。人間にはとてもついていけぬ動きでふたつの高速移動物体が空に軌き跡せきを描えがき、その後には切断された空間の不気味なズレが残った。

　――かわすことはできても、こちらにコントロールがなければ四分を過ぎても攻撃ができない……！

　ヒロシは内心で焦あせる。攻撃ができないどころか、限界までの機動を繰り返していると、エネルギーの補ほ充じゆうが間に合わないらしく、エネルギー残量は低下していく。

　――逃にげるべきか……。

　弱気が心によぎる。

　しかし、そのとき、下方から声が聞こえてきた。

　まさに大だい音おん声じよう。地鳴りにも近い音の波が上空に放たれている。

　それは、群衆が自分を応援してくれる声だった。

「ブレイブ！　ブレイブ！」

　確かに自分の名を呼んでいる。

　――これは……！

　胸の奥おくに熱が宿る。

　――まだだ！　まだギリギリじゃない！　残量が足りなくなるまでは頑がん張ばれる……！




「ブレイブ！　ブレイブ！」

　宮殿周囲の道を埋め尽くした群衆は何万人になるのだろう？　見み渡わたす限りの視界を埋め尽くした彼ら全員が、上空で劣れつ勢せいにあるブレイブを応援していた。その声は耳をふさいでいなければ耐えられないほどであり、わずかに上空に浮いているボートに乗った絢子たちには、特に身体全体を振るわせるようなボリュームだった。

　しかし、絢子は眼前の淑恵にきょとんとした目を向けていた。淑恵が何度か事情を説明したので、ようやく絢子も真実に気づいたのだ。

「君が、淑彦……」

「ごめんってば。だから、脱ぬがしちゃったりとか気にしてなかったんだよ」

　淑恵はブレイブの戦闘を見上げながらも、詫びた。

　ゆう子もけいすも戦闘を食い入るように見ていたが、絢子は一人、下を向いた。

　――そ、それじゃあ……。

　阿九斗が淑彦に言ったあの言葉、「そうだね。現実世界に戻ったら、一度、彼女と付き合うといい」は、淑恵に向けられたものだったわけだ。しかも、思い返してみれば、現実と仮想異空間では外見が違うという会話を交わし、目配せをした後のことだ。

　――そんな小さなことで悩なやんでいたのか……。

　絢子はばかばかしくなって笑い出してしまった。

「ちょ、大丈夫？」

　淑恵が気き遣づかうが、それを大丈夫だ、と手を広げる。

「問題ない……そうか、そう考えると、私たちは仲良くやれそうだ。ずいぶんあっちとは性格が違うが」

「ああ、男っぽくと考えるとああなっちゃうんだよねぇ。意外と女の子受けはいいんだよ。ま、そんな話はいいや。阿九斗君のことだ」

　そして淑恵は、絢子の知らぬ旅の顛てん末まつを話して聞かせた。

　絢子の表情がみるみる深刻なものになる。

「……じゃあ、阿九斗は、復活できるのか？」

「それは、まだわからないな。だけど、待つしかないんだ」

　淑恵は首を振ったが、ゆう子が話を聞いていたのか、上空を指さして声をあげた。

「待っていれば大丈夫だよ。それに、あの人が来るより早く、ブレイブがすべてを終わらせてくれるよ」

　ゆう子の言葉通りかもしれなかった。絢子にしてみれば、こんな事態の時は阿九斗が来てくれるような気がしてしまうが、ゆう子にしてみれば、それがヒロシなのだ。そして、彼は今、ほとんど帝都すべてと言ってもよい数の人々の声援を受けて戦っている。

「英雄、か」

　絢子はつぶやく。

　確かに、この瞬しゆん間かん、彼は英雄だった。

　そして、決定的な瞬間が彼に訪おとずれる。

　下方から上空に向かって光が放たれた。マナ球である。それは宮殿の方向からゼロに向かって飛翔し、円盤となっているゼロの表面で弾はじけた。まだ魔術が使える何者かが、ブレイブを支し援えんしたのだ。

「まだ魔術が使える者……？」

「誰だれだ、それは？」

　淑恵と絢子は疑問を口にしたが、ブレイブがその隙すきを見み逃のがすはずがなかった。




　――誰かが下から攻撃を……？

　ヒロシの心にも一瞬の疑問は起きるが、それが誰であっても関係はない。ゼロに隙ができたという事実が問題なのだ。

　――エネルギー残量は？

　単分子ワイヤーによる一度だけなら攻撃は可能だった。

「コントロールをこちらへ！　ワイヤー！」

　ヒロシは命じた。そして、同時に最速で円盤となったゼロの側面を通とおり抜ける。

　手から放たれたワイヤーは、ふわりと宙を舞っただけかに見えたが、通り抜けた一瞬後、ゼロの円盤は、見事に中央から切断されていた。

「やった……か？」

　ヒロシは振り返る。

　もう武器を使うエネルギーはない。最速の機動もできないだろう。

　しかし、その心配は無用だった。半分に割れた円盤は、再び元の多面体に戻ろうとして果たせず、その三角形のパーツひとつひとつがバラバラになって下に落ちていく。

「勝っ……た……！　これで、終わった……！」

　なんとも言えぬ充じゆう足そく感が身体を満たしていく。

　下方から、宮殿に多面体のパーツが落下した音と、それをかき消すほどの大きな声がヒロシに聞こえてくる。

　もちろん、その声はブレイブの名を叫さけんでいた。




「やった……！」

　ゆう子が歓かん声せいをあげて手を叩たたいた。

「ふぅ……終わった……か」

　絢子は安心したように息を吐はき出す。

「まぁ、こんな結末があってもいいやね」

　淑恵はボートのオールをこぐ手を止めた。その頃ころには、ボートは宮殿の外がい壁へきのあたりまで来ていた。群衆は塀へいを乗のり越こえ、宮殿の前庭にまで入り込んでいたが、この位置まで来れば、宮殿で何が起きているのかは見渡せる。

　と、けいすが上空を見上げ、それから警けい戒かいするように左右を見回した。

「どうしたの？」

　淑恵が聞く。すると、けいすは短く言い放った。

「死んでいない」

「え？」

「ゼロは死んでいない」

　けいすは断じた。感覚でわかるのだろう。

「だが、完全な活動停止がないのはわかっていたことだ。そういう意味ではないんだな？」

　淑恵が慌あわてて聞くが、けいすは難しいことはわからない、と首を横に振った。

　しかし、次の質問を淑恵がするよりも早く、すべての答えは明らかになった。

「ゼロの支配……その野望は潰ついえました」

　不意に声が響ひびいてきた。群衆がブレイブに賛辞を送っている中で聞こえたのだから、当然、生の声であったわけがない。それは魔術を使って増ぞう幅ふくされた音で、もちろん宮殿から放たれていた。

　宮殿のテラスに加寿子が姿を現していた。

　群衆たちの歓声はさらに高まった。遠くの者まで見えるように、その姿も上空に拡大して映し出される。

「何者かは知りませんが、勇気ある戦士……彼が、皆に戦う勇気を与えてくれました。私もそれに強く心を打たれました。そこで、私はゼロに魔術を放ったのです」

　加寿子＝２Ｖは群衆に語りかける。

「しまっ……た……」

「そんな……まさか、そこまで……！」

　淑恵と絢子は２Ｖを知っている。今、語っている加寿子が２Ｖであることを知っている。

「本物の加寿子様は？」

　絢子が聞いた。

　淑恵は首を横に振る。

「居場所はわからない。今、逃亡中だよ。ゼロに操あやつられたころねが追っていた」

「加寿子様が殺されていれば、２Ｖが皇こう帝てい……？　それを狙ねらって？」

「だが、加寿子様ってのはえらく強かったよ。どうやら、くたばるようなタマじゃないっぽい。まさか、２Ｖ、生き残るためにその場しのぎの嘘うそを……」

　絢子と淑恵は疑問を口にした。

　だが、群衆の誰も、２Ｖのことなど知らない。

「しかしながら、国民の皆が使える魔術はもう復活しません。おそらく、ゼロとともに神も死んでしまったのです。私はここに、再び帝てい国こくの中心に立つことを宣言いたします。魔術の復活を誓ちかい、再び神しん殿でんの神々が復活するまで、皇帝の名の下に、直接、この国を治めましょう！　再建のために、皆の力をお貸しください！」

　２Ｖは大きく声をあげた。

「馬鹿な……そんなこと、帝国の憲法では……」

　淑恵は正論をつぶやくが、その小さな声を圧あつ倒とう的てきな群衆の叫びがかき消した。

「加寿子様、万ばん歳ざい！　加寿子様、万歳！」

　その声が幾いく重えにも重なって宮殿の周囲にも拡ひろがっていった。

　いくら２Ｖのことを知らないとはいえ、加寿子が独裁を行うとの宣言を、人々は支持しているのだ。しかも、熱ねつ狂きようして。

「な……何を考えているんだ？　人々は、これまでも神々を信じて自らを律する生活を送っていたはず……」

　絢子は呆ぼう然ぜんとする。

「いや、神々を信じていたからこそじゃないかな。神々に頼たよるそのシステムの弱さが露ろ呈ていしたと感じているんだろう。少なくとも、ゼロが初代魔王だとは知られているのだし……。つまり、司祭たちが見限られたわけだ」
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　淑恵が言った。

「実際に動いたのは司祭たちだぞ？　皆は支配されていた時ですら、ブレイブが声をあげなければ動かなかったのに……」

「それが群衆というものなのだろうな。私たちだってそうだ。これまで声を上げられないことが何度もあったさ。そして、馬鹿なものを信じたことも」

　淑恵は首を振った。

「だが、真実を知れば……大丈夫なのだよ、な？」

　絢子は青ざめた顔で聞いたが、誰もそれに答えなかった。

　群衆の加寿子を称たたえる声だけが響いていた。




　一方、２Ｖは、自らの目標が達成できたことを、心の底から喜び、全身にさざ波のように押おし寄よせる震ふるえを堪たん能のうしていた。

「どうだ、ゼロ。これが大衆だ！　私は人々が狂くるっていることを証明したぞ！　抑よく圧あつから逃のがれるために立ち上がったのに、何もせぬ私に抑よく圧あつ者しやになってくれと涙なみだを流して懇こん願がんしているのだ！」

　小声でゼロに語りかける。

「しかし、それも長くは保もたないでしょう。いずれ彼らはあなたの首を取ろうとしてくる。そして、新たな支配者を求める。それをもって私は人間が狂っていると断じたのです」

　ゼロは冷静に言い放つ。

「そこの意見は同じだ。わかっているさ。だが、私は、生しよう涯がい賭かけてそれを我わが身みで証明したかったのだ。私が帝国市民全員をあざ笑いたかったのだ」

「あなたの人生をそのようなものにしたのが大衆に他ならないからですか？」

「そう考えてもいいさ。どちらにせよ、私のようなことをしたら、後は何があろうと死ぬのみだ。だが、生き延びるための対策はしてある。さぁ、この快感に酔よっているうちに世界を終わらせよう。今こそ、ゼロ、君の力を解放してやる」

「そのために、あなたに仕えたのだ。待ちかねたぞ……」




「来る……！」

　まるで獣けものが耳を動かすように、耳と髪かみの毛けをぴくりとさせ、けいすが声をあげた。

「来る？」

「ゼロだ。ゼロが覚かく醒せいする気配を感じる……」

　けいすは周囲を見回しているが、もちろんそのあたりにいるというわけではない。

「２Ｖが魔術を使っている。彼女が覚醒を促しているということだ」

　淑恵はゴーグル越ごしに２Ｖを見ながら言った。マナの流れが見えるのだ。

「それなら、２Ｖを倒せば……！」

　絢子は上空を見上げた。ヒロシがそこに居る。

「お願い……！」

　ゆう子は上空に向かって手を合わせた。




　しかし、ヒロシの身体はゆっくりと降下中だった。

　――エネルギー切れ……しかも、またエネルギーの転送を防ぐフィールドが発生している……。罠わなにはめられた……！

　ヒロシは歯がみする。

　２Ｖのことは彼も当然知っている。そして、彼女を倒さねばならないことも。

　だが……。

　――エネルギーがあったとしても、２Ｖを殺せただろうか？　俺おれは……。

　エネルギー切れが悔くやしくもあり、ありがたくもある。

　おそらく、何もできなかったはずだ。人々は、まだこちらを向いて拍はく手しゆをしている。彼らの目の前で皇帝を殺す。そのようなことができるはずがない。

　国民に愛され、絶大な支持を受けている加寿子を殺す。その行こう為いが恐おそれ多おおいのではない。人々の罵ば声せい、その後、永遠に後ろ指を指され続けることは、どう考えても恐ろしい。そうするのが使命だったとしても、やはり逡しゆん巡じゆんはしたはずだった。

　――ということはゼロもまだ生きている……。どうなってしまうんだ、これから……！




「駄だ目め……エネルギー切れみたい」

　ゆう子は上空を見上げて言った。

「ゼロが覚醒したらどうなるって？」

　改めて絢子が聞いた。

「洗礼を受けたことのある人々は、そのシステムを使われて、思考力を奪うばわれてしまう」

　けいすが答えた。

「もう終わりだってことじゃないか！」

　絢子が声を叫ぶ。

　そんなことなど知らずに人々は喜びに声を上げている。おそらく、ゼロが覚醒したところで、喜びの声は変わらないだろう。思考停止をして自らをあがめるようにゼロ＝２Ｖは、その力を使うはずだから。

「けいす、なんとかしてくれ……！」

　淑恵はけいすを揺ゆすったが、けいすはやはり何かを思い出せずにいるようで、首をひねるばかりだった。




「これで、私の帝国は永遠のものに……！」

　２Ｖは声をあげた。

　それは人々にも聞こえるように言ったのだ。

　熱ねつ狂きよう的てきな叫びが答えとなって返ってきた。

「これより千年続く国を称えよ！」

　２Ｖが叫ぶ。

　と、そこに、不意に暗雲が訪れた。

「雲……？」

　群衆の上に影かげが落ちる。人々が上空を見上げると、黒く不ふ吉きつな雲が宮殿の上にだけ立ちこめているのだった。

「ここだけなんてあり得ない……」

「どういうことだ……？」

　群衆がざわめく。

　そこに雷らい鳴めいが轟とどろいた。群衆の声をかき消すほどの凄すさまじいものだ。

　恐きよう怖ふの声が人々の間からあがる。

　雨は降ふっていない。ただ、稲いな光びかりだけが連続して瞬き、雷鳴はほぼ同時に響いている。

「なんだ……？」

　２Ｖは上空に目を向けた。

　加寿子は未いまだ追つい跡せき中だが、少なくとも宮殿に入られた形けい跡せきはない。司祭たちは宮きゆう殿でん内ないまで入り込んでいるが、まだ魔術は復活していないため２Ｖが殺人を許可している戦闘マシンに手こずっている。となると、残ったのは一人だけだ。

「魔王、か」

　浮遊していた。

　稲光にシルエットが浮かんだ。

　悲鳴をあげていた群衆が静まりかえった。

　黒い輝きを纏まとった男の姿が空中にあった。纏う光が白く、顔が優やさしさに満ちていたならば、誰もが彼を聖人と思っただろう。が、そこにいるのは、それと正反対の男の姿だった。

　背せ負おうのは、黒いぎらついた光の羽。

　盛り上がった、しかし禍まが々まがしく変容した筋肉の巻き付いた肉体。

　残ざん虐ぎやくな笑みとそこから覗のぞく牙きば。

　煌こう々こうと赤く輝く目。

「皇帝に従おうとする愚おろかな人々よ。従うことにより、失った自由が取とり戻せるのならば、そうするがいい。だが、自由が、力が欲しいなら、私がくれてやってもいい」

　魔王は言った。

　彼が手を大きく広げると、その動きにつれて人々の間にざわめきが広がった。

「魔ま力りよくが……」

「戻った……」




「かえってきた……」

　絢子は空を見上げて声をあげていた。

「マナが使える。帰ってきた」

　淑恵が軽く指の先にマナをまとわりつかせてみる。指先は確かに光を放った。
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「魔力の話じゃない……」

　身体を震わせた絢子が顔をぬぐった。

「わかってる。彼が帰ってきたんだね。だけど、すごい顔になっちゃって」

　淑恵が苦く笑しようした。

　ゆう子などは、阿九斗を見ておびえている。

　と、絢子がゆう子の肩に手を置いた。

「大丈夫。彼は中身は変わってない。あの物言い。彼は、すべてを引き受ける気だ」

「引き受ける……？」

「そうだ。彼は……すべてを終わらせるよ」

　絢子が言った、その瞬間のことだった。

　雷かみなりが２Ｖの居るテラスに向かって落ちた。




　凄まじい炸さく裂れつ音おんが響き、宮殿のテラスの半分が跡あと形かたもなく吹き飛んでいた。

　群衆の目の前に、黒い炭化した塊と化した２Ｖの身体が転がり落ちる。

　数秒の沈ちん黙もくの後、何があったのか悟った人々の間から、悲鳴と怒ど号ごうがあがりはじめ、それは段々と宮殿の庭全体に広がっていった。

　しかし、魔王はそれに高笑いで答えた。

「私の先兵であるゼロは消えた。だが、その活かつ躍やくによって神は死んだ。それは何のためか。皆に力を、魔力を平等に与えるためだ。なぜ皇帝を殺したか。この世界の秩ちつ序じよを破は壊かいするためだ。さぁ、貴様らは誰に仕えたい？　それとも自分のために生きるか？　選べ。この世界に行く末を決める時が来た。これが最後の戦争だ。そして、私がこの世界で最後の魔王だ」







５　血染めの皇帝陛下







　宮殿の裏、誰も知らぬ廊ろう下かを２Ｖツー・ブイは歩いていた。

　かつて自分が過ごしていた、あの秘密の部屋である。

　ここの存在は、もはや誰も知らぬだろう。２Ｖがここにいたのは、ずいぶん前のことだからだ。

　２Ｖは生きていた。

「念の入ったことですね。あの状況ですら本人に似せた人形を使うとは」

　そう言ったのは、ゼロである。ゼロはゼロで、新しく与えられた人造人間の姿をしている。あえて人間らしさを排はいした無機質な美形の顔立ちをしていた。

「手は尽くしてあると言ったさ。そして、もはやこれで人生が終わってもいいと思ったのは本当だ。これで私は隠いん遁とんでもするさ。君は自分の好きなようにすればいい。あの魔王が君の能力にまで介かい入にゆうしてきたが、あれと争あらそうつもりなんだろう？　私はそれを見ていることにするよ」

　どうやら、阿あ九く斗とは神々の力を封印していたゼロに対たい抗こうできる能力を持っているようだった。だからこそ、二者とも魔王と呼ばれているのだろうが。

　それを聞いたゼロは宮殿の奥へと下がって行った。

　しかし、ゼロとは逆方向に向かおうとした２Ｖの前に、立ちはだかった人影があった。

「誰か忘れちゃいないかい？」

　２Ｖは驚いて顔をあげた。

　そこに立っていたのは、小こ粋いきな帽ぼう子しをかぶった少女だった。

「リリィ白しら石いし……だったよね？」

　軽い声を２Ｖはあげた。

「そういうこと。いやぁ、絶対に誰も知らない抜け道みちがあるだろうと、宮殿をしらみつぶしにしていたんだ。突とつ入にゆうしてからずっとね。なんせ、あんたは誰にも捕つかまらないと思っていたからさ」

　リリィは、そう言って帽子のつばを握にぎって前後を逆にする。

「せっかく魔術が使えるようになっているんだ。最初から全開でいかせてもらう！」

　そう叫んだ次の瞬間に、リリィは前方に突とつ進しんしている。

「ちぃ！」

　２Ｖはマナ球を複数個、身体の周囲に展開し、これを操ろうと手を動かした。加か寿ず子こが使った皇帝家に伝わる魔術だ。

「打だ撃げき力りよくのあるマナの複数展開！　それなら、打だ撃げきで上回ればいいだけ！」

　リリィは無数の拳こぶしを自分の前面に展開する。２Ｖはマナ球を誘ゆう導どうするが、そのことごとくをリリィの伸びた拳が殴なぐりつけていく。静止状態でも打撃力を発揮する特殊なマナ球であるから、これはいわば正面からのパワー比べだ。

「おおおお！」

　リリィは拳をマナ球にはじき返されるが、それでも複数の打撃を打ち込んでいく。一発あたり十発を入れるとすれば、それをマナ球の数だけということになる。凄まじい数の打撃だった。

　そして、その打撃に２Ｖが押されはじめる。

「くっ……！」

　そして、２Ｖの魔力がリリィに押し負けた。マナ球は消失し、無数の拳が２Ｖの華きや奢しやな身体にたたき込まれる。

「どらぁあああ！」

　リリィは拳を振り抜き、２Ｖを壁かべに叩きつけた。

　２Ｖは壁に打ち付けられてうめく。

「ぐっ……！」

「はん。殺すわけにゃいかないんだ。安心しやがれ。あんたの正体を証しよう拠こ付きで公表しないと、元の体制に戻せないんでね。恨うらみは骨こつ髄ずいってやつだが、それにしたって生かしておいた方がいい。あんたを殺しちゃ、いわば目的を達成させてしまったことになるからな」

　リリィは魔力によって腕うでをするすると伸のばし、倒れた２Ｖの襟えり首くびを持ち上げた。２Ｖはむしろ殺すと言われたかのような表情になる。

「よせ。よしてくれ」

「薄うす々うす感づいてたんだろうが、そりゃ人間そこまで馬ば鹿かじゃないわな。真実をさらせば、理知的な判断だってできるに決まってる。死んで自分の気に入らないものを見ずに済ませようなんて許さないぜ」

　リリィは残ざん忍にんな笑えみを漏もらした。

　その時だった。

　ど、と鈍にぶい音が２Ｖの身体から響いた。その衝撃はリリィの手にも伝わっている。

「……な？」

　リリィは目を見開く。

　２Ｖの身体が、光る剣けんで刺さし貫つらぬかれていた。

「がはっ！」

　２Ｖがうめいて血を吐く。

「何だ……」

　光る剣は横合いから飛ひ翔しようしてきた。そして、その剣は２Ｖの身体を貫いてから、塵ちりのように消失した。マナで構成された剣だったのだ。球体以外のマナを遠えん距きよ離りまで飛ばし、そこまでの威い力りよくを維い持じできる魔ま術じゆつ師しなどそうはいない。

　リリィは剣が飛んできた方向を見て驚きよう愕がくした。

　優ゆう雅がに歩いてきたのは加寿子である。

「加寿子様……」

「ねぇ、かわいそうじゃありませんか。本人が死にたがっていたようなものですよ？　だって、長い間、誰とも直接話さずに暗いところにいたんですから。最後くらい良い夢を見せてあげなければ」

　加寿子が２Ｖに歩み寄る。

　２Ｖはまだ息があった。

「き、貴様……」

　うめく２Ｖに、加寿子は口づけをした。

　加寿子の美しい顔の口から頬ほおにかけてが血に染まる。

　しかし、加寿子は微ほほ笑えみを絶やさず、慈じ愛あいの表情を２Ｖに向けていた。

「かわいそうな人。あなたも私のようになりたかったのでしょう？　望みは最後に叶かないましたか？　それならば、良い夢のまま殺してあげましょう」

　加寿子は至近距きよ離りからマナの剣を２Ｖの身体に打ち込んだ。

　２Ｖは痙けい攣れんした。

「そ、それで良いのですか……？」

　リリィは思わず聞く。

　全身を血に染めた加寿子は、微笑みながら２Ｖの腹、マナの剣で貫かれた傷口に右手を突っ込んだ。そして、しばらく手を動かし、探さぐり取った心臓を、２Ｖの身体から、ずるりと抜き出す。

「か、加寿子……様……」

　リリィは絶句した。

　加寿子は何もおかしいことはしていない、とでも言いたげに小首をかしげると、抜き取った心臓を両手に持ち、上品な仕草でそれを食べ始めた。

「あら、大きな梅干しみたい」

「な、なぜ……」

　後ずさるリリィに、加寿子は優しく笑いかけた。

「彼女の固有のマナを取り込ませていただいたのですよ。だって、本来、私が使えるべき力が、彼女の方に行ってしまっていたんですもの。八や咫たの鏡かがみ。人造人間や、人形に自分の意識を移せる術ですよ」

「それを、食べたということは……」

　リリィは額から汗あせを流す。

「そうですよ。その力を得ましたので、彼女がやってしまったことの責任を取ろうかと思います。ゼロは皇帝の名の下に働いていただきます。何千年ぶりかで皇帝による政まつりごとを復活させましょう」

　加寿子はそう宣言した。

「なん……だと……」

　リリィは言葉を失った。

「ゼロ、そして魔ま王おうが皇帝のものになれば、魔術は一元化されます。皇帝の名の下に、皆が幸福な社会が訪れるのです」
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　加寿子は言った。

　そこに、声が響いてきた。

「違う……！　細かいことはわかんないけど、なんか違う！」

　けーなが立っていた。

「あのお方はそのような思考停止をよしとしませんわ。考え続けることにだけ未来があるとお考えになります。つまり、あなたは間ま違ちがっている」

　不ふ二じ子こもそこにいた。

　復活した阿九斗と共に宮殿に転送されてきたのだ。

　加寿子はそう言われても、笑みを絶やさなかった。

　しかし、血まみれの皇帝は、微笑みと共に死し刑けいを宣告した。

「それならば、魔王と共に死んでいただくことにしましょう」




　　　　　○




　その頃、宮殿の外の混乱はピークに達していた。

　阿九斗は上空から姿を消していたが、人々は恐怖のあまりに逃げ惑まどい、復活した飛ひ翔しよう魔ま法ほうや、再び扱あつかえるようになった飛行車で宮殿から逃げようと必死になっていたからだ。

　そんな中、淑よし恵えと絢じゆん子こ、けいすは宮殿を目指していた。復活した絢子の脚きやく力りよくで、淑恵を抱かかえて壁から壁へと跳はねながら走る。けいすもそれに続いた。

　ゆう子こは降りてきたヒロシに任せている。またエネルギー補給が再開されたらしいから、ゆう子を連れて飛ぶくらいのことはできるだろう。

「ねぇ、あれはどういうことなの？」

　淑恵は聞いた。

　あれ、というのは、阿九斗の行動のことだ。まだつきあいの浅い淑恵である。どうしてあのような行動をとったのか、いまいち理り屈くつとしてわかっていなかったのだ。

「わざとみんなの恨みを買ったんだよ。そういう奴だ」

　絢子は言った。

「恨みを買ってどうするの？　それで何かいいことがあるならいいけど……」

「あいつはそういう奴なんだ。全部の負の遺産を抱えて、それでみんなを助けようとしているんだ。あいつのあの悪ぶった言葉でわかったよ。あいつは、自分で魔王うんぬんの争いを最後にするつもりなんだ」

　絢子は言った。その言葉は熱っぽく、その目は彼女らしい生気を取り戻もどしていた。

「となると、阿九斗君はゼロを倒たおし、皇帝陛下に楯たて突つく……ってことか。ふぉお！　予測はしてたけど、面おも白しろくなってきちゃったねぇ！」

　淑恵は笑う。そして、抱え上げられたまま、絢子の顔を見返す。

「……なんだ？」

　それに気づいた絢子が聞く。

　淑恵がにやりとした。

「いやぁ、おねいさん、阿九斗君に惚ほれまくりだねぇ。あんなのに興味を持っちゃうと大変だよぉ？」

「ば、馬鹿っ！　今、そんな時じゃないだろう！」

「はいはい。じゃ、ま、お互たがい興味深い男のために人生なげうちましょ」

　淑恵はへらへらと笑った。




　　　　　○




「２Ｖの奴やつ、とうとう死んだか」

　帝てい都との中心部から離れた路上。停とめた地上車の屋根に肘ひじを突ついてパイプを吹かしていた賢けん人とは、トレースしていたマナの乱れを感じてため息をついた。

「神々のおかげでかかっていた魔ま術じゆつのリミッターも外れた。人々がモラルなく魔術を使う時期の到とう来らいか。さて、どちらの陣じん営えいに味方するのがいいのかな……」

　賢人はパイプをくわえたまま車に乗り込んだ。

「望ぼう一いち郎ろうの旦だん那なはこういう時代が来る可能性も考こう慮りよしていたはず。ゼロのボディやあのスーツだけでなく、また何か旦那の遺物を探ってみないといけないか……」

　賢人――かつて最強の魔術師と呼ばれた男、コードネームＵＳＤはつぶやいた。







あとがき







　毎度ありがとうございます。水みず城き正しよう太た郎ろうです。




　さてもう八巻目でございます。今回、中編とでもいうか、新しん章しよう開始というか、そのような感じでお届とどけいたしております。まだの方は七巻から読んでいただければ幸さいわいです。

　今回も、書き手としても意外に感じられる展てん開かいというか、いろいろとキャラクターに引っ張り回されはじめております。なにやら次巻もどっかんどっかん行けそうです。




　そして今回は、なんとアニメ化のおしらせでございます。

　新刊でお買い求めの方は帯おびにある通り、四月よりチバテレビほかＵ局きよくにて放送開始予定です。ご存ぞんじの通りＵ局というのは「なんでもあり」ですので、かなりの無む茶ちやが期き待たいできるものとお考えくださいませ。

　メインスタッフは、監かん督とくに渡わた部なべ高たか志し様、メインキャラクターデザイン・総そう作さく画が監かん督とくに小こ林ばやし利とし充みつ様、シリーズ構こう成せい・脚きやく本ほんに吉よし岡おかたかを様、脚本に赤あか星ほし政まさ尚なお様です！　超ベテランの布ふ陣じんで「わくわくするぜ」以外の言葉が出てきそうにないですが、あえて期待のポイントを解かい説せつをさせていただくならば、「大人の本物の悪ふざけ」ということになるでしょう。皆みなさんにお会いしてお話しさせていただきましたが、超ベテランの方々であるのに、なにげない一言二言から実にギラギラしたものが感じられました。何かしらの嬉うれしい裏うら切ぎりをしてくれるものに違ちがいありません！　ご期待ください。というか、おいらがいちばん期待しています。

　もちろんドラマＣＤ版も株式会社ビートニクス様より発売中です。声せい優ゆう様はアニメ版と変わってしまいましたが、舞ぶ台たい演えん劇げきではよくあるダブルキャストだ！　と考え、脳のう内ないで演えん技ぎ合がつ戦せんを楽しみましょう。これがなかなか癖くせになるのですよ。

　そして伊い藤とう宗そう一いちさんのコミック版、チャンピオンＲＥＤ様で好こうひ評よう連れん載さい中ちゆうです。伊藤さんのガンガン突っ走る宣せん言げんをお聞きしましたので、さらにやってくれるものと信じております。いや、最近マジですごいですよ。




　最後に謝しや辞じを……っと、スペースがない。関係者、読者の皆様のご支し援えんでここまで来られたことに感かん謝しやを。これからもよろしくお願いいたします。まだまだ楽しめそうですぜ！
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

水城正太郎先生／伊藤宗一先生
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